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2018 年改訂版の発行に当たって 

 

 学校における水泳指導は、水泳の技能の習得とともに体力の向上及

び心身の健康保持増進を図るという教育的価値が大変大きいことから積

極的に行われています。また、水辺活動などの指導についても学校や地

域の実態に応じて積極的に取り上げられています。 

 一方、これらの活動中に死亡や障害を負う事故が発生しています。 

 独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、昭和 49（1974）年度に

「学校における水泳事故防止必携」を作成し、以来、幾度かの改訂を行

って、学校関係者に広く活用されてきました。 

 平成27（2015）年には国際蘇生連絡協議会が「心肺蘇生に関する科学

的根拠と治療勧告のコンセンサス」を更新し、我が国においても日本蘇

生協議会がこれらをもとに「蘇生ガイドライン 2015」を発表されたことなど

から、このたび、スポーツ庁委託事業の一環として、統計や事例を刷新し

新たな知見を盛り込み、本書を改訂することとしました。 

 本書が、引き続き学校関係者はもちろん社会体育指導者の皆様にも

活用され、児童生徒等の水泳事故防止に資することを念願しております。 

 終わりに、今回の発行に際し、熱意を持って取り組んでいただいた作成

協力者及びスポーツ庁関係者に対し、心より御礼申し上げます。 

平成 30 年３月 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 
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Ⅰ 学校の管理下における水泳事故の現状 

 

 災害共済給付制度によって得られたデータである。 

 

１．水泳中の死亡事故 

平成 24 年度から平成 28 年度の５年間に、学校の管理下における水泳

中の死亡事故は 25 件発生している。 

 

（１）学校種別 

 学校種別の発生状況をみると、小学校が９件（36％）、中学校が４件

（16％）、高等学校が 10 件（40％）であり、小学校・中学校・高等学校で全

体の 92％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

図-１ 学校種別（H24～H28） 
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（２）原因別 

 水泳中の死亡事故の原因としては、溺死が圧倒的に多く21 件（84％）、

突然死が４件（16％）となっており、この２つで死亡事故のすべてを占め

ている。突然死４件の内訳は、中枢神経系突然死が２件・大血管系突然

死が２件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 原因別（H24～H28） 
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（３）場合別 

  水泳中の死亡事故発生の場合としては、各教科等（体育科・保健体育

科）の授業中が４件（16％）、学校行事が３件（12％）、課外授業（運動部

活動など）の８件（32％）、通学中に湖や河川に落下するなどによるもの

が７件（28％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図-３ 場合別（H24～H28） 
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２．水泳中の障害事故 

 平成24年度から平成28 年度の５年間に、学校の管理下における水泳

中の障害事故は 29 件発生している。 

 

（１）学校種別 

 学校種別の発生状況をみると、小学校が８件（28％）、中学校が 11 件

（38％）、高等学校が 10 件（34％）であり、小学校・中学校・高等学校で障

害事故発生のすべてを占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

図-４ 学校種別（H24～H28） 

 

 ※障害：負傷又は疾病が治った後に身体に後遺症が残ったもの 
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（２）場合別 

  水泳中の障害事故発生の場合としては、各教科等（体育科・保健体育

科）の授業中が19件（66％）と最も多く、次に課外指導（運動部活動など）

の９件（31％）、学校行事が１件（３％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図-５ 場合別（H24～H28） 
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（３）場所別 

 水泳中の障害事故発生の場所としては、プールでの発生が圧倒的に

多く 24 件（84％）である。その他は２件（７％）、水泳に関わっていない場

所での事故が５件発生している。 

 

 

 

 

 

 

図-６ 場所別（H24～H28） 
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（４）発生原因別等 

 ア．障害等級別 

水泳中の障害事故を障害の等級別に見てみると、障害の程度の

最も重い第１級の障害を残すこととなった者が最も多く７件（24％）、

次に最も軽い第14 級が５件（17％）、以下、第11 級・第12 級が各４

件などとなっている。水泳中の障害事故は、重度か軽度かに大別

される傾向があり、第１級と第 14 級で全体の41％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

図-７ 障害等級別（H24～H28） 

 

※日本スポーツ振興センター災害共済給付の障害等級表は、JSC ホー

ムページ学校安全 Web を参照 
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イ．発生原因 

水泳中の障害事故がどのような状況で発生しているかをみてみると、

飛び込み（スタート）が 13 件（45％）と最も多く、次に泳いでいてが 10

件（35％）、以下、転倒２件、衝突が１件などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

図-８ 発生原因（H24～H28） 

 

また、第１級障害７件中、６件が飛び込み（スタート）によるものであ

り、飛び込み事故は、重大な事故につながりやすいことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

図-９ 第１級障害の発生原因（H24～H28） 
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３．事故の事例 

 

（１）死亡 

 平成 18 年度から平成 27 年度の10 年間に、学校の管理下における水

泳等の死亡事故は 62 件発生している。 

 

ア．体育・保健体育の授業時 

① 心臓に持病のある児童の事故（心臓系突然死） 

小学校 １年 プール 

 水泳授業終了時、幼少の時から、心臓に疾患を持っていた本児童の

体の具合が悪くなり、プール東側の縁のオーバーフローのコンクリート

部分に頭をもたれかけて動かなくなった。本児童の体の状態を調べた

結果、心肺の停止が確認され蘇生処置を行ったが脳症となった。救急

搬送先の病院でリハビリ療法を受けるなどの治療を続け、養護学校に

転入したが学校生活では、呼吸状態が不安定な日が続いていた。約７

年後、心肺停止し急性心不全のため死亡した。 

 

② 泳力測定中に異変（溺死） 

小学校 ３年 プール 

  泳力測定中、18 メートル付近で泳ぎを止めたにもかかわらず、立ち上

がらずに体を斜めに傾け、片足でジャンプするように動き、顔は水面に

つき、手はバタバタと動かした。すぐに本児童を両手で助け上げ、プー

ルサイドに運んだ。呼吸を確認し気道を確保し、タオルケットで体をくる
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んだ。その後様子が変わったので救急車を要請した。呼吸が弱くなっ

たので、人工呼吸・心臓マッサージを行った。救急車で病院に搬送し、

治療を受けた。その後入退院を繰り返し、翌年死亡した。 

 

③ 水泳指導中に異変（溺死） 

小学校 ６年 プール 

 体育の水泳指導中、本児童の身体に何らかの異変が起き、水中に沈

みかけているところを友人が見つけてかかえあげたが、意識がなく心臓

停止と呼吸停止状態であったので、心肺蘇生を行いながら救急車を要

請し、病院へ搬送した。治療の結果、心臓の動きが回復したので設備

の整っている病院へ転院し、集中治療室で治療を受けていたが、意識

は戻らず死亡した。 

 

④ 潜水テスト後うつ伏せ状態に（溺死） 

高等学校 ３年 プール 

 水泳で 15ｍ潜水の確認テストを実施した。水中を平泳ぎで泳ぎ、ゴー

ルしたあとプールサイドで友人としゃべりながら休んでいた。会話後友

人たちとプールに入った。その直後、うつ伏せの状態で水面を漂って

いる本生徒を発見。すぐにプールから引き上げ、心肺蘇生を実施し救

急車を要請、病院へ搬送したが死亡した。 
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イ．学校行事 

① 自然体験学習のカッター訓練で転覆（溺死）  

中学校 １年 湖 

 自然体験学習に参加し、２日目の午後はカッター訓練で湖に出艇し

ていた。３時頃より急に天候が悪化し、波が高くなり漕艇不能となって

しまった。レスキュー艇に救出される途中、乗っていたボートが転覆し、

その中に取り残されてしまった。その後水難救助隊に救助されたが心

拍停止の状態で、そのまま病院へ搬送されたが搬送先の病院で死亡

が確認された。 

 

② 研修旅行中に橋から飛び込み後の異変（溺死）  

高等学校 ２年 河川 

 研修旅行中に友人数人と川にかかる橋から飛び込みをしていた。本生

徒は、飛び込んだ後、浮き上り岸に向かって泳ぎだしたが、手をばたつ

かせた後に沈んで見えなくなった。すぐに捜索し、25 分後にレスキュー

隊に救出される。救命措置を施しヘリコプターで病院へ搬送されたが

当日死亡した。 
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③ 学校行事の海水浴で高波に巻き込まれる（溺死）  

高等学校 ２年 海 

 学校行事で海水浴を実施した。教員３名が海岸で、３名が海の中で

生徒の動静把握にあたる。一瞬大きな波が来て数人が巻き込まれた。

自力または助けられたが、本生徒は捜索の結果岸から 20m 位の浅瀬

で発見された。 

 

④ 修学旅行中、高波にのまれる（溺死） 

高等学校 ３年 海 

 修学旅行２日目の昼食後、本生徒以下３名の生徒が海で腰の高さま

で水につかり遊んでいた際、いきなり高波にのまれ溺水した。事故発

生直後から 12 日間捜索が行われ、２か月以上過ぎても行方不明であり、

死亡したものと推定され、法務局が死亡と認定した。 
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ウ．課外指導 

① 夏季プール開放時の溺水（溺水）  

小学校 ５年 プール 

 夏季休業時のプール開放時、本児は他の児童 10 名とともに、25 メー

トルをクロールで泳いでいた。ほぼ中間地点にさしかかった頃、急に動

きがバタバタし始め、13 メートル付近であおむけ状態となった。すぐに

プールサイドに引き上げ、心肺蘇生を行い、病院に搬送後、治療を受

けていたが、後日死亡した。 

 

② 水泳部活動での飛び込み事故？（頚髄損傷）  

中学校 １年 プール  

 水泳部活動中、プールサイドにいた顧問がプールの水面にうつ伏せ

になっているのに気付き、本生徒をプールサイドに引き上げた。プール

の底に頭部を打ったと思われる。教員により心肺蘇生法、ＡＥＤ等を行

い、救急車で病院へ搬送。救命措置がとられたが死亡した。 
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③ 部活恒例行事のＢBＱで溺水（溺死）  

中学校 １年 保健室  

 剣道部では例年この時期にバーベキューを実施し、終了後に本生徒を

含む３名が海辺(波消しブロックがある岩場)へ行き、小動物(カニ等)を探

索した。海辺にいた２名は、本生徒がいないことに気付き、海岸線から約

５ｍ先の海上にうつぶせになって浮いている本生徒を発見し引き上げ、

心肺蘇生を行った。119 番通報、救急車にて病院に搬送した。その後、病

院で心臓は自力で動き始めたが、意識はなく数日後に死亡した。 
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（２）障害 

 平成 18 年度から平成 27 年度の 10 年間に、学校の管理下における水

泳等の障害事故は 65 件発生しており、そのうちの 34 件が飛び込み（スタ

ート）事故による障害である。 

 

ア．体育・保健体育の授業時 

① プールサイドで転倒し頭部を打つ（外貌・露出部分の醜状障害） 

小学校 １年 プール 

 プールサイドを歩いていて友人と接触し、膝をついて転倒した。その

際に、消火栓のケースに前額をぶつけた。 

 

② 耳に水が入り、難聴・めまい（聴力障害） 

中学校 １年 プール 

 水泳の授業中の自由時間に遊んでいて耳に水が入り、右耳が聞こえにくく

なった。帰宅後、夕食をとると気分が悪くなり、吐き気に襲われた。その後、め

まいがして立つこともできなくなり、救急車で病院へ搬送され、治療を受けた。 

 

③ 飛び込み事故、首から下が････（精神・神経障害） 

中学校 ２年 プール 

 水泳の授業中、飛び込みをしたときに、プールの底で頭部を強打し

た。意識はあるが首から下が動かなくなった。 
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④ 飛び込んだ友人の膝が顔に当たる （視力・眼球運動障害） 

中学校 ３年 プール 

 授業中に友人がプールサイドから飛び込んだ際、プール内にいた本

生徒の顔面に友人の膝が当たった。 

 

⑤ 飛び込み事故、頚椎骨折（せき柱障害） 

中学校 ３年 プール 

 体育の授業で水泳を行った。飛び込み台より水中へ飛び込んだとこ

ろ、プールの底に頭頂部を打ちつけ、頚椎を骨折した。 

 

⑥ 飛び込み事故、頚部損傷（精神・神経障害） 

高等学校 ２年 プール 

 数名毎に順に飛び込みをしたところ、本生徒は飛び込み後に水面に出

て回旋していたので、クラスメイトが異変に気付き、プールサイドに引き上

げたが立てなかった。頭頂部をプールの底に当てて頚部を損傷した。 

 

⑦ 飛び込み事故、前歯損傷（歯牙障害） 

高等学校 ３年 プール 

 体育の授業中、プールで飛び込みをしたところ、プールの底に前歯

をぶつけ、前歯を負傷した。 
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イ．学校行事 

① 校内水泳大会時、注水口に頭部当て負傷（外貌・露出部分の醜状

障害） 

小学校 １年 プール 

 校内水泳会を開始し、準備体操後に全校生徒が入水。水に慣れるた

め各自が自由水泳を行っていた。本児童がプールの隅の方で水中か

ら立ち上がった際、頭上に注水口があり、額に当たり、割創を負った。

注水口はステンレスカットのむき出しであった。 

 

ウ．課外指導 

① プールサイドで転倒（外貌・露出部分の醜状障害） 

小学校 １年 プール 

 夏休み、水泳指導が終わった後、バスタオルを首からかけ、両手が出

ない状態でプールサイドを走り、転倒し、下顎裂傷となった。 

 

② 飛び込み事故、頚椎負傷（精神・神経障害） 

小学校 ５年 プール 

 本児童は担当教諭指導監督のもと、翌日開催水泳記録会の最終調

整の練習に参加していた。本児童が水中に飛び込んだ際に、プール

の底に頭部を強く打ち、頚椎を負傷した。 
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③ 飛び込み事故、体が思うように動かない（せき柱障害） 

中学校 ２年 プール 

 ウォーミングアップの際、友人がプールへ飛び込んだので、本生徒も

同じように飛び込んだ。本生徒は１回目飛び込んだときは何ともなかっ

たが、２回目に飛び込んだとき、プールの底で頭を打ち、肩が激しく痛

み、体が思うように動かせなくなった。 

 

④ 飛び込み事故、手足が思うように動かない （精神・神経障害） 

中学校 ３年 プール 

 夏休みに、水泳部の練習中に、飛び込んだ後浮いてきたため、プー

ルサイドに引き上げ、意識はあったが手足が思うように動かないため救

急車を呼んだ。 

 

⑤ プールサイドから飛び込んで遊ぶ（精神・神経障害） 

高等学校 １年 プール 

 水泳部活動の開始前に水泳部員数名とプールサイドから飛び込ん

で遊んでいた。本生徒が両腕を斜め後ろにして飛び込んだ際、プール

底に頭頂部を強打した。体の自由がきかなくなり溺れかけたため、他の

水泳部員に引き上げられた。 
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⑥ 水球部、肘が目に当たる（視力・眼球運動障害） 

高等学校 ２年 プール 

 水球部の練習中、他の生徒の肘が本生徒の右眼付近に強く当たり、

負傷した。 
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４．水泳事故に学ぶ －JSC 現地調査より－ 

 

体育活動中に発生した事故事例等の事故発生の背景、原因、再発防

止策を把握するため、水泳事故防止を研究課題の一つとして取り組んだ。

そこで、スポーツ事故防止対策協議会委員水泳事故防止ワーキンググ

ループ４名及び事務局４名で現地調査を実施した。 

・ 学校種：高等学校 

・ 学年：２年生 

・ 性別：男子 

・ 場合：体育（保健体育） 

 

（１）事故の概要 

８月下旬の３時間目の体育の授業中、プールで水泳授業を行っていた。

準備運動をして、シャワーを浴びてから入水し、ウォーミングアップのため

25ｍを２往復した。その後、試合形式でボールを用いたゲームを行って

いた際、被災生徒が沈んでいるのを数名の生徒が見ていた。その時は

遊んでいると思い、そのまま試合を続けていた。その後、水面に上がって

こないことを不審に思った他の生徒が教科担当教諭に声をかけ、教諭と

ともに被災生徒をプールサイドに引き上げた。 

被災生徒は意識がなく、自発呼吸も確認できず、目が半開きの状態で

あったため、直ちに教科担当教諭が、心肺蘇生を行うと同時に生徒に保

健室と体育教官室への連絡を指示した。その後急行した他の体育科教

諭及び養護教諭と交代で心肺蘇生を行った。人工呼吸と心臓マッサー
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ジを４～５回程度行ったところ水を吐き出し、自発呼吸と脈が確認できた

が、意識は戻らなかった。 

連絡を受けた教諭が救急車を要請。救急隊とはプールサイドで携帯電

話による指示を受けながら心肺蘇生を継続（ぬれている場での AED の使

用は不可との指示も受ける）。救急車到着後、大学病院へ搬送した。数日

後、意識を回復。現地調査時点で後遺症もなく、部活動に汗を流してい

る。 

 

（２）事故の発生原因 

 施設設備の不備は確認されなかった（25m プール、水深 140cm）。 

 当日の天候は晴天、気温 30℃、水温 27℃。 

 被災生徒は、入学時に疲労やストレス、光の刺激などにより一時的に

意識を失う場合があるとの報告があったが、今回の事故まで学校生活で

そのような発作を起こすようなことは一度もなかった。事故当日、連日の

猛暑による疲労と合わせて、夏期休業が終了したばかりであった。事故

前日は７校時授業、その後の部活動による疲労の蓄積に加え、入水中ゴ

ーグルを使用していなかったことにより光刺激を受け、発作を起こし溺水

したものと推認される。 

 

（３）当該校における事故防止についての考察 

ア．入水前の健康観察については、保護者・生徒からの申告がなく、

外見から体調が悪く見えないため入水させた。しかし、生徒の疾

病の特性として、発作により溺水する可能性があるとの認識を教
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員間で共有し、万一発作が起こった際にどのように対応すべきか

を検討していれば、重篤化を防止できたと考える。 

イ．これまでのプール事故や水難事故の事例等を踏まえながら、水

泳が危険と隣り合わせであることを生徒に認識させ、万一事故が

発生した場合は直ちに救助し応急手当を施す必要があることを

生徒に我が事として認識させることができていれば、重篤化を防

止できたと考える。 

ウ．事故発生当時、授業担当者は生徒とともにプールの中でゲーム

に参加しており、監視できる体制ではなかった。また、ゲーム途中

で人数確認をした際に、全員いると誤認したが、入水前に人数を

正確に把握し、途中の人数確認においても正確な確認ができて

いれば、その時点で事故生徒を発見できたと考える。 

 

（４）事故後における当該校の事故防止対策 

ア．生徒の健康観察の方法 

・ 水泳授業に限らず、時間をかけて一人一人から聞き取るなど、

生徒の行動観察、健康観察について、よりきめ細かく慎重に行

っていく。 

・ 授業中の生徒の様子、保健室の利用状況などを、職員全体が

共有できるシステムを構築する。 

・ 持病のある生徒に関する情報についても、全職員で共有する

ようシステムを整備し、発作の対処法についても校内研修など

を通して職員に徹底していく。 
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イ．プール授業での安全管理 

・ 授業担当者を複数体制にする。また、１人で監視しなければな

らない場合には、プールサイド上から全体を見渡し、一人一人

の生徒に気を配りながら監視することを徹底していく。 

ウ．安全教育の徹底 

・ 水難事故の恐ろしさの指導を徹底するなど、安全教育の内容

を再検討する。 

エ．危機管理体制 

・ 学校の安全管理にどのような問題があったのか、どうすればこ

のような事故を防ぐことができたのか、校内に事故再発防止委

員会をつくり検証する。 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅱ 安全のための管理・指導の組織 
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Ⅱ 安全のための管理・指導の組織 

 

児童生徒等にとって楽しい水泳指導とは、安全で効果的な学習活動

が実践できたときである。そうした水泳の学習活動のためには、指導者は、

まず水泳の管理・指導体制を確立し、プールや自然を利用した水泳場、

水泳用具、児童生徒等の健康状態、指導計画等についての安全管理と

児童生徒等に対する安全指導を徹底しなければならない。 

 

１．指導者の条件 

 

人は、生まれながらにして泳ぐことはできないが、学習によって誰でも

泳げるようになる。しかしながら、水泳指導の際には水泳技能を身に付け

させるだけでなく、水泳中の健康・安全に関する知識や技能の習得を図

り、水泳時の態度や心得等についても十分理解させなければならない。

単に水泳技能の提供に終わっては、将来重大な水の事故を引き起こす

ことになる。  

したがって、水泳指導の際、指導者は次のような条件を具備しているこ

とが望まれる。 

（１） 水泳に関する豊富な知識を持ち、正しい技能を有していること（水

泳指導に当たる者は、時代に即した水泳指導法や救助法等の講

習・研修を受講することが望ましい）。 

（２） 児童生徒等の健康状態や水泳能力を十分理解し、対象集団（学

年、クラス、グループ）の特性を的確に把握していること。 
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（３） 指導内容をよく理解し、指導法の創意・工夫を試み、適切な指導技

術を身に付けていること。 

（４） 水泳の安全管理と安全指導にかかわる適切な状況判断と処置が

できること。 

（５） 児童生徒等から信頼されるとともに、統率力を有していること。 

（６） 児童生徒等が自主的に学習計画を立て、協力して学習活動を進

めていく態度を育成できること。 

また、学校においては、水泳シーズンに先立って開催される水泳講習

会や研修会等に教師を派遣したり、校内では水泳指導、プール管理、救

助・救急法等の研修会を計画し、水泳の管理と指導に万全を期する必

要がある。 
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２.管理・指導の組織 

 

 学校教育活動において多くの児童生徒等を対象に水泳指導する場合、

安全かつ効率的な指導ができる管理・指導組織が必要である。そのため

には、プール管理委員会等の組織を設置し、全体を統括する実施責任

者を決めるとともに、教職員の校務分掌に即した役割分担をし、それぞ

れの役割に従い管理・指導することが重要である。 

 

（１）水泳の事故防止に関する心得 

 水泳は、泳ぎの経験が少ない者によっては不安感や恐怖心を伴う活動

であり、また、水中では呼吸ができないことから一歩誤れば生命を失うこ

とにもなりかねない。このため、児童生徒一人一人が、水の危険か       

ら自己の生命を守るとともに、事故に遭遇したときの対処の仕方等を身に

付けておく必要がある。学習指導要領解説では、水泳の事故防止に関

する心得等について次のように明記している。
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【内容の取扱い】 

小学校 

「水遊び」「浮く・泳ぐ運動」及び「水泳」の指導につい

ては、適切な水泳場の確保が困難な場合にはこれらを

取り扱わないことができるが、これらの心得について

は、必ず取り上げること。 

中学校 

水泳の指導については、適切な水泳場の確保が困難

な場合にはこれを扱わないことができるが、水泳の事

故防止に関する心得については、必ず取り上げるこ

と。また、保健分野の応急手当との関連を図ること。 

高等学校 ｢保健｣ における応急手当の内容と関連を図ること。 
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【指導内容 ２ 態度】 

《水泳の事故防止への心得》 

小学校 

１・２年 
プールサイドは走らないなどの水遊びの心得

を守ること。 

３・４年 
ペアがお互いを確認しながら活動するなどの

浮く・泳ぐ運動の心得を守ること。 

５・６年 
体の調子を確かめてから泳ぐなど水泳の心得

を守ること。 

中学校～ 高等学校 

自己の技能・体力の程度に応じて泳ぐ、長い

潜水は意識障害の危険があるので行わない、

溺れている人を見付けたときの対処としての救

助法を身に付けているなどといった健康・安全

の心得を示している。 
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《健康・安全》 

中学校 

第１･２ 

学年 

気温の低い時期は休息を入れながら活動するなど

体調の変化などに気を配ること、用具の取り扱い方

などの安全に留意すること、自己の技能・体力の程

度に見合った運動量で練習することが大切である

ことを示している。そのため、体調に異常を感じたら

運動を中止すること、用具の扱い方、けがの事例な

どを理解し、取り組めるようにする。 

第３ 

学年 

気温の低い時期は休息を入れながら活動する、自

己の体調や技能・体力の程度に応じて段階的に練

習するなどを通して、健康を維持したり自己や仲間

の安全を保持したりすることを示している。そのた

め、プールや用具に関する取り扱い方、また練習

場所に関する安全や体調に留意して運動するなど

の留意点などを理解し、取り組めるようにする。 

高等学校 

主体的な学習の段階では、体調や環境の変化に

注意を払いながら運動を行うこと、けがを未然に防

ぐために必要に応じて危険の予測をしながら回避

行動をとるなど、自己や仲間の健康を維持したり安

全を保持したりすることを示している。そのため、入

学年次には、プールや用具に関する取り扱い方、

また練習場所に関する安全や体調に留意して運動

するなどの留意点などを、その次の年次以降には、

体調の変化に応じてとるべき行動や、自己の体力

の程度に応じてけがを回避するための適正な運動

量、けがを未然に防ぐための留意点などを理解し、

取り組めるようにする。 

平成 26 年３月「水泳指導の手引（三訂版）」文部科学省より 
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（２）学校における管理組織 

年間を通じた、日常的なプールの管理・指導組織は、学校規模等で変

わってくるが、「プール管理委員会」等により、全教職員が組織的な活動

を進めることが必要である（P.44 参照）。 

 

ア．施設の保健・安全管理 

職員会議等において、管理・指導の要領を検討し、決定すると

ともに教職員全体の理解を図る。また、施設・設備については、

専門家による定期点検、始業前・終業後の日常点検、水質管理

等を徹底し、プール管理日誌等によりその実状を確認する。さら

に、学校医・学校薬剤師等への報告・相談により、次シーズンに

向け改善を図る。 

 

イ．水泳指導の保健・安全管理 

事前の清掃は、学年に応じた分担による作業をすることにより、

大切に使う自覚を高めながら、保健衛生面を含めた水泳への心

構えをつくる。また、授業における水泳指導では、グループ学習・

指導を取り入れながら、安全・自己保全能力・マナーを養うように

する。 
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図-10 プール管理委員会設置の一例 
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（３）遠足・集団宿泊的行事における管理組織 

臨海学校や全体的なプールでの指導の場合、水泳指導の形態、プー

ル・海等の別、参加者数、指導者数等によりいろいろな編成が考えられ

るが、その一例を挙げると図-11 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 組織の一例 
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ア．（本部）実施責任者 

水泳指導の実施に当たり、全体の計画立案、実施の可否等、

全体を統括し安全に実施できるよう配慮する。 

 

イ．連絡調整係 

水泳指導を実施するに当たり、保護者や地域社会との連絡、引

率・移動や生活指導に関する事項等、全体の運営を円滑にする

総務的な役割に当たる。特に、緊急事態に備え、具体的な事柄に

ついて関係機関（病院、警察署、消防署、教育委員会等）への依

頼を行う。特に臨海学校開催の際は、地元観光協会や漁業協同

組合等との連携を図っておく必要がある。 

 

ウ．指導係 

水泳指導の目標と、児童生徒等の能力に応じた指導計画を基

に実際の水泳指導の中心となる。また、事前の泳力テストや個人

カードの活用、能力別班編成等により、安全かつ効率的な指導

を行う。特に、プールにおける指導では、飛び込みにおける頚椎

損傷、海等では、溺水事故に注意を払う必要がある。 

 

エ．監視係 

水泳場全体や児童生徒等の状況を、たえず細かく監視すると

ともに、気温、水温、風向き、波、潮流などの気象の変化にも注

意する。また、海においては、地元監視所との連携を図り、安全
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について万全を期する必要がある。 

 

オ．保健係 

児童生徒等に対する事前の健康診断の実施や、当日の健康

状態を把握し、水泳指導実施可能かどうかを判断する。また、け

がや緊急時の応急手当を担当する場合が多いので、学校医等

の協力を求めることが必要である。 

 

カ．施設用具係 

効率的な指導と安全確保のため、能力別水泳場の区画、脚立、

浮き台、水泳用具、救命具、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）、本部

テントなどの施設・設備を整える。 

 

キ．救護組織  

全体の安全を確保するため、指導者全員・関係機関による救

護体制を組織するとともに、指導者に対する救助法・心肺蘇生法

の研修会の実施や、救命具・監視船等を準備することが必要で

ある。また、大きな事故等が発生した際の対処方法について、事

前に十分な打ち合わせを行い、安全に対し万全を期する必要が

ある。



 

 

 

 

 

 

Ⅲ 水泳の安全管理 
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Ⅲ 水泳の安全管理 

 

１．水泳指導における健康管理 

水泳指導の実施に当たっては、他の陸上での運動と違って、直射日光

をはじめとする気温や水温などが児童生徒等の身体に直接影響する運動

であることに留意し、児童生徒等の身体的な異常によって疾病や事故を

起こすことのないようにしなければならない。そのためには、事前に児童生

徒等の健康状態を調べ、水泳指導の参加が認められない者や注意を要

する者を把握するとともに、指導上の取扱いについて明確にしておくこと

が大切である。 

 

（１）定期健康診断の活用 

現在の定期健康診断は「心臓の疾病及び異常の有無」や「尿の検査」

などの検査項目が含まれ、児童生徒等の健康状態が総合的に把握でき

るようになっているので、その結果を基にして医師（学校医）の判定を行う

とともに、水泳指導の参加が認められない者や注意を要する者にはそれ

ぞれの健康管理について十分指導をしておくことが大切である。 

なお、定期健康診断を実施してから、水泳実施の時期までに期間のあ

る場合は、臨時の健康診断を実施することも考えられる。 
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ア．注意を要する児童生徒等の指導 

学校医の診断に基づいて、水泳指導の参加が認められない者

及び注意を要する者と判定される者としては、次の者が挙げられ

る。 

① 心臓病、腎臓病の者（特に専門医の判断を要する。） 

② 呼吸器疾患の者（気管支炎、肋膜炎、肺結核性疾患など。た

だし、喘息は除く。） 

③ その他、急性中耳炎、急性外耳炎 

④ 病気直後、手術直後の者 

⑤ 過去に意識障害を起こしたことのある者 

⑥ その他、プールを介して他人に感染させる恐れのある疾病に

罹患している者 

これら児童生徒等のうち、治療によって水泳指導までに完治し

てしまう者や条件を付ければ参加できる者もいると思われるので、

健康相談を通して、治療の勧告や水泳指導に参加するときの注意

事項などをそれぞれに応じて指導しておくことが大切である。 

 

イ．学校医による健康相談等の実施 

水泳指導の参加が認められない者は、当然泳ぐことを禁止しな

ければならないが、その場合でも見学するときの注意などを指導

しておくことが必要である。また、注意を要する者は、その病状に

応じた参加の仕方について保護者にも十分な理解と協力を依頼

しておく必要がある。したがって、学校医による健康相談を行った
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り、事前に保健体育担当教諭、養護教諭、学級担当及び保護者

（必要に応じて児童生徒等を含め）で、日常の健康観察の資料

などを参考にしながら、病状に応じた運動の内容や方法及び参

加の心得などについて十分話し合い、共通理解を図っておくこと

が大切である。 

 

ウ．指導者の心得 

注意を要する者への配慮事項は、特に水泳中の健康管理に

注意する必要があるので、指導者が健康相談の結果を十分理解

し、次のようなことに留意することが大切である。 

① 指導担当者を決め、その監督の下に指導する。 

② 指導場所や時間、内容などを決めて指導する。 

③ 当日の健康状態を家庭連絡及び健康観察で確認（参加カー

ドなどを活用）し、指導について配慮する。 

④ 児童生徒等相互による健康観察の方法として、バディーシス

テム（P.61 参照）を活用した観察の仕方についても指導してお

く。 

⑤ これまで女子の月経中の水泳については、禁止する傾向が

強かったが、最近では水泳によって月経に伴う諸症状が悪化

することはないと考えられている。したがって、月経に伴う

個々の症状によって適否を判断し、全面的に禁止するので

はなく、症状によっては積極的に参加するような指導が大切

である。また、月経中の水泳の心得については、事前に、保
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護者、保健体育担当教諭、養護教諭、学級担任及び学校医

等と連携を図りながら指導しておく。 

なお、健康相談等の内容については、プライバシーにかか

わることなので取扱いに十分注意する必要がある。 

 

（２）保健情報の活用 

 水泳の場合、健康管理上注意を必要とするものに対しては、医師によ

る検査、診断によって異常のないことを確かめておく必要がある。その場

合、児童生徒等や保護者、指導者などによる保健情報は、医師による診

断の際の重要な資料となる。したがって、いろいろな角度から児童生徒

等の健康状態について観察することが大切である。 

 

ア．保護者による保健情報の活用 

保護者による保健情報については、問診表や健康カード等によっ

て把握することができる。問診表は、体温、食欲、睡眠、活動状況な

どから健康の状態が分かるように、具体的な調査項目を設定する。 

 

イ．学級担任や教科担任による保健情報の活用 

学級担任や教科担任は、日常的に児童生徒等の健康観察を

行い、健康状態を把握している。健康カードや家庭連絡帳など

で保護者から連絡を受けたり、本人の訴えや周囲の児童生徒等

の指摘又は授業中の様子などにより異常が認められたら、養護

教諭や学校医等と連絡をとり、水泳実施の可否を含め適切な対
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応をする必要がある。 

ウ．養護教諭による保健情報の活用 

保健室は、児童生徒等の健康に関する情報を保管しており、

保健情報も集まってくるので、児童生徒等一人一人の健康の様

子を把握することができる。養護教諭は、水泳を実施するに当た

っての様々な情報を学級担任や水泳指導を担当する教員に知ら

せ、児童生徒等の健康管理を適切に行えるよう共通理解を図る

必要がある。 

その際、プライバシーの保護には十分留意する。 

 

エ．児童生徒等相互による健康観察 

児童生徒等相互による健康観察は、指導が展開されていく過

程はいうまでもなく、事前においても重要な意味をもっている。顔

色、動作など観察しやすい項目を設けておくとよい。 
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２．施設・設備の安全管理 

水泳指導を始める前に、プール本体や附属設備の破損箇所等の点

検を行い、破損箇所は早急に修理するとともに、清掃・消毒を十分に行

い、清潔なプールで安全な指導ができるように準備しておくことが必要で

ある。 

 

（１）シーズン始めの点検・整備について 

ア．プール掃除 

プール掃除を行うときは、給排水について最寄りの消防署、水

道局等に連絡することを忘れないようにする。 

① 使用開始前の１回目の掃除は、コケが生えていたり、水底に

土砂がヘドロ状態に溜まっているので、特に念入りに行う必

要がある。 

・ 土砂の中には、空き缶やガラス瓶の破片など危険な物が

様々に混じっていることがあるので、ゴム長靴や運動靴を履

いたり、軍手をするなど安全に配慮する。 

・ コケなどにより滑りやすくなっているので、転倒などに十分

留意する。 

・ 薬剤を使用するときには、その適切な使用法に留意する。 

・ 排水溝やオーバーフローの溝の落ち葉や泥を見落とさな

いようにする。 

② 鉄製の手すりや排水溝の錆や腐食の状態をよく点検し、必要

に応じて塗装などの補修をする。 
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プールの底に取り付けられている例 
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図-12 プールの排水口 

 

特に、排水口の蓋（鉄製のすのこ）は、簡単に取り外しできな

いように、ネジなどできちんと止めておくとともに、配管の取り

付け口には吸い込み防止金具等を設置する等、二重構造の

安全対策を施すこと（図-12）。 

③ プールサイドなどが滑りやすくならないようにするとともに、障 

害物や突起物を取り除いておく。 

 

イ．プールの周囲の整備 

① プール囲いのコンクリート塀や金網の柵は、外部からの進入

防止や危険防止のため、点検・補修をきちんとしておく。 
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ウ．附帯設備の整備 

① 更衣室や便所は、ほこりなどによる汚れがひどいことが多いの

で、よく掃除をし、乾燥させ気持ちよく使えるようにしておく。

必要に応じて塗装したり、金具などの修理をしたりする。 

② シャワー・洗眼器等の金具の汚れを落としたり、使用できない

ものを取り替えておく。 

③ 出入口やその他の附属施設の鍵の点検をしておく。 

④ 浄化装置がきちんと作動するか点検・整備をするとともに、作

動手順を明示しておく。 

⑤ レーンロープが使用中に切れたり、けがの原因になることのな

いように点検・修理をしておく。 

・ ワイヤーが劣化していないか、端がきちんと止められている

か、ささくれのように針金が出ていないか。 

・ ブイの破損はないか、ブイの数が不足していないか。 

・ フック（ターンバックル）のカバーがそろっているか。 

⑥ 人工蘇生器（AED を含む。）等の応急手当用品を点検するとと

もに、所定の位置を明示しておく。事前に指導者に使い方の

実習をしておくことともに、救助機材を目のつく位置に設置し、

指導者に確認を徹底させる。（P.108 参照） 

⑦ 緊急時の対処方法について、わかりやすい所に掲示しておく。 

  



Ⅲ 水泳の安全管理 59 

（２）プール使用中の点検・整備 

 指導者は、児童生徒等がプールに入ってくる前に浮遊物の除去や水

底の確認、水質や透明度の検査を済ませるとともに、上記に示した事柄

について点検し、必要に応じた処置をしておく。 

 特に、水質の管理については、管理が不十分なため疾病が発生するこ

とのないよう、定期的な水質の検査、浄化装置の適正な運転、消毒など

をきちんと行うとともに、水を汚さない指導を徹底することが大切である。

※詳細については、P.215 参照。 

 

（３）シーズン終了後の施設の点検 

ア．プールの使用期間が終了したら、施設の点検・修理及び用具の

整理・格納など後始末をきちんとしておく。 

・ プール本体及び周囲の点検 

・ シャワーや洗眼器などの金具の取り外し 

・ シャワー室、更衣室、便所などの清掃 

・ コースロープ、ビート板、清掃用具などの格納 

・ 浄化装置及び残った薬品等の始末、特に塩素系の薬品は使

用上の注意に従い始末しておく。 

・ 施設の施錠 

 

イ．施設の修理や備品の購入など予算の必要なものについては、緊急

なもの以外は書類として残し、次年度に引き継げるようにしておく。 

施設・設備の安全点検項目とその方法については P.241 を参照。 
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３.水泳指導における安全管理 

 

（１）事前の留意事項 

ア．水泳指導のねらいや安全に関する学校の対策について、保護者

に連絡し、理解と協力を得る。 

イ．水泳指導の参加が認められない児童生徒等や注意を要する者

への配慮について、検討しておく。 

ウ．実態調査を行い、昨年度までの泳力や水泳に関する意識等を調

べておいて、指導の参考にする。 

エ．特に大切な安全上の注意事項を参加者に指導しておく。 

オ．事故による被害を最小限に食い止めるため、救急対策組織を作

り、対応を指導者全員に徹底しておく。また、救急法の講習を行

い、実技を通して理解を深めておく。 

 

（２）水泳直前の留意事項 

ア．水泳カード等で当日の体温・健康状態等を把握した上で常に顔

色や態度を観察しておき、異常の有無を確かめる。 

イ．用便は済ませているか、爪は切ってあるかを確かめる。 

ウ．児童生徒等の実態や指導のねらいに合わせて、目当て別・能力

別・生活班別等のグループ編成を行い、お互いの体調や安全な

どを確認し合うことを指導する。水泳で一般的に用いられるのが

二人一組のバディーシステムである。お互いの安全を確かめるだ

けでなく、学習効果を高めるための手段にもなる。 
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バディーシステム 

バディーシステムとは、泳者を二人ずつの組に編成して安全の確保

と指導の能率を上げることを主眼とした指導法である。 

・ 二人組になった者はいつも離れずに近くにいて、相互に監視し合

い、助け合って練習し、相手の異常の発見に努めさせる。 

・ 水中、陸上に限らず、二人手をつないで高く挙げさせるなどして人

員点呼を行い、安全を確保する。人員の確認は、必要に応じて行う。 

 

 

 

 

 

 

「バディー！」の掛け声で手を上げさせる。 

 

エ．必ず準備運動を行い、全身の筋肉をほぐし、関節を柔軟にして

おく。また、準備運動の必要性、重要性を児童生徒等に理解さ

せ、自発的に実施できるようにする必要がある。 

オ．シャワーなどで身体の洗浄を行う。アトピー性皮膚炎等の理由で

入水を見合わせたほうがよい児童生徒等もいることを配慮する。 

カ．雷雨、光化学スモッグの予報があるような場合には、中止すること

も考える必要がある。 

キ．紫外線にも留意し、児童生徒等にラッシュガード等を水着の上か
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ら着させるように指導する。（ラッシュガードは、身体に密着するよ

うな水泳専門のものを用意させ、泳ぎの邪魔にならないように注

意する） 

 

（３）水泳中の留意事項 

ア．プールに入る前に、心臓から遠い部位から水を掛けたり浴びたり

させて、水に慣れさせる。入水するときは、プールの縁をしっかり

つかんで静かにゆっくり入水するようにする。 

イ．天候の様子、児童生徒等の発達段階や単元のどの段階の学習

を行っているか等によって、ふさわしい「水慣れ」の動きを考え、指

導する。 

（例） ・ 水温が低いときや学習の初めの段階…水中歩行（ある程 

度運動量のあるもの）、面かぶりばた足等 

 ・ 水温が高いときや学習の進んだ段階…浮き遊び（リラック 

スできるもの）、け伸び等 

ウ．児童生徒等の実態に合わせて、無理のない学習内容を考える。 

エ．児童生徒等の健康状態の変化について注意を払う。 

① ひどく寒がっていないか。 

② 顔色（唇や眼）が悪くないか。 

③ 皮膚全体に鳥肌が立ち、寒気を感じていないかなど。 

オ．練習時間は、学年、能力及び学習内容等のほか、水温、気温、

風力、日照などの気象条件を考慮しながら決定する必要がある。 

特に、低学年や初心者を対象にするときには、１回の入水時間に
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ついて、十分配慮する必要がある。 

カ．休憩時は、疲労の回復に努めさせることが原則であるが、安全の

心得や救助法、学習上の課題について指導することもできる。 

盛夏の暑いときには、タオルで身体を覆わせたり、ラッシュガー

ドの着用、休憩テントの中で待機させるような配慮も必要である。

反対に、気温や水温が低い場合には、衣服を着用させたり、暖を

とるための運動などを取り入れる必要がある。 

キ．ゴーグルを使用する場合は、事前に使用方法を指導しておき、

水泳中は引っ張ったり投げたりしないよう注意する。 

ク．飛び込み（スタート）については、けがや事故が起こらないよう児

童生徒等の実態に合わせて、系統を踏まえて指導する必要がある。

特に、入水角度や入水したあと、指先の向き（下向きにしない）に注

意させる。（授業では、水中からのスタートで指導することになって

いる。） 

ケ．（ノーパニック症候群）水中などで、苦しんだり慌てたりするようなパ

ニック症状を示すことなく、一時的な平衡機能の失調や瞬間的な

呼吸停止、また意識消失等を発症する場合がある。陸上であれば、

倒れ込んだりする動作で判断できたり、また一時的な呼吸停止か

ら徐々に呼吸回復を見込むことができるが、水中ではたとえ背の

立つ場所であったり浮いている状態であっても、顔面が水没して

いるために溺水につながる。溺れるはずのない泳げる人の溺死事

故に多く見られる。 

原因は、誤って鼻から水を吸い込んだために耳管を通って内
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耳に水が侵入し、それによって強いめまいや吐き気を覚えて水没

するケースや、深呼吸を過度に繰り返すこと（ハイパーベンチレ

ーション）による意識消失、また深呼吸後の無理な息こらえなどが

失神につながる。その他にも水を気管内に吸い込むことによるシ

ョックで心臓の抑制反射が起って急速な意識消失が発症したり、

冷水による温度刺激と水圧の作用が血流の異常を発生させるこ

とによるショックなど、様々なケースが考えられる。いずれの場合

にもほぼ瞬間的に発症することから、周囲にも気付かれることなく

そのまま重篤な事態に発展することが多い。したがって泳力があ

るからといっても油断することなく、常に様子を観察することが大

切なことである。 

 

（４）水泳終了直後の留意事項 

ア．人数の点検を直ちに行う。また、グループで体調などに変化がな

いか確かめ合わせるようにする。 

イ．シャワーで全身を洗い、うがいを行わせる。 

 

（５）事後の留意事項 

ア．児童生徒等の体調に変化がないか把握しておくことが大切であ

る。その際の観点としては、以下の事項が考えられる。 

① 動作に活気があるか。 

② ふだんと違う様子はないか。 

③ 顔色（唇や眼）はどうか。 
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④ 注意力が散漫になっていないか。 

⑤ 下痢を起こしていないか。 

⑥ 食欲はあるか。 

イ．場合によっては養護教諭の指導や医師の診断を受けさせる必要

がある。 
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４.水泳場の安全管理 

 

（１）水泳場の構造の把握 

利用上の注意を指導するために、指導者は水泳場の構造を把握して

おく必要がある。特に、水深が急に変わる場所や排水口の位置、スター

ト台と近くの水深との関連、プールフロアを使用しているかなどである。 

 

（２）監視の徹底 

ア．指導者と学習者相互による安全対策のほか、特に夏季休業中の

水泳指導や自由時間の水泳では、監視係を設けることが重要で

ある。 

イ．監視者の位置は、水泳場全体を見渡すことができ、プールの角

部分が死角にならないようにする。監視台などの高い位置からの

ほうがより良いといえる。 

ウ．水面上はもちろんのこと水底にも視線を向けることが必要である。 

エ．水深が急に深くなる場所や人と人が交錯するプールサイド近くは

事故が起きやすいので、特に注意する。 

オ．監視に必要な笛、メガフォン、救助道具などを用意しておく。 

カ．監視の責任者はあくまでも教師等の指導者であるが、何らかの理

由で見学する児童生徒等に補助監視者としての役割を与え、監

視の目を多くすることも考えられる。 

キ．水泳中の衝突を避けるために、レーンごとに泳ぐ方向を指示す

る。 



 

 

 

 

 

 

Ⅳ 水辺活動における事故防止 
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Ⅳ 水辺活動における事故防止 

 

１．水辺活動の位置付け 

 

水辺活動については、昭和 40 年代前半ごろまでは、夏季休業中にお

ける学校行事としての臨海学校等が、各地の海水浴場を中心として盛ん

に実施されていた。そこでは保護者の協力のもとに集団で生活を共にし

ながら、水泳訓練を主体とした学習活動が営まれ、学校を中心とした日

常の環境では触れることのできない多面的な学習成果を上げていた。 

その後、水泳プールの普及をはじめとする多くの社会的環境の急速な

変化に伴い、水泳指導の主体がプールに移行するにつれて、次第にこ

れら水辺での活動は実施されなくなった。今日のプールを主体とした水

泳指導は、指導効果を高めて児童生徒等の各種の泳法の向上に著しく

貢献した。しかしながら、そこで獲得した技能は、あくまでもコントロールさ

れた水域での技能に留まり、波や流れ、また多様に変化する環境に対応

し得る技能には対応できていない。 

さらに、施設の老朽化等が理由となり、学校における水泳の体験機会

の減少も気になるところである。 

水辺活動は、学校教育活動のみならず多くの国民にとって夏のレジャー

の一つである。海岸や河川の水辺活動のみならず、近年では、カヌーや

ダイビング、レジャーボートなどスポーツ・ツーリズムの活動としての広がり

も見せている。 
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その一方、平成 28 年における水難の概況(警察庁生活安全局地域課)

によれば、水難事故の発生状況は、水難者数 1,742 人(死者・行方不明者

数 816 人)であり、子供(中学生以下)の水難者数は、217 人(死者・行方不

明者数 31 人)に上る。特に河川においての重大事故が最も多い状況が見

られる。本来の水域である海・河川・湖沼等の自然環境（水辺）について理

解を深めながら、プールで獲得した水泳技能を基礎として応用的・発展的

に活動を進歩させるとともに、安全の限界について認識する機会を経験

することは、児童生徒等にとってもきわめて重要であると言える。 

平成 29 年に告示された小学校・中学校学習指導要領では、「生きる

力」を育むため「何ができるようになるのか」といった資質・能力の育成な

どを実現するための「カリキュラム・マネージメント」が求められていること

からも、体育の成果を学校行事や家庭・地域の日常生活に実践的に活

用できることが一層求められている。 

そのため、小学校学習指導要領（体育）では、高学年の水泳において、

安全確保につながる運動が示されるとともに、自然との関わり水辺活動

などの指導については，学校や地域実態応じて積極的に行うことに留意

することとされている。特に、夏季休業の期間には、海や河川での水遊

びが家庭や地域で想定されることから、水辺活動を学校教育活動に位

置づける意義は大きい。 

プール（学校）以外での水泳事故防止にまで配慮が行き届いてこそ、

初めて学校における教育の成果が完成するものといえる。 
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２．生涯スポーツとしての将来的な発展 

 

スポーツ基本法(2011)の制定・施行によって、スポーツを通じて幸福で

豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利であることが明文化され、

国民が自主的・自律的に適性・健康状態に応じてスポーツを実施する

「生涯スポーツ」の推進が一層求められることとなった。 

この理念を実現するため、スポーツ基本計画(2012)、スポーツ庁設置

(2015)、第二次スポーツ基本計画(2016)と生涯スポーツ社会の実現に向

けた取り組みが様々な形で推進されている。 

その一つに、スポーツ・ツーリズムが挙げられる。スポーツ・ツーリズムと

は、「スポーツの参加や観戦を目的として地域を訪れたり、地域資源とス

ポーツを融合した観光を楽しむツーリズムスタイル(スポーツ庁)」としてお

り、経済的な視点からも「するスポーツ、みるスポーツ、ささえるスポーツ」

の拡大を目指している。 

レジャー白書 2017 によれば、2016 年度の国内で最も親しまれている

余暇活動は、国内観光旅行(推定 5330 万人)とされているが、アウトドアス

ポーツ推進宣言(スポーツ庁,2017)等を通して、旅行とスポーツの融合に

よるアウトドア人口の増加を目指した施策も見られるようになった。これら

の振興によって、シュノーケリング、スキューバダイビング、レジャーボート、

カヌー等の体験的な参加が今後も拡大するものと想定される。 

 同白書のスポーツ部門の参加人口(2016 年)で見ると、プールでの水泳

に親しむ人口は、推定 1020 万人(４位)であり、釣り推定 690 万人(９位)な

どが見られるが、国内の海水浴客数は、1985 年の約 3790 万人から 2015
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年に約 760 万人と約５分の１に減少するなど、レジャーの多様化が進ん

でいる。 

警察庁による水難事故発生件数の統計によれば、図-13 に示すように、

その発生件数及び死者・行方不明者の数は年々減少傾向にあると言える。

このことは水難事故に対する意識の啓発、水辺環境の整備、救助・救急

体制の確立といった各方面での努力による成果の現れであると言える。 

これら水難事故の内容について整理すると、児童生徒等のプールに

おける水泳中の事故は発生数の全体に対してその割合も小さく、次第に

減少の傾向をたどっている。その代わりに就学期を過ぎた青年や成人に

よるプール以外（海・河川・湖沼等）での事故は依然多くみられる。このこ

とは、学校における水泳教育と安全管理に対する努力が効果を上げて

いることを示すと同時に、一方では各種のマリンスポーツをはじめとした

水辺における多様な活動が積極的に展開されるようになったことと、そこ

における安全管理の体制が十分とは言えないことを物語っている。各種

の水辺活動の中から自らが選択した水辺スポーツを、生涯にわたって楽

しく実践する上でも役立つような知識と態度の形成にまで視野を広げた

水泳教育が望まれる。 

 

 

  

 

 

図-13 水による事故の推移（「警察白書」警察庁） 
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３．水辺活動の特性 

 

海、川、湖（野外）での水泳をはじめ、釣り、ヨット、ボート、カヌー、サー

フィン、ダイビングなどの活動に対して多くの人々が高い興味を示し、生

涯にわたって親しんでいこうとしている。それらに共通していることは、整

備され管理されたプールではなく、自然環境を背景とした変化に富む水

の場面とのかかわりを有しており、常に水による事故の観点からは潜在

的な危険性を伴っているということである。プールを主体とした水泳指導

で身に付けた基礎・基本をカリキュラム・マネージメントの視点からの応用

的・実践的に広げる学習機会を充実し、危機回避力・対応力の育成につ

なげられるよう、以下に、水辺活動実施上の留意点について述べる。 

 

（１）自然の特性についての理解 

 

 

 

 

 

 

 

ア．浮力体の装着 

イ．潜水をしない 

ウ．バディでの活動などの注意喚起が重要 
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活動場面となる場所の地理・地形の把握をはじめ、気温、水温など天

候・気象についての認識、特に水域に関しては流れや深み・波・潮汐
ちょうせき

な

どの原理と具体的な危機回避の方法の往還を図ることで、学校での体験

が学校外でも応用できるよう指導したい。また、水における危険な生物を

はじめ、動植物についても広く理解を深め、安全な活動の展開に役立て

るとともに自然についての理解を促す機会としたい。 

 

（２）計画的な展開と組織的行動の徹底 

校外での学習では、事前活動において、自然や活動の理解、安全確

保のための泳法の習得、実際の場面においては、常に徹底した人員の

掌握が最優先事項となるが、それを実現するためにはバディー（P.63 参

照）を基本とした組織的な体制が組まれている必要がある。また、事後活

動において、学校外での自然活動の際に向けた振り返りなどの一連のＰ

ＤＣＡサイクルの学習を計画したい。また、指導者には、自然災害時の対

応(クライシス・マネージメント)についても十分な準備が求められる。 

 

（３）用具・道具についての正しい理解 

海水浴における浮き輪をはじめ、各種のマリンスポーツにおいては何ら

かの用具・道具が使用されることが多く、今日ではレンタルなどにより容易

に触れることができる。しかし、それらのほとんどは、各々に使い方の上に

おいて特殊な知識や配慮が必要であり、使用法の未熟・不適切による事

故も多く発生している現状についても理解を促すことも大切である。 
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（４）体調や自己能力の把握 

健康状態の把握とともに、自己の泳力・体力・行動能力について日常

的に把握し、的確に認識する習慣づけを形成することが大切である。こ

のことにより、過信や雰囲気に飲まれて軽率な行動をとったり、無理・無

謀な挑戦を行ったりすることによる事故を避け、レベルに応じた活動内容

を楽しむことができる。また、これらのことは決して個人に対して必要なだ

けでなく、組織や団体においても常にそのレベルや能力を適正に把握し

判断することが重要である。 

 

（５）緊急事態への対処 

野外での活動は、とかく生活圏を離れた、いわゆる不便な場所で展開さ

れることも多い。このことは緊急事態が発生した場合においても救助や捜

索などに関する関係機関等の援助を容易に受けられないことを意味して

いる。すなわち当事者としての自己努力のレベルで対処できる範囲と、緊

急援助を必要とする段階をあらかじめ明確に認識し、緊急場面において

は速やかに援助を要請できる体制を施しておくことが重要なことである。 

事故は、人的要因と環境要因により生じることから、事前、直後、事後

によるマトリックス対応表などの作成などを通して、あらゆる可能性を検討

しておくことが大切である。 

 

（６）その他の留意点 

日常の生活環境を離れて活動することが多くなるため、基本的な健康

管理はもとより、特に食事と睡眠に配慮し、状況を見て適宜に休憩を取る
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ことが大切である。また、活動場面においては、過度の日焼けに注意す

るとともに、熱中症には特に留意し、予防のためにも自由に水分補給が

できるよう準備したほうがよい。従来、海岸では裸足、素肌で活動すること

が多かったが、活動の場や種類に応じたシューズや簡単な衣服を身に

付けて活動するようにしたい。 

低い水温に急激に触れることで、筋肉のけいれんが起こることも予想さ

れるので、準備運動等も忘れないように行うことを心掛けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備運動を忘れないように 

  



Ⅳ 水辺活動における事故防止 77 

４．水辺での安全対策 

水による事故は、場所別にみると、特に、海、河川、湖沼池、用水路に

おいて多発しており、その比率は全体の 90％近くを示している。特に、児

童生徒等の水辺事故は河川で多く起こっている。したがって、こうした水

辺においては、それぞれの活動に適した場所の選定を行うとともに、水辺

での安全管理と児童生徒等への安全指導を徹底しなければならない。  

ここでは特にプール以外の場所で水泳を行う場合に関して、その留意

事項について述べる。 

 

（１）水泳に適した場所の選定 

 水泳に適した場所の選定には、海、河川、湖沼池等によって多少の条

件が異なるが、いずれの場合においても地形、水の状態、活動環境の面

から検討をすることが必要である。 

ア．地形 

水底は、砂地で平
へい

坦
たん

な遠浅がよい。河口や水門、取水口、橋脚

付近は、水の流れや水深が変則的であるため、そこから離れてい

る場所がよい。また、水泳場付近に適当な日陰や休憩地があるこ

とが望ましい。 

 

イ．水の状態 

水深は、腰から胸の深さがよい。水質は、汚物や有害物質が流

入していない透明な水でなくてはならない。また、水の流れが弱く

波の小さい場所で、水温が 23℃以上あることが望まれる。 
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ウ．活動環境  

水中に危険な生物が生息していない場所、活動目的に応じた

施設や用具が整っている場所、医療機関や警察等への連絡が

容易にでき、衛生的で風紀の乱れていない地域が望ましい。 

なお、実施計画を立てるときには、必ず事前に十分な実地調査

を行い、気象条件によって水辺の活動条件が様々に変化するこ

とも考慮し、対策を講じておかなければならない。また海水浴場

等の設定がなされている場所においては、その管理者と十分な

事前打ち合わせをすることが大切である。 

 

（２）水辺での安全管理と安全指導 

 

ア．水辺での安全管理 

① 危険と思われる区域には、関係機関と連携して禁止区域等

の標識や柵を設けたり、危険を知らせる情報板を設置する。 

② 雨後の河川や湖沼池では、濁流が生じたり増水するので、水

泳や水辺での活動は避ける。また、上流にダムがあれば放水

情報を正確に把握しておく。 

③ 河川や湖沼池の水温は比較的低いため、ハイキング等の活

動直後や発汗の激しいときは水に入れない。 

④ 指導者や監視者のいないところや、水泳場として指定されて

いないところでは泳がせない。 
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⑤ 案内放送には耳を傾け、掲示板には必ず目を通すように徹

底しておく。 

⑥ 天候状態や気象状況は、常に最新情報を把握させておく。 

 

イ．水辺における安全指導 

① 海 

海では、波、離岸流、逆潜流について理解させ、そうした状況

に遭遇しないことや、遭遇した場合の対処の仕方を知らせる。  

波は、大きさや押し寄

せてくる頻度が不規則な

とき、三角波が立ってい

るとき、さらに沖合で白波

が見えるときは泳がない

よう指導する。 

離岸流は、海岸に沿っ

て流れる潮流が左右か

ら合流し、沖に向かって流れ出したものである。離岸流は周り

と違って濁って見えたり、白い泡やゴミが沖へ流されたりする。

流れの幅は約10m、速さが約２m／秒にも及ぶため、遭遇した

場合は瞬時にして沖に流されてしまう。その場合、岸と平行

（左右方向）に 10m 程泳いで流れから逃れることを教える（図

-14）。 

 

図-14   離岸流への対処の仕方 
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逆潜流は、岸に押し寄せた波が引いていくときに水底を沖

に向けて流れ出すものである。波が大きい程、強い逆潜流が

生じる。腰の深さに立っていても、沖からの波に腰や背中を

押されるとともに逆潜流に下半身をすくわれて転倒することが

ある。海への出入りには波に注意するよう指導し、波が来たと

きには両脚を開いて体を半身にしてやり過ごすよう指示する

（図-15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 河川 

河川では、流れ、渦、水中障害物、変則的水深、崩落しそ

うな土手等に注意する。水に流されたら、流れに逆らわず、

下流に足先を向けて流されながら岸に近づくよう指示する。ま

た、取
し ゅ

水
すい

堰
ぜき

付近など河川工作物が関連する堰
えん

堤
てい

におけるリ

サーキュレーション(循環する渦状の流れ)などの複雑な流れ

による事故が多くみられる。 

図-15   逆潜流への対処の仕方 
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河川での事故は、遊泳や川遊びにより、７・８月に集中して

いる。活動場所が晴天でも上流での短期的な豪雨などによっ

て、急な増水に見舞われるケースでは、水位が30分で子供の

身長を越える高さの濁流となるなどにも見られるように、特に

中洲は増水時には、戻れなくなることもあるので、川岸に速や

かに移動するようにする。 

河川での水難事故予防策として、遊泳や飛び込みなどの

禁止や危険を伝える看板の確認、活動場所の増水の事例の

把握、活動前の天気予報の確認、活動時の天候の変化への

留意等が重要である。また、川遊びの際の服装は、帽子の着

用、水にぬれても動きやすい服装、ライフジャケットの着用を

心掛けたい。（公財）河川財団発信の全国の水難事故マップ

等、ホームページ等の情報を活用して学習を進めておくこと

も大切である。 

  



Ⅳ 水辺活動における事故防止 82 

③ 湖沼池 

湖沼池は、一般的には静かで平らな水面であるため危険

への緊張感を緩めてしまうが、風の強い日は危険な波が生じ

たり、水温が著しく低下して活動条件を悪化させる。また、河

川の水が流れ込んでいる付近は、土手が軟らかくて出っ張り

状態になり、崩落の危険があるので不用意に近づかないよう

指導する。 

また、湧き水のある場合では、極端に水温が低下するので、

場所の選択に留意する。 

 

 

 

 

 

 

  
集合は素早く！ 
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５．安全確保につながる運動及び着衣での水泳指導 

 

 水から自己の生命を守ることは、水泳指導の大きなねらいの一つであ

る。実際に報告されている水の事故の多くは、海・川・湖などの自然環境

において、何らかの衣服を身に付けたままの状態で発生していることが

多い。 

 小学校における安全確保につながる運動及び着衣での水泳指導を行

うことの目的は、日常的に起こり得る水による事故を未然に防ぐため、水

泳の泳法を安全に活用する能力を向上させるとともに、水着着用をはじ

めとする水泳に適した状態での泳ぎとは異なった“泳ぎにくさ”について

実際に体験し、そこから不慮の事故に遭遇した場合の落ち着いた対応

の仕方を学ばせることにある。 

 

〇小学校水泳領域における安全確保につながる運動 

 2017年の学習指導要領では、これまでの着衣での水泳指導に加えて、

安全確保につながる運動が示された。 

 着衣での水泳指導を実施する場合、泳法との関連を踏まえて、高学年

での指導の充実を図りたい。 
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高学年から中学校への技能（泳法）の系統表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇着衣での水泳指導 

各学校における諸条件が許せば、プール又は他の水辺において児童

生徒等に着衣したままでの水泳を体験させることは、事故防止の観点か

ら有意義なことといえる。 

なお実施上の留意点としては、以下の点を挙げることができる。 

（１）服装は、多様なケースを想定して各種の清潔な衣服を用い体験する

ことが望ましいが、各学校での実状に即した方法をとることがよい。 

（２）各学校での、プールの管理状況に応じた時期の選定や、学区の実

状に応じた方法の検討を行うことが望ましい。 
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（３）水泳としての泳法にこだわることなく、水の抵抗や重さを感じることに

より、着衣状態による水中での行動の制限について理解させるように

する。 

（４）水中における着衣状態での基本は、慌てて無駄な動きをせずに、静

かに上向きになって浮くことをまず習得させる。 

（５）泳ぐ場合の泳ぎ方としては、平泳ぎ、横泳ぎ、エレメンタリーバックスト

ローク（P.86 参照）等の方法で、ゆっくりとした動作で泳ぐことが効果

的であることを理解させる。 

（６）多くの場合、着衣状態では水中で余分の浮力を受けることとなり、そ

の浮力を利用していかに浮遊状態を持続するかといった工夫に観点

を持たせるようにすることが望ましい。 

（７）衣服の素材と形状によって得られる浮力の大きさに大きな違いがあ

ること。また着衣の状態の方が、保温上効果があることについても認

識させることが望ましい。 

（８）ライフジャケットの着用時とそうでないときの救難の違いについて体

験させ、野外における有用性を体験させることも必要性の理解に効

果的である。 

（９）プールでは、還流による脱出の難しさが体験しづらいため、準備運

動等で還流をつくり、流れに逆らわない脱出法などについても体験さ

せておくことも効果的である。 
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エレメンタリーバックストローク   

エレメンタリーバックストロークとは、背泳ぎの初習段階で用いられる

泳ぎ方のことである。腕は左右同時に水をかいて水中を元の位置に、

脚はかえる足の要領で水を蹴り挟んで元の位置に戻し、腕と脚で同時

に水を押して水中を進む。ライフセービングが発達している諸外国では、

ライフセービングバックストローク（サバイバルバックストロークとレスキュ

ーバックストロークから構成されている。）と名付け、水泳の一つの学習

課題として位置づけられている。 

利点：初心者にも習得が容易。いつでも呼吸ができる。疲れにくく長く

泳げる。周囲がよく見え必要に応じて頭部や手を持ち上げ助け

等を求めることができる。 

欠点：進行方向が見えにくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図-16 エレメンタリーバックストローク 
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６．サバイバルとライフセービング 

 

サバイバルとは、究極の危機場面においても自己の生命の安全を確

保することであり、ライフセービングとは、生命の危険な状態から人を救う

ことである。水辺活動の実施に際しては、これらの知識や技術を身に付

けておくことは大変重要なことであり、学習内容としてプログラムに位置付

けすることが望ましい。 

 

（１）サバイバル泳 

サバイバル泳では、エネルギーの消耗と体温の損失を抑えるため、浮

いて待つことが基本となる。そのため、周りに浮いている物があればそれ

につかまり、周囲の音が聞きとれるように、両耳を水面上に出して浮くこと

が大切である。冷水下では、体温の低下を防ぐために、衣服や靴は着た

ままで両腕・両脚をエビ型に縮め、頭部を水面上に出して浮くように指導

する（図-17）。 

  

図-17 浮漂姿勢 
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また、大きな声や動作で人の助けを求めることも必要であり、指導の際

には浮いた状態で自分の名前や住所等を大きな声で言わせてみたり、

はっきりとした動作で必要な合図をさせるようにする（図-18・19）。 

水に落ちた地点が５～10m 程度であれば、泳いで元の位置に戻るよう

に指導し、その際、平泳ぎ、横泳ぎ、エレメンタリーバックストロークのい

ずれか楽に泳げる泳ぎ方を用いるよう指示する。平泳ぎや横泳ぎができ

両手が使える場合 

図-19 A 救助信号 図-19 B OK 信号 

片手だけが使える場合 

図-18 A 救助信号 図-18 B OK 信号 
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ない者でも、エレメンタリーバックストロークは容易にできるので、初心者

にも是非身に付けさせたい水泳技術の一つである。 

 

（２）サバイバル技術 

水辺活動では、水泳の他にも各種の活動を体験することが多い。その

ような場合にも、活動によっては必ずライフジャケットの着用を徹底すると

ともに、緊急場面での対処の仕方をあらかじめ学習しておくことが大切で

ある。 

また各種の体験を通して自然のエネルギーや安全の限界について理

解し、自ら危機場面を予防する能力を身に付けるようにしたい。 

 

ア．足がけいれんした場合 

泳いでいたり足ヒレを付

けて活動している場合に

足のふくらはぎにけいれ

んを起こす場合がある。そ

れが水中であっても決し

て慌てず、浮いた姿勢を

とりながらけいれんした筋

肉部分を伸展させるように

脚を伸ばし、まず、けいれ

んの症状を回復させてか

ら後にゆっくりとした動作で次の処置を行う（図-20）。  

図-20 けいれんの対処 
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イ．ボートや小舟でのこぎ手の交

代時の注意 

この時にバランスを崩して転

覆し、溺れるケースが少なから

ず発生している。サバイバル技

術の一環として、姿勢を低くす

るなど、舟を安定させながら行

う交代方法をあらかじめ練習し

ておきたい。（図-21） 

 

ウ．転覆時の対処 

ボートや小舟に乗っていて転覆した場合、ボートから離れて

泳ぎ出すことはせず、舟が回復できる状態にあれば、中に入っ

た水を十分に排出する。舟が回復できない状態であれば、舟に

バランス良くつかまったまま水中に浮いて救助を待つ。（図-22） 

 

エ．パニックへの対処 

不安が増大し、極端に慌てた行動を自らがとることによって起こ

る事故もある。そしてこの行動が最も恐ろしいのは、連鎖反応によ

り集団全体に急速に広がることにある。 

・ パニックを感じたら、とりあえず行っている行動を中断する。 

・ 大きな深呼吸をゆっくりと２～３度繰り返す。 

・ 不安を感じている原因は何かを考えて自ら落ち着くように努める。 

図-21 こぎ手の交代 

図-22 転覆時の対処 
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オ．波への対処 

波を危険なものとしてとらえ、それを回避するだけでは本質的

な理解とはならない。程度に応じた波を利用し、そのエネルギー

や特性について体験を通して理解してこそ波の危険性について

把握できるものといえよう。このようなときに、ボディーボードやボ

ディーサーフィンの活動は効果的な学習材料となる。 

 

カ．ライフジャケットの着用 

海や川での水遊びだけでなく、魚とりや釣り、水上バイクやヨッ

ト、カヌーといったすべての水辺での活動をするにあたり、十分な

浮力、十分な保温能力、衝撃からの保護の視点からライフジャケ

ットの着用は必須であるといえる。 

また、ライフジャケットには様々な種類があるが、付属のひもを

結ぶ、バックルを締め付ける、ストラップを通すなどをして、しっか

りと体にフィットさせることが大切である。 

・ ＨＥＬＰ（Heat Escape Lessening Posture） 

膝を曲げ、あごを引き、両脇をしめて小さくなり、体温を奪わ

れないようにする。 

・ ハドルポジション 

複数の人数で、互いの肩や腰をつかまりながらサークル状に

なり、ＨＥＬＰの姿勢のまま、励ましあうなどして寄り集まる。 
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ライフジャケットを着用していない人がいる場合は、間に交互

に挟み、肩を上に組む。一人でいるよりも体温が奪われにくく、

遭難した時など発見されやすい。 

 

（３）ライフセービング 

 水泳活動が盛んなヨーロッパ諸国、アメリカ合衆国、あるいはオーストラ

リアでは、安全で楽しい水辺活動のためにライフセービングが早い時期

より認識され、ボランティア活動の一つとして取り組まれてきた。今日では、

専門職としてのライフガードに加え、ボランティアとしてのライフセーバー

の役割が豊かな生活を築く上で欠かせない重要な役割を果たしている。

日本においても、近年、極めて重要視されるようになり、数多くの人々が

海水浴場等でボランティアとしてライフセービングの役割を担っている。

資格を持ったライフセーバーが活躍している。そこでは、人命救助はもち

ろん、事故を未然に防ぐ活動、環境整備、青少年の育成等においても大

きな支援を施している。 

 ライフセービングは、児童生徒等にとっても容易にできるような、物を使

って助ける方法が基本である。児童生徒等には、陸上から物を差し出す

方法、陸上から物を投げ入れる方法、浅瀬から物を差し出す方法につい

て指導する。 
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７．自己管理と自己責任 

 

 欧米のプールやビーチでは、よく「No Guard! Swim at your own Risk」

（ライフガードは付いていません。あなた自身の責任のもとに泳いで下さ

い！）といった立て札を見かけるが、我が国ではまず見かけることはない。

青年・成人の事故の中には、海水浴における指定区域外での遊泳や、

飲酒による事故の数が目立っている。 

 指導者により、常に誰かが安全を確保してくれている体制の中での活

動が普通の状態であると考えることは、いかにスポーツ実践において自

立していないかを表わしているものである。 

 各自の健康状態をはじめ、学習したことを基盤として自分自身の能力

を適確に把握した上での行動、また、活動場面に即した環境への配慮

やルール・マナーの遵守等、たとえ指導者や管理者がいない場合にお

いても自主的に安全を確保し、進んでスポーツを実践する態度の育成に

心掛けたい。 

 不確定な要素を多分に有する自然環境は、魅力あふれる学習場面と

なり、それなりに多様な成果をもたらしてくれる。水による事故につながる

ような危険要素についても自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解

決する能力を育てる上において、水辺をはじめとする野外での活動が効

果的な働きかけを及ぼす機会としたい。 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅴ 救助方法と応急手当 
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Ⅴ 救助方法と応急手当 

 

１．水辺の事故について 

 水難事故の件数について、死者・行方不明者の行為別では次のように

なっている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 なかでも注目すべき点は、溺れた人の救助に向かい、自身も溺水して

しまう「水難救助活動」の事故が、悲しいことに毎年発生している。この章

では溺水事故に遭遇した場合についての知識と技術を理解し、身に付

けてほしい。 

  

「平成 28 年における水難の概況」（警察庁） 
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２．救助とは 

 

 救助にあたる者の原則として、安全、確実、迅速が求められる。 

＜安全＞ 

 救助は救助者に危険が伴う行動のため、救助者自身が冷静に安全に

行わなければ二重事故につながる恐れがある。救助者自身が生命を失

うことはあってはならない。 

＜確実＞ 

 救助しに動き始めたら最後まで確実にやり遂げなければならない。 

＜迅速＞ 

 水辺の事故では意識障害や呼吸停止などの重篤な事故になることが

多い。一刻も早く救命処置を施す必要がある。 
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３．救助の実際 

 救助を行う際は、救助に向かう人にもリスクがある。二重事故を起こさな

いためにも、救助する方法を理解し、訓練を積む必要がある。 

 

（１）水に入らず救助する方法 

陸上から指示の言葉かけだけで救助する方法 

ア．声かけ 

イ．棒などを差し出す 

棒、ロープ、デッキブラシの柄など、救助者の手から離れずに

溺水者に届く物で救助する方法。ただし、救助者は地面に這うな

ど、水中に引き込まれないようにすることが大切である。 

ウ．浮かせるものを投げる   

リングブイ、ペットボトル、つかまっても浮力が確保される物を投

げて浮かせる。 

 

（２）水に入って救助する方法 

救助者が水に入って救助する場合は、陸上にある固定されたものに捕

まった状態で手や足又は棒などを伸ばす、手をつないでヒューマン・チェ

ーンで救助する方法がある。また、ボートや舟、サーフボードなど漕いで

救助に向かう方法があるが、二重事故につながるリスクがあることを注意

すべきである。 
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（３）水中からプールサイドへ引き上げる方法 

溺水者を確保し、速やかにプールサイドへ移動させる。自力でプール

サイドへ上がれないときは、以下の手順を参考にする。 

【救助者が一人の場合】 

ア．サポートポジション（図-23）の状態で、救助者の片方の手で溺水

者の両手首を確保し、水中に沈めないようにしながら、救助者は

プールサイドへ上がる。 

 

 

 

 

 

 

 

溺者の手首を握り、勢いよく引き上げ、プールサイドへ腰かけて

から寝かせるようにする。（図-24） 

 

  

図-24 

図-23 
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イ．溺水者を仰向けに抱きかかえ、そのままプールサイドに引き上げ 

る。（図-25） 

 

  

 

 

 

 

【救助者が複数の場合】  

ア．サポートポジションで確保し、上げる際は腰を持ち上げる人、陸

上から溺水者の手首を持ち、上半身を引き上げる人を分担して

行う。（図-26） 

 

 

 

 

 

 

イ．複数で同じ方向から仰向けに抱きかかえ、プールサイドに引き上

げる。 （図-27） 

 

 

 

図-25 

図-26 

図-27 
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４．救助に使用する器材 

 

（１）リングブイ 

 環状の救命ブイで、合成樹脂な

ど硬い浮力素材でできている。リ

ングブイの周囲にはロープが付い

ており、つかむところが多くなって

いる。 

 

（２）レスキューチューブ  

 ウレタン素材でできており、柔ら

かく浮力のある救助器材である。

泳いで救助に向かう際は伸ばし

て縦の棒状で使用し、溺水者に

捕まらせ落ち着かせるようなときは

横の棒状で使用する。また、溺水

者を移動させる際はレスキューチ

ューブを溺水者の脇の下から上

半身に巻き付けるようにして環状

で使用する（図-29）。 

 

  

図-29 

図-28 
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（３）その他 

 いち早く救助に向かう際に使

用するフィン（足ひれ）や頚椎・

頚髄損傷が疑われるようなとき

に使用するバックボード（スパイ

ンボード）は有効である。また、

水には入らず、物を投げて救助する際にペットボトルやランドセル、クー

ラーボックスなども救助器材として使用することがある。 

 

  

図-30 
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５．救助者の安全 

 

 救助者は二次災害を起こしてはならない。溺水者に近づく際、又は抱

きつかれたようなときは以下の手順で行う。 

 

（１）距離 

 溺水者に接近した際、救助者に対して抱きつくことによって、救助者と

共に二重事故を起こす可能性がある。それを防ぐために、溺水者の少し

手前で距離を取り、溺水者を観察する。もし抱きつこうと接近してきた場

合は、溺水者から逃げるように離れるか、手でブロックして溺水者を落ち

着かせることが大切である。 

 

（２）離脱 

 もし、溺水者が救助者に抱きつき、救助者が水中に沈められ、救助者

自身も溺れそうになった場合は、救助者が水中に潜り、溺水者の腕をつ

かみあげるようにして溺水者から離れてから確保し、溺水者を落ち着か

せることが大切である。 
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６．心肺蘇生法 

 

（１）ガイドライン 2015 

 国際蘇生連絡協議会（ILCOR）が「心肺蘇生に関わる科学的根拠と治

療勧告のコンセンサス（CoSTR）」を更新した。これを受けて、日本では日

本蘇生協議会（JRC）がこれらをもとに「JRC 蘇生ガイドライン2015」を発表

し、質の高い心肺蘇生法の重要性が強調されている。 

溺水時による心停止などでは、胸骨圧迫と人工呼吸を組み合わせた心

肺蘇生が強く望まれる。 

 

 

 

 

 

図-31 救急蘇生の連鎖 

 

（２）心肺蘇生法の手順 

ア．反応（意識）の確認と応援の要請 

声をかけながら肩を軽くたたき、反応（意識）のない事故者を発

見したら、大声で周囲の人に助けを求め、119 番への通報と AED

（自動体外式除細動器）を持ってくるように依頼する。 

イ．呼吸の確認 

呼吸をしているかどうかを目視にて確認する。溺水者の胸が上
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下しているかの確認には 10秒以上かけない。“普段どおりの呼吸”

でなければ呼吸停止とみなし、すぐに胸骨圧迫を開始する。 

 “死戦期呼吸（あえぎ呼吸）”はあごをしゃくりあげるような動作

であったり、通常の呼吸音とは違う音がする。これは有効な呼吸

ではなく、呼吸していないと判断する。 

また、呼吸しているか、していないか判断に迷った場合は、“普

段どおりの呼吸なし”と判断してよい。 

ウ．胸骨圧迫 

胸骨圧迫は「強く」「速く」

「絶え間なく」確実に行う。 

胸骨の下半分（胸の真ん

中が目安）に片方の手のひ

ら基部（手首に近い部分）を

あて、もう片方の手を重ね

て組む。 

垂直に体重が加わるように腕を真っすぐ伸ばし、組んだ手の真

上に肩がくるような姿勢にする。（図-32） 

１分間に100～120 回のリズムで、約５㎝の深さで圧迫し、６㎝を

超えないようにする。 

一人で圧迫を続けていると力が弱まってくるため、熟練してい

ない人は、５サイクル（２分間）終えたら交代することが望ましい。 

胸骨圧迫で圧迫した手は胸骨につけたまま、心臓に血液が戻

るために胸の高さが完全に戻るように手の力を抜くことが大切で

図-32 
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ある。 

乳児・小児の場合も１分間に 100～120 回の速さで圧迫を行う。

小児は体の大きさにより、両手・片手のいずれか、乳児は指２本

で圧迫を行う。圧迫の深さは胸の厚みの１／３程度沈む程度であ

る。圧迫した胸骨が完全にもとの高さに戻るよう手の力を抜くのは

成人と同じである。 

エ．人工呼吸（人工呼吸の技術と意思があれば） 

気道確保は、頭部後屈・あご先挙上法（図-33）で行う。頚椎損

傷がある場合は下顎挙上法（図-34）で気道確保を行う。 

 

     

人工呼吸で息を吹き込む際は溺水者の胸が上がる程度の量を

約１秒で吹き込む。吹き込む量が多いと胃に空気が吹き込まれ、

胃内容物の逆流による誤えん性肺炎を起こす危険も伴っている。 

人工呼吸で胸が上がらないときは、気道確保をしっかりと実施

する。うまくいってもいかなくても２回実施とし、胸骨圧迫の中断を

短くする。 

口対口人工呼吸において、可能であれば感染防護具を使用す

図

-30 

図-33 図-34 
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る。 

オ．心肺蘇生 

胸骨圧迫 30 回と人工呼吸２回の組み合わせを行う。５サイクル

ごとに呼吸の確認を行う。 

カ．ＡＥＤ（自動体外式除細動器） 

心停止の状態では、１）まったく心拍がない、２）心室細動、３）

その他の異常な心電図で心臓が収縮していない、の３通りのい

ずれかが発生している。 

ＡＥＤが到着したら、すぐにＡＥＤの電源を入れる。１秒でも早くＡ

ＥＤによる除細動が実施できれば、救命の可能性は高くなる。ＡＥ

Ｄは音声による指示に従って操作すればよいようになっている。 

 パッドを貼る際の注意点は、①パッドを皮膚と密着させる。②

胸が水でぬれている場合は拭き取る。③湿布など貼付薬がある

場合ははがして拭き取る。④心臓ペースメーカーが埋め込まれて

いる場合は、その膨らみを避けることである。 

 パッドを貼る位置は、右鎖骨のすぐ下と左の側胸部の乳房の

やや下側である（図-35）。 

 

 

 

 

 

図-35 
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パッドを貼ると心電図解析が始まる。このとき、溺水者から離れ

るよう指示が出る。心電図解析の結果、電気ショックが必要とわか

ったら、「ショックの適応です、ボタンを押してください」などと音声

による指示が出る。除細動とは溺水者に 200～300 ジュールの高

い電流を流すので溺水者から離れ、触れないようにする。 

除細動を１回行った後、直ちに胸骨圧迫を再開して、心肺蘇生

を５サイクル（２分間）繰り返す。その後、再び心電図解析を行い、

除細動の適応の指示が出れば、２回目の除細動を行う。 

意識や呼吸が回復しても、再び心停止に陥る可能があるので、

ＡＥＤのパッドは胸に貼ったままにする。 

乳児・小児（１歳からおよそ６歳）にも、成人と同じようにＡＥＤを

実施してよい。小児用モードに切り替える、又は小児用のキーを

差し込むか小児用パッドを貼る。小児用パッドが手元になければ

成人用パッドで代用する。成人用のパッドは小児の胸には大きい

のでパッド同士が重ならないように貼る。 

キ．回復体位 

呼吸はあるが意識がなければ、図-36 のような回復体位（半
はん

側
そ く

臥
が

位
い

にして、顎を伸展して舌根の落込みを防ぐ）をとって観察す

る。呼吸も意識もあるときは本人の楽な姿勢を取らせ観察する。 

 

 

 

図-36 
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図-34 

平成 26 年度文部科学省委託事業スポーツ事故防止対策推進事業 

「スポーツ事故防止ハンドブック」より 

※JSC ホームページ学校安全 Web よりダウンロード可 

図-37 
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（３）溺水における心肺蘇生法 

溺水者を発見したら、水面で意識の有無、呼びかけへの反応を確認し、

すばやく陸上に引き、速やかに安全な場所に移動する。 

陸地に移動後の手順は（２）と同じだが、溺水での特徴が加えられる。

溺水者の蘇生中に胃内容物の逆流を起こすことがある。胃内容物の逆

流が起こったら、溺水者の体を横に向けて口
こ う

腔
く う

内の内容物が流れ出や

すし、口腔内の吸引や清掃を十分に行う。 

 

（４）溺水現場での対策 

溺水者を発見したらすぐに救助するのが最も大切である。事故現場に

よってはリングブイ、ペットボトル、ボート、サーフボード、浮き輪などを使

用し、必ず救助者自身の安全を心がける。 



 

 

 

 

 

 

Ⅵ 水死・溺死の原因 
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Ⅵ 水死・溺死の原因 

 

水中で死に至る状況を水死と呼ぶ。水死は大きく２つのタイプに分けら

れる。１つは泳いでいて何らかのアクシデントによって気道内に水を吸入

し、正常な呼吸を行うことができなくなり、空気を求めながら死に至るもの

（溺死）。もう１つは酸素飢餓感がなく、空気を求めて“もがく”こと無く、周

りに気づかれずに、静かに絶命してしまうものである。マラソンなどの陸上

での運動での心停止による突然死では、その発生原因はランナーの内

因的な障害によることが明らかである。しかし、水死の場合は内因性の疾

患によるものか、泳いでいて溺れてしまったのかを鑑別することは、たと

え病理解剖をおこなったとしても、困難である。本章では、このように水泳

中に内因性の原因で心停止した“静かな現象”を“ノーパニック症候群”

と呼び、狭義の溺死と分けてその原因と予防対策について解説する。 

 

１．溺死のメカニズム 

 

誤って水が気道内に入ってしまった際には、激しい咳
がい

嗽
そ う

反射が誘発さ

れ、正常な呼吸が妨げられる。水泳上級者であれば背浮きをし、安全な

状態でせきを繰り返して気道内の水を排出することができるが、初級者

では上手く排出することができず、はげしい咳嗽反射によって吸気がで

きずに死に至る。また鼻から吸引された水が、耳につながる耳管を塞ぎ、

平衡感覚を調整する三半規管に変調をきたし、水中での平衡感覚が失

われ水面の方向が判らなくなり溺水し、水死に至るとも言われている。 
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２．溺死の要因 

 

溺死に至る要因としては、(１)初心者の水への恐怖心、(２)筋けいれん、

(３)飲酒、(４)疲労・体調不良・基礎疾患、(５)変化する自然環境などが挙

げられ、以下に解説する。 

 

(１)初心者の水への恐怖心 

水泳に慣れていなくて恐怖心がある者が、息継ぎの際に鼻や口に水が

入ると、恐怖心からパニック状態となり、あわてて息を吸おうとして、大き

な吸気をした際に再度気道内に水が入り、吸気が妨げられ、意識を失い、

死に至る。このような時、溺水者は水面をバタバタたたき、“助けてー”と

いう声をあげていると想像されているが、実際には、十分な吸気ができて

いないため大きな声をあげることは難しく、浮かんでは沈んで、を繰り返

しているうちに浮かばなくなると言われている。監視員は泳者の様子がお

かしいときには溺水していることを疑って、積極的にアプローチする。 

 

(２)筋けいれん 

水泳中にふくらはぎの筋けいれん（こむらかえり）が発生すると、泳ぎ続

けることができなくなる。足が届くプールであれば立って筋を伸長させる

ことで改善するが、足の着かないプールや自然環境であれば溺水に至

ることもある。 
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(３)飲酒 

アルコールの摂取によって判断力が低下し、神経機能の低下がおこり

水泳中に水を吸引し溺水する危険性が高まる。また循環器系への負荷

が高まり、疲労しやすくなり、溺水の危険性が増す。海水浴場での成人

の溺水者の多くが飲酒していたとされている。 

 

(４) 疲労・体調不良・基礎疾患 

疲労や体調不良によって溺水する危険性は高まる。また、喘息などの

気道過敏性、てんかんなどの神経疾患をもつ場合には溺水の危険性が

高まる。 

 

(５)変化する自然環境 

自然環境での水泳活動では、急に深くなりパニックになったり、低水温

によって活動性が低下したり、後述の浸水反射が生じ、溺水の危険性が

増す。また岸から離れる流れ（離岸流）にのってしまうと、短時間で岸から

遠く離れてしまい、無理に泳いで戻ろうとして疲労困
こ ん

憊
ぱい

となり、溺水してし

まう危険性が高まる。 
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３．溺死の予防 

 

溺水による水死を予防するためには各要因に対して以下の対応が求

められる。 

 

(１)初心者の水への恐怖心 

初心者へは水への恐怖心を減らすような段階的な指導を行い、正しく

水上で吸気を行うことを覚えさせえる。正しく水上で呼吸する方法を身に

付けていない者が足の届かない場所で水泳活動を行うことは禁止する。 

 

(２)筋けいれん 

泳ぐ前には十分なウォーミングアップを行わせる。また遠泳など長距離

を泳ぐ場合には、脱水にならないように十分な水分、電解質補給を行うよ

う心がける。 

 

(３)飲酒 

飲酒したあとの水泳活動は厳重に禁止する。またマスターズ水泳大会

などの前日に飲酒をし、二日酔いでの参加にならないよう注意を促す。 

 

(４)疲労・体調不良・基礎疾患 

疲労や体調不良状態での水泳活動は禁止する。また水中活動を行う

前に、基礎疾患の有無を調査する健康診断を受け、医師の意見も参考

にして出場の可否の判断を行う。また何らかの基礎疾患を有する者が泳
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ぐ際は、溺水の危険性が高まるのでより厳重な注意を払う必要がある。 

 

(５)変化する自然環境 

自然環境の中で水泳活動を行う場合には、その土地に慣れた方の意

見を参考にして綿密な活動計画を立て、不測の事態に備える。また溺水

者が出た場合に備えてボート、船等の救助体制を整え、AEDの準備を行

う。 
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４．ノーパニック症候群の要因 

 

空気を求めて“もがく”こと無く、死に至るノーパニック症候群としての溺

死の要因として、（１）内因性疾患による心停止、（２）潜水前の過呼吸、

（３）浸水反射などが挙げられ、以下に解説する。 

 

(１)内因性疾患 

泳者の内因的な疾患によって水泳中に突然心停止がおこった場合に

は、急に意識を失い、もがくこと無く水死に至ると考えられる。マラソンな

どの陸上活動での心停止では、突然意識を失い、倒れ込んでも周囲の

バイスタンダー（救助者）に発見されやすく、すぐに AEDの使用や蘇生措

置を行うことで救命されるが、水泳中で心停止が起きると、発見が遅れ、

救命措置をすぐに行うことができないため、陸上より高率に死に至ってし

まうと考えられる。オープンウォータースイミングやトライアスロン等の大会

時には、選手が心停止によって水没していないかを常に監視する体制

が求められる。突然の心停止をきたす内因性の疾患には、さまざまな致

死性の不整脈（WPW 症候群、QT 延長症候群、ブルガダ症候群など）、

急性心筋梗塞、脳血管イベント（障害）などが挙げられる。この様な心停

止を防ぐためには、あらかじめメディカルチェック、健康診断などで基礎

疾患の有無を調べておくことが求められる。しかし、致死性の不整脈の中

には通常の健診での心電図検査では見つけづらいものもあるので、ある

程度の確率で発生することを予見して準備しておくことが必要である。 
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(２)潜水前の過呼吸 

潜水泳を行う前には、できるだけ長い時間息こらえができるように、大き

な呼吸を繰り返してからスタートしている思われる。しかし、このように大き

な呼吸を繰り返すことによって、血液中の酸素濃度が増えるとともに、二

酸化炭素が排出される。二酸化炭素は生命維持に不必要だが、脳に働

きかけて呼吸を促す作用を持っていて、血中の二酸化炭素濃度が高ま

ることで、呼吸中枢が刺激され、呼吸が促される。そのため潜水前に過

呼吸することで極端に二酸化炭素濃度が低下していると、潜水運動によ

って血中酸素濃度が減少しているにもかかわらず“息が苦しい”という感

覚がおきず、酸素飢餓感のないまま酸素濃度が低下し、意識が遠くなっ

て、水死してしまうと考えられる。このような機序による水死を防ぐために

は、潜水前の過呼吸を制限させたり、潜水水泳中の監視を怠らないこと

が重要である。 

 

(３)浸水反射 

急に冷たい水に浸かることによって、自律神経である迷走神経の反射

が引き起こされ、血圧が下がり、脈拍数が下がる。この様な反射が極端に

強く起きることによって、不整脈などの内因性の疾患とも関連しあって心

停止に至り、水死することが考えられる。極度な迷走神経反射を防ぐため

には、あらかじめ入水する前に水を浴びて、その温度に慣れてから入水

することが、予防効果があると考えられる。 

もしも離岸流に流されたり、船から落ちたり、津波に流されたりした場合

には、岸に向かって泳ぎ続けることで溺水の危険を増すことになる。もし
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岸まで泳ぐことが難しいと感じる場合には、泳いで体力を消耗するよりも、

背中を下にして、顔だけを水面に出して浮かんだ状態（背浮き）で救助を

待つことが救命率を高めると言われている。 
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５．頚椎頚髄損傷 

 

飛び込み事故で水底に頭をぶつけた際には、頚部に大きな力が作用

して、骨（頚椎）が折れたり、脱臼したりする。頚椎の中には神経（脊髄）

が通っていて、もし折れたり脱臼した骨で脊髄が圧迫されると神経の麻
ま

痺
ひ

が起こる。四肢に行く運動神経、感覚神経が麻痺を起こすと四肢の運

動が障害され、感覚も鈍くなる。また脊髄は呼吸筋である横隔膜の運動

も支配しているので、脊髄損傷の部位によっては受傷直後に呼吸も止ま

ってしまう。飛び込みで脊髄損傷を起こしてしまうと四肢の麻痺によって

浮かび上がってくることはできず、そのまま水中で水死してしまう。このた

め急いで顔を水面に出させて呼吸を促すことが求められる。しかし、救助

するときに、損傷した頚椎に大きな力を加えてしまうと、脊髄にさらにダメ

ージを加えることになってしまう。実際には救助者も慌てているため難し

いかもしれないが、できるだけ頚椎を保護しながら引き上げる配慮も必要

だ。水面に顔が出たら呼吸の有無を確かめながら、速やかに、できるだ

け大人数でプールサイドに引き上げて救命措置を行う。 
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Ⅶ 飛び込み（スタート）の危険性とその防止 

 

１．事故の発生状況 

 

JSC の調査資料によると、体育活動中（体育の授業、運動部活動、体

育的行事等）における事故で、災害共済給付の死亡見舞金、障害見舞

金のうち第１級～第３級を給付した事例を分析した。学校水泳の飛び込

み（スタート）における重大事故は、平成10年度～平成 28 年度の 19 年

間に死亡・重障害（第１級～第３級）の事故が 31 件発生している。平成10

年度～平成18 年度の９年間で17 件（年平均１.９件）、平成19 年度～平

成 28 年度の 10 年間でも 14 件（年平均１.４件）発生しており、飛び込み

（スタート）における重大事故は大幅な減少とはなっていない。 

中学校学習指導要領解説保健体育編では、平成 10 年改訂で、スター

トの指導については、安全に十分留意した段階的な指導の重要性を強

調し、平成 20 年改訂では、安全への配慮からすべての泳法について水

中からのスタートを扱うこととされた。新たに改訂された平成 29 年改訂に

おいても引き続き、水中からのスタートが示されている。 

日本水泳連盟が策定した「プール水深とスタート台の高さに関するガイ

ドライン」では、必要な飛び込みスタート台付近（６ｍ前方）の水深の規定

を満たしていない場合はスタート台を撤去することを推奨している。 

以上のような対策により、今後飛び込みスタートによる事故は減少傾向

に向かうことが期待されるが、競泳競技の競技規則上、背泳ぎ種目以外

の競泳選手はスタート台からの飛び込みスタートが義務付けられている
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ため、部活動等における飛び込みによるスタートを取り上げる場合は、初

めは、水深があるところで、低い位置から低い姿勢で滑り込むように指導

し、入水角度や浮きあがりの仕方がつかめたら、姿勢を次第に高くしなが

ら、「蹴り出し」「空中姿勢」「水中での伸び」などを段階的に指導し、生徒

の能力に応じて次第に高い位置からのスタートを指導するよう留意するこ

とが重要である。 
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２．事故の原因 

 

飛び込み（スタート）における事故は、水深の浅いプールでの飛び込み

による環境的要因と技術的な未熟さ等に起因する人的要因及びこれら

が重複した状況で発生しているものと考えられる。 

環境的要因としては、プールのスタート端壁（６ｍ前方）付近の水深が浅

い構造のプールで事故は発生していることが多い。このことは、プールの

構造上、飛び込み（スタート）に適さない水深の環境下で事故が発生して

いる可能性があることを示している。 

また、人的要因としては、プールの水深を十分確認せず飛び込みを行

う、自己の技能が不十分な段階での飛び込みや無理に高く飛び出す、

疲労等により体が思うようにコントロールできないなど、指導者の段階的

指導や管理が不十分な状況や生徒自身の過信などの安全意識が低下

した状況で発生しやくなるものと考えられる。 
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３．事故防止対策の指導ポイント 

 

(１)プール構造とスタート台との関係について 

プール構造の視点から、日本水泳連盟が策定したガイドラインの規定

を満たしていないプールでは、飛び込み練習は禁止し、水深のあるプー

ルで実施するように指導し、生徒同士のみでのスタート練習は厳禁とし、

必ず指導者が指導、監督の上実施すること。 

その際、以下に示す入水角度と事故発生の危険性(なぜ事故が起きる

のか)というメカニズム、危険性を回避するための事故に適した段階的練

習の方法(どのように防止するのか)、どのような状況で事故が発生しやす

いのか(事故発生の具体場面。)などについて指導者が把握するだけで

なく、生徒自身に十分な理解を深めておく指導が大切である。 
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(２)飛び込み（スタート）で起こしやすい危険な飛び込み方 

  

 

 

 

 

（図-38）のように被災した生徒は、初心者と熟練者の両者とも多く発生

している。初心者の場合、恐怖心から膝が曲がった状態で顎を引き、前

方に飛び出さないでほぼ垂直に水底に頭部から落下する状態で飛び込

む。この状態では勢いはついていないものの自らの体重によって水底に

手首や頭部、顔面を打つことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-38 
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また、熟練者の事故は図-39 のように、スタート台から前方に飛び込む

ようにスタートせず、スタート台から一度高く（スタート台から 45 度以上の

角度）飛び出す。その後空中で強く顎を引くことによって水中への入水

角度が 45 度以上になる。そのため上方へ飛び出す脚力と、落下する重

力加速度が合わさる状態で入水し、手首を水中で上げ、正しいストリーム

ラインの姿勢をとったとしても、スタート時の勢いが勝り、水底に頭部、顔

面、手首等を強く打ち付けることになる。 

 

  

図-39 
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図-40 

図-41 

４．事故防止を意識した指導：段階的指導の一例 

 

小・中学校の体育科・保健体育科の授業においては、事故防止の観

点からスタートは、「水中からのスタート」としている。 

 

(１)手首を上下させ、ウェービングを体感させる 

水中でストリームラインの姿勢をしっかりつくり、立位から前方に飛び出

すようにジャンプし、指先から入水し、手首をやや下方に向けて潜行した

後、手首を上方に向け身体を浮上させる感覚をつかませる。 

 

 

 

 

 

(２)ビート板を持ち水面に滑り出す練習 

ビート板を持ち、プールサイドにしゃがんだ状態で、親指をしっかりかけ

させる。腕を伸ばした状態で少し腰を上げ、膝を伸ばしながら水面を滑り

出すように飛び出す。ビート板を持っているので上肢が沈むことはない。 

 

 

 

 

 

図-3 
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 (３)手首を上げた状態で水面に滑り出す練習 

飛び込む前から腕を耳の後ろで組み、手首（指先）を上方に上げ、(２)

の練習同様プールサイドから水面に滑り出すように飛び出す。頭部の重

みで多少沈むが、指先を上げているためすぐに水面付近に浮上してくる

ことを体感させる。 

 

 

 

 

 

 

(４)両手を下げた状態から飛び込みスタートさせる練習 

プールサイドからスタートの合図とともに、両腕を耳の後ろで組み両手

を合わせた状態にまで素早く構え水面と平行に飛び出し、入水後の姿

勢をとらせる。実際に飛び込む前に、プールサイドで腕を下方から前方

に組ませ水中姿勢をとる練習を複数回してからスタート練習に入るように

する。 

 

 

 

 

 

 

図-43 

図-42 
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(５)スタート台からの飛び込みスタート練習  

軸足をスタート台前方に親指をかけさせ、けり出す足を後方のプレート

に足の裏でけらせるように、密着させクラウチング姿勢をとらせる。腕は下

方に下げて位置につかせる。スタート台には10 度の角度が付いているの

で、合図前に前方に身体が動かないように注意しておく。スタートの合図

とともに両膝を勢いよく伸ばし、両腕を耳の後ろまで上げて、水面と平行

に飛び出すことを教える。 

 

 

 

 

 

  

図-44 
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 (６)頭の振り起し動作を入れた練習 

水泳のスタートの先行動作は、顎の動きが大切である。スタート台上、

クラウチング姿勢で構えた際、顎をやや引き頭を沈めておくようにする。

スタートの合図とともに顎を前方に出し正面を見るつもりで前方に勢いよ

く飛び出す。スタート後から入水前の間の空中で顎を再び引き、両腕を

耳の後ろまであげて水中姿勢をしっかりとる。入水直後手首を調節して

泳法に合った水深位置をキープできるようにする。 

 

 

 

  

 

  
図-45 
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[教材カード] 

 

 

 

 

 

 

 

[平成 27 年度 スポーツ庁委託事業 スポーツ事故防止対策推進事業成

果物 DVD 『水泳・歯と口の事故防止』] 

 

※JSC ホームページ学校安全 Web よりダウンロード可 

http://www.jpnsport.go.jp/ anzen/tabid/1765/Default.aspx 

図-46 

図-47 
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Ⅷ 水泳事故と損害賠償 

 

１．水泳事故と賠償責任 

 

学校側の賠償責任が問題となる水泳事故には、大別すると（１）教師の

教育活動（水泳の授業、水泳大会や部活動での水泳指導、夏期休業中

の水泳指導など）に伴って発生する事故［教師の指導・監督にかかわる

事故］と、（２）学校の施設・設備（学校プール、水泳場、スタート台、救助

用具など）の使用に伴って発生する事故［学校施設・設備の設置・管理

にかかわる事故］とがある。 

賠償責任とは、事故により生徒が被った損害を補填
てん

しなければならな

い法律上の義務（損害賠償義務）であり、同責任は、国家賠償法又は民

法の損害賠償の規定の適用により生ずる。公立学校における事故には、

国家賠償法が適用されるが、私立学校における事故には、同法は適用

できないので、民法の損害賠償の規定が適用されることとなる。なお、国

立大学法人には国家賠償法が適用されるとする複数の下級審裁判例が

ある。 

上記（１）の事故については、公立学校では、国家賠償法第１条（公権

力行使責任）に、私立学校では、民法第 709 条（不法行為責任）第 715

条（使用者責任）第 415 条（債務不履行責任）に基づき、賠償請求がなさ

れるが、この場合、事故につき、教師に過誤（教師の故意又は過失）のあ

ることが必要となる。上記（２）の事故については、公立学校では国家賠

償法第２条（営造物責任）に、私立学校では、民法第 717 条（工作物責
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任）に基づき、賠償請求がなされるが、この場合、事故につき、学校の施

設・設備の設置・管理（保存）に欠陥（瑕
か

疵
し

）のあることが必要となる。 

 

（１）教師の指導・監督にかかわる事故 

 教師の生徒に対する教育活動において、その指導・監督における過誤

（故意・過失）に起因する事故である。 

 

ア．公立学校の場合 

国家賠償法第１条第１項は、「国又は公共団体の公権力の行

使に当る公務員が、その職務を行うについて、故意又は過失に

よって違法に他人に損害を加えたときは、国又は公共団体が、こ

れを賠償する責に任ずる。と規定している。 

① 公立学校における教師（公務員）の教育活動は、ここにいう

「公権力の行使」に含まれるので、その教育活動に伴って発

生した事故については、本条が適用される。 

② 賠償責任の負担者は、学校の設置者である。都道府県立学

校は当該都道府県、市町村立小・中学校等は当該市町村と

その教師の給与負担等をしている都道府県の双方となる。賠

償責任は、学校の設置者である地方公共団体のみが負い、

教師個人は被害者に対し直接その責任を負わない。 
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イ．私立学校の場合 

民法第 709 条は、「故意又は過失によって他人の権利又は法

律上保護される利益を侵害した者は、これによって生じた損害を

賠償する責任を負う。」と、第 715 条第１項は、「ある事業のために

他人を使用する者は、被用者がその事業の執行について第三

者に加えた損害を賠償する責任を負う。ただし、使用者が被用者

の選任及びその事業の監督について相当の注意をしたとき、又

は相当の注意をしても損害が生ずべきであったときは、この限り

でない。」と規定している。また、同法第 415 条は、「債務者がそ

の債務の本旨に従った履行をしないときは、債権者は、これによ

って生じた損害の賠償を請求することができる。債務者の責めに

帰すべき事由によって履行をすることができなくなったときも、同

様とする」と規定している。 

① 私立学校における事故については、学校側は被害生徒側か

ら不法行為（第 709 条、第 715 条）を根拠にして賠償請求が

なされるが、学校の設置者（学校法人など）と生徒側間の、学

校が生徒に対し学校教育を受けさせることを目的とする在学

契約の存在を前提に、学校には生徒に対する安全配慮義務

があるとし、その義務に違反（安全配慮義務違反）したとして、

債務不履行（第 415 条）を根拠に学校の設置者に対して賠償

請求がなされることもある。不法行為は、契約関係の存在を

前提とせず、加害者と被害者との関係のみで賠償責任を認

め、債務不履行は、契約関係を前提にしてその契約違反とし
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て賠償責任を認めるものであるが、学校事故において債務不

履行での安全配慮義務の内容は不法行為での過失の注意

義務の内容とほぼ同じであるので、両者では時効等の点に

差があるだけとなる（なお、平成 29 年の民法（債権法）の改正

により、時効の点の差は、実務上あまり重要でなくなる可能性

が高い。）。 

② 賠償責任の負担者は、不法行為においては、故意又は過失

によって損害を与えた教師と教師に対し使用者としての地位

にある学校の設置者の双方であり、債務不履行においては、

学校の設置者のみである。 

 

ウ．教師の過失 

学校側に賠償責任が認められるためには、事故が教師の故意

か過失に基づく行為によって生じたものでなければならない。 

教師に故意又は過失が認められないときは、賠償責任は認め

られないこととなる。故意とは、自分の行為が他人に損害を与え

ることを知りながら、あえてこれを行うことをいい、教師の故意に基

づく行為としては、児童生徒等に対する暴行、体罰等があるが、水

泳事故においては、教師の故意は問題にならず、問題となるの

は教師の過失である。 

① 過失とは、注意を怠ること（不注意）をいうが、教師の過失とは、

教師としてなすべき注意（注意義務）を怠り、これを尽くさない

こと（注意義務違反）である。この注意義務は、結果の発生を
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予見する義務と、その結果を回避する義務を含み、結果の予

見又は回避のいずれかに落度があれば、過失ということにな

る。教師が予見できず、また予見できても回避できない原因

による事故については、教師に過失はなく、賠償責任は認め

られない。 

② 教師の注意義務は、個々の教師の有する注意能力を基準と

して判断するものではなく、教師としての客観的な注意能力

（標準的教師としての知識・見識）を基準として判断するもの

である。 

③ 教師の注意義務は、児童生徒等の学校にかかわる全生活関

係（学校生活関係全般）にわたって存在するものではなく、

学校における教育活動とこれと密接不離の生活関係につい

てのみ存在するものである。したがって、教師が個人的に生

徒をプールに連れて行った場合などでは、教師としての注意

義務は初めから存在せず、過失が問題となる余地はない。 

④ 教師の注意義務は、抽象的には、児童生徒等の生命身体の

安全に万全を期すべき高度の義務といえるが、具体的には、

教育活動の内容、場所、対象児童生徒等の年齢・学年、事

故の具体的状況その他諸般の事情を考慮して定まること

となる。したがって、一般的には、教育活動において、危険性

の低いものより高いものの方が、高学年より低学年の方が、注

意義務の内容は厳しいものとなる。 
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（２）学校施設・設備の設置・管理にかかわる事故 

学校の施設・設備の設置・管理（保存）の欠陥（瑕疵）に起因する事故

である。 

 

ア．公立学校の場合 

国家賠償法第２条第１項は、「道路、河川その他の公の営造物

の設置又は管理に瑕疵があったために他人に損害を生じたとき

は、国又は公共団体は、これを賠償する責に任ずる。」と規定し

ている。 

① ここにいう「公の営造物」とは、国又は公共団体の公の目的に

供される物的施設及び設備をいい、個々の有体物を含むの

で、学校の建物、運動場、プールや水泳場、飛込台、スター

ト台はもとより、体育用器材、救助用具などの動産類も含まれ

る。 

 

イ．私立学校の場合 

民法第 717 条第１項は、「土地の工作物の設置又は保存に瑕

疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作物の

占有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。ただ

し、占有者が損害の発生を防止するのに必要な注意をしたときは、

所有者がその損害を賠償しなければならない。」と規定している。 

① ここにいう「土地の工作物」とは、土地に接着して築造したもの

をいい、土地に接着している学校の建物、プール、塀、柵、
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遊動円木、ぶらんこ、鉄棒等の不動産的施設は含まれるが、

移動式雲
う ん

梯
てい

、梯
は し

子
ご

等の動産的施設ないし動産類は含まれな

い。 

② 動産的施設ないし動産類による事故については、本条の工

作物責任ではなく、それらの設置、管理における教師の過失

又は学校の児童生徒等に対する安全配慮義務違反の有無

の点から、不法行為（第 709 条、第 715 条）又は債務不履行

（第 415 条）に基づく賠償責任によることとなる。 

③ 賠償責任の負担者は、土地の工作物の占有者ないし所有者

である学校の設置者である。 

 

ウ．設置・管理（保存）の瑕疵 

学校側に賠償責任が認められるためには、事故が学校施設・

設備の設置・管理（保存）の瑕疵に基づき生じたものでなければ

ならない。設置の瑕疵とは、設計・構造等設置の段階から存在す

る瑕疵（原始的瑕疵）のことで、管理（保存）の瑕疵とは、維持、保

管等管理・運営において生じた瑕疵（後発的瑕疵）のことである。 

① 瑕疵とは、その物が通常有すべき安全性を欠いていること

（安全性の欠如）をいい、当該学校施設・設備の通常の利用

者（児童生徒等）の判断能力や行動能力、設置された場所の

環境等を具体的に考慮して、その施設・設備が本来備えるべ

き安全性を欠いている状態のことである。 

② 設置・管理に瑕疵があれば、そのことだけで賠償責任を負わ
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なければならず、設置・管理における教師の過失の存在は必

要としない。瑕疵が認められれば、教師の過失を問題にしな

いで、賠償責任が課されることとなる。 

③ 事故が設置・管理の瑕疵に起因し、また教育活動における教

師の過失にも起因するような場合には、学校施設・設備の設

置・管理にかかわる事故と教師の指導・監督にかかわる事故

のどちらとしてでも、賠償請求をすることができる。 
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２．判例 

 

○教師の指導・監督にかかわる事故 

（地方裁判所 昭和 49 年 11 月 28 日判決―抜粋―） 

被告の体育教師としての地位、責任から考えれば、同被告としては

体育の授業中生徒が心臓発作に襲われる場合が起ることは皆無では

ないのであるから、かかる場合にとるべき応急措置としての心臓マッサ

ージについての知識、方法を当然に心得ていなければならないもので、

本件事故当時（昭和 45 年）においても、右知識方法は独り医師にのみ

要求されるものではなく、体育教師にも要求されるものである。同被告

や学校側が蘇生法たる心臓マッサージを施用しなかったことは、同被

告らにかかる知識がなかったとはいえ、かかる知識を有していなかった

ことが非難に値する以上、結果的に非難せられなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）中学校３年生が、体育の授業で飛び込みテスト中に、心不全

により死亡 
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（最高裁判所 昭和 62 年２月６日判決、一審地方裁判所 昭和 57 年７月 16 日

判決―抜粋―） 

学校の教師は、学校における教育活動により生ずるおそれのある危

険から生徒を保護すべき義務を負っており、危険を伴う技術を指導す

る場合には、事故の発生を防止するために十分な措置を講じるべき注

意義務があることはいうまでもない。助走して飛び込む方法、ことに助

走してスタート台にあがってから行う方法は、踏み切りに際してのタイミ

ングの取り方及び踏み切る位置の設定が難しく、踏み切る角度を誤っ

た場合には、極端に高く上がって身体の平衡を失い、空中での身体の

制御が不可能となり、水中深く進入しやすくなるのであって、このことは、

飛び込みの指導にあたる教諭にとって十分予見しうるところであったと

いうのであるから、スタート台上に静止した状態で飛び込む方法につい

てさえ未熟な者の多い生徒に対して右の飛び込み方法をさせることは、

極めて危険であるから、原判示のような措置、配慮をすべきであったの

に、それをしなかった点において、同教諭には注意義務違反があった

といわなければならない（上記最高裁判所判決）。 

担当教師には「助走つき飛び込み」法の指導を実施するにあたり、踏

み切る位置、滑らないで踏み切れる場所の確保、プールの十分な深さ

などについての適正な場所の設定、右指導の目的の充分な説明、危

険を除去するための適切、丁寧な指導をなすべき注意義務が存すると

（２）中学校３年生が、体育の授業で助走しての飛び込み練習中、 

プールの底に頭を強打し、全身麻痺の障害を残す 
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認められるところ、同人は、通常の設置基準に基づいて設置された当

該中学校プールで、最高部で 27 ㎝、最低でも 20 ㎝の高さを有し、か

つ、水面側に傾斜したスタート台において、右方法についての具体的

な指導を一切行なうことなく生徒に「助走つき飛び込み」を試みさせた

ものであるから、同人が水泳の指導を行う体育教師として被害生徒の

身体の安全を保護し、事故を防止すべき注意義務を怠ったことは明ら

かである（上記地方裁判所判決）。 
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（高等裁判所 平成４年７月 24 日判決―抜粋―） 

学校の教師は、学校における教育活動により生ずるおそれのある危

険から生徒を保護すべき義務を負っており、危険を伴う技術を指導す

る場合には、事故の発生を防止するために十分な措置を講じる注意義

務がある。しかるところ、飛込み能力は、生徒間に極めて大きな格差が

あり、逆飛込みについては、その未熟者は、深く水に入ってプールの

底で頭を打つ危険性があり、その結果、頚椎損傷等の重傷を負う事故

の発生が予見される。したがって、逆飛込みの指導をする教師は、生

徒の能力に応じた段階的な指導をし、逆飛込みの未熟な生徒に対し

ては、プール水面からの高低差のほとんどないプールサイドからの練

習により逆飛込みの技術を十分習得させた上で、スタート台からの逆

飛込みをさせ、事故の発生を回避すべき注意義務があるといわなけれ

ばならない。しかるに、担当教諭は、これを怠り、未熟な被害生徒にプ

ールサイドからの逆飛込みの反復練習でその技術を十分習得させな

いまま、スタート台からの逆飛込みをさせたものであるから、本件事故

の発生につき過失があったというべきである。 

 

 

 

 

（３ ）中学 校 ３年 生 が 、体 育の 授 業 で逆 飛 び込 み の 習 熟度 判 定

中、プールの底に頭部を強打し、頚椎損傷等の障害を負う 
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（地方裁判所  平成 11 年８月 27 日判決―抜粋―） 

６年生５クラス合同での水泳授業を水深が１.１メートル以下である本

件プールで行っていた。全体授業からクラス別の指導に移行した後、

ターンの練習という具体的な課題を与え、自主的な泳ぎの練習を行わ

せていた。担当教諭は、他の児童２名のスタートの指導をしていたとこ

ろ、被害児童は、逆飛び込みを行ったものである。このような自主的な

練習を行わせる場合、担当教諭には、水泳の授業が直接児童の生命・

身体に対する危険を包含していること、特に、小学６年生という危険に

対する判断能力の未熟な低年齢の児童を指導していることに鑑み、や

や解放的になる児童の心理状況をも考慮し、クラス全体の児童の動静

を絶えず確認し、安全確保のために十分な配慮を行うことが要請され

ていると解され、一部の児童に飛び込みを行わせる以上、自らの指導

監督の及ばないところで他の児童が飛び込むことのないよう絶えず確

認し、事故の発生を未然に防止すべき注意義務を負っていたというべ

きである。 

 

 

 

 

 

（４）小学校６年生が、体育の授業でプールサイドから逆飛び込み

を行い、頚椎損傷等の障害を負う 
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（地方裁判所支部 平成 13 年３月 27 日判決―抜粋―） 

本件事故当時、第４学年では、「学校体育実技指導資料第四集水泳

指導の手引（改訂版）文部省」では、飛び込みも学習する内容となって

おり、小学校４年生という年齢などに照らすと、担任教諭において、被

害児童に対し、全面的に飛び込みを禁止するまでの義は課せられて

いなかったと解すべきである。しかし、プールでの飛び込みは、飛び込

む角度等を誤って頭部をプールの底に打ちつけるなどの事故を起こす

危険性が伴うものであり、かつ本件事故以前においても、中学校や高

等学校のプール授業も含め、そうした事故が少なからずおきていること

は、広く認識されているところである。こうした事情に照らせば、担任教

諭としては、被害児童から飛び込みの許可を求められた際、飛び込み

について実際にどの程度の技能を有しているか、及び、危険を避ける

ための注意事項をどの程度把握しているかを具体的に確認し、かつ、

その技能等に応じた助言や指導を行うべきであった。したがって、担任

教諭において、これをせず、被害児童に対し漫然と飛び込みの許可を

与えたことは、右注意義務に違反するものとして本件事故の発生につ

き過失があったというべきである。 

 

 

 

（５）小学校４年生が、学校プールで水泳の授業中、飛び込みをし

てプールの底で頭を打ち頚椎損傷等の障害を負う 
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（地方裁判所支部 平成 15 年７月 30 日判決―抜粋―） 

本件プールの設置の瑕疵について検討するに、本件プールは、逆

飛び込みをするについて慎重な配慮を必要とし、これが不十分である

と水底に頭部を衝突させるなどの危険性があることは否定できないが、

他方、学校用プールの安全性を判断するにあたっては、飛び込み事

故の防止の観点のみならず溺死事故の防止の観点をも十分考慮しな

ければならないのであるから、プールの構造と担当教諭による安全な

飛び込みスタート指導の両面を併せて飛び込み事故の防止を図ること

も、学校プールにおける「通常有すべき安全性」の確保の方法として許

容されるものと解される。 

本件プールの水深及びスタート台の構造が、担当教諭によって、逆

飛び込みの危険性を生徒に十分啓
けい

蒙
も う

し、安全な飛び込み方を指導す

るとともに危険性のある動作を禁止すること、安全な飛び込み方を各生

徒の能力に応じて段階的に指導することが行われていたとしても、本

件事故が発生する危険性があったことを認めるに足りる証拠はないか

ら、本件において、被告に国家賠償法第２条第１項の設置の瑕疵があ

ったとはいえないと判断するのが相当である。 

学校の水泳授業において逆飛び込みスタートを取り上げるについて、

担当教諭には、生徒らに対し、逆飛び込みには深く水に入ってプール

底に頭部を衝突させ、場合によっては頚椎・頚髄損傷をきたす危険性

があることを事前に十分説明し、安全な飛び込み方を説明するとともに、 

（６）高等学校１年生が、水泳の授業中、逆飛び込みスタートをし

た際、プールの底に頭部を衝突させ死亡 
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危険性のある動作を具体的に説明して禁止し、安全な飛び込み方法

を各生徒の能力に応じて段階的に指導して、事故の発生を防止し、生

ずるおそれのある危険から生徒を保護すべき義務があるというべきであ

る。ところが、担当教諭は、満水時より水位が下がっていたと推認され、

満水時より飛び込みによるプール底への頭部の衝突の危険性が増し

ていたにもかかわらず、生徒らに対し、走り飛び込みや宙返りなどの危

険な飛び込みをしないこと、逆飛び込みを行う際は、前後の安全に十

分に配慮し、前の生徒がスタートしたら必ず５メートル以上の間隔を空

けることとの注意を与えたのみで、逆飛び込みには、深く水に入ってプ

ール底に頭部を衝突させ、頚椎・頚髄損傷をきたす危険性があること

については何ら説明せず、また、飛び込み方法についても、生徒らを

集めて、飛び込みの手本であるとして、自ら飛び込んで示し、深く水に

入りすぎる危険性のある動作を具体的に説明して禁止するなどの措置

はとらず、上級者向けのスタート方法として、入水角度が大きく深く水に

入りすぎる危険性の高いパイクスタートに近い飛び込み方を示してい

たのであるから、担当教諭には、上記保護義務を怠った過失があると

いわざるを得ない。被告は、国家賠償法第１条第１項に基づく損害賠

償責任を負うものというべきである。 
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（地方裁判所 平成 16 年１月 13 日判決―抜粋―） 

本件事故は、課外のクラブ活動の居残り練習の際に発生した事故であ

る。事故当日の練習中に、被害生徒らは逆飛び込みの練習を行っており、

顧問教諭もそれを見ていたこと、顧問教諭は、明日もスタートの練習をす

ると告げていたことから、顧問教諭は、同人らが居残り練習を申し出た時

点で、引き続き逆飛び込みの練習をすることは予見できたというべきであ

り、同人の技量、経験及び本件事故当日に顧問教諭が同人に対し特に

安全指導や注意喚起をしていないことからみて、同人が顧問教諭の立会

指導なしに逆飛び込みの練習をすれば未熟な飛び込み方法により事故

が発生する危険性があることも認識可能であったと認められる。したがっ

て、このような状況の下においては、顧問教諭は、同人の居残り練習に

立ち会ってさらに監督指導するか、若しくはそれができないとしても同人

に対し、逆飛び込みの練習を禁止するか、少なくとも、逆飛び込みの事

故について余り深い角度で入水しないことや入水後に指先を上向きにす

ることなどを具体的に示して、事故防止に関する注意を促しておくべき注

意義務があったと言える。顧問教諭は、同人に対し、逆飛び込みの事故

の危険性や基本動作の留意事項について注意を促したり、立会いのな

い飛び込みを禁止するなどの措置を一切行わないまま、練習を許可し、

プールから立ち去ったのであるから、顧問教諭には、水泳部顧問教諭と

して上記注意義務に違反した過失があったと認められる。 

 

（７）高等学校２年生が、部活動の居残り練習で逆飛び込みを行

い、頚椎損傷等の障害を負う 
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〇教師の指導・監督にかかわる事故 

（高等裁判所 平成 18 年７月 27 日判決―抜粋―） 

本件練習に参加していた児童の数（65 名）、本件プール内で泳ぐ児

童数が制限されていなかったこと、危険性の高い飛び込み練習におけ

る事故防止、水泳記録会へ向けた技能指導、泳力の不十分な生徒に

対する指導及び事故防止等、本件練習を指導する本件両教諭には多

くの役割が求められていたことに照らすと、その児童数及び練習内容

を前提とする限り、これらの指導及び監視のすべてを２名の本件両教

諭で行うことには、態勢として無理があったというべきである。そして、コ

ースを泳ぎ終えた後続の児童ら数名が、被害児童の異変に気付き、こ

れらの児童によって呼びかけられるまで、偶々選手コースの児童を指

導していた本件両教諭は、そのこともあって皆泳コースの児童の動静

を見ていなかったため、この異変に全く気付かなかったというものであ

る。その意味で、本件両教諭には、本件練習を行うに当たり、水泳中の

児童らの動静に目を配り、その安全を図るべき注意義務を尽くさなかっ

た過失があったものといわざるを得ない。 

 

 

 

  

（８）小学校５年生が、小学校が設けていた水泳クラブの練習中、

溺れて重篤な後遺障害発生 
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（地方裁判所 平成 23 年３月 30 日判決―抜粋―） 

本件事故当時の水泳事故の状況、本件教諭が立ち会ったオリエン

テーションの内容等に加えて、本件教諭は、かねてから、他の教諭より、

指導に従わない生徒が多い旨の忠告を受けていたうえ、飛び込みを禁

止していたにもかかわらず、本件事故直前の個別練習中に本件教諭

の目を盗んでプールに浮かべられたビート板に向かって飛び込んだ生

徒もいて同教諭はこれを目撃していたことに照らせば本件教諭は、自

己がプールの監視を解けば、生徒が開放的になって事前の禁止事項

を守らず、危険な態様でプールに飛び込むなどして、頚髄損傷等の重

大な事故を起こす危険性があることを十分予見しえたというべきであ

る。 

したがって、本件教諭には、上記事項を防止するために、プールサ

イドで継続的に生徒らを監視するとともに、危険行為に及ぶ生徒を発

見した場合には、これを制止すべき注意義務を負っていたと認められ、

本件教諭においてプールサイドを離れなければならない事情がある場

合には、それが短時間であったとしても、監視を解く前に、生徒らに対

しあらためて飛び込み等の危険行為を厳重に禁止したり、あるいは臨

時の監視係を置くなどして、事故を未然に防止するための措置を講じ

るべき注意義務があったというべきである。 

しかるに、本件教諭は、自由練習を指示した後、生徒らがもはや危

（９）高等学校３年生が、水泳実習における自由練習中、スタート

台からプールに飛び込んだところ、プールの底に頭部を衝突させ

頚椎損傷の傷害を負い、後遺障害発生 
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険な行為に及ぶことはないと軽信し、特段の措置を講じることなく、シャ

ワー室に行ってシャワーの水を止め、排水溝にたまったゴミを取り除く

作業を開始したというのであり、その間、監視のない状況となったプー

ルサイドにおいて、原告を含む生徒数名が危険な飛び込みをした結果、

本件事故が生じたものと認められるから、被告の履行補助者である本

件教諭には、上記注意義務に違反した過失があるといわざるを得な

い。 
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（地方裁判所 平成 23 年５月 13 日判決―抜粋―） 

公立学校の教員は、その職務上、教育活動を行うに際し生徒の生命

及び身体の安全を保持する義務を負い、修学旅行等の学校行事も、

教育活動の一環として行われるものである以上、教員が、その行事に

より生ずるおそれのある危険から生徒を保護し、事故の発生を未然に

防止すべき一般的な注意義務を負うものであることはいうまでもない。

したがって、修学旅行の引率教員は、このような安全保持義務の一内

容として、生徒の集合場所、見学場所、活動場所等について十分な事

前調査を行い、危険箇所の有無等を確認するとともに、その調査、確

認に基づいて、生徒の学年、年齢や状況に応じた適切な安全指導を

行う義務を負うものと解される。 

本件の具体的事情からすれば、両教諭には、本件行程において海

に入ることが予定されていた本件浜の東屋前の浜辺及びその周辺に

関し、町役場、海上保安部等の関係官公署に問い合わせるなどして、

危険箇所の有無及び同所で海に入る場合の注意点等の情報を収集し

た上、これを基に十分な実地踏査を行う義務があったというべきである。

この調査を行えば、本件浜の一角に、地形的にリーフカレントが発生し

やすい危険な場所である本件事故現場が存在することを把握すること

ができたのであって、両教諭には、危険な場所が存在することを生徒

に対し適切に注意喚起すべき義務があったと解すべきである。 

  

（10）高等学校３年生が、修学旅行中、水難事故で死亡 
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（地方裁判所 平成 26 年３月 11 日判決―抜粋―） 

担当３教員は、監視義務を尽くしていない。 

まず、巨大なビート板を 16 枚も本件プールに浮かべているが、このよ

うなビート板は、下部に潜り込む児童を監視者の視野から隠すもので、

非常に危険である。担当３教員は、自ら監視が困難な状況を作り出し

たといわなければならない。 

次に、担当３教員は、２人が本件プールに入って特定の児童と遊ん

でおり、１人が水道につないだホースでプールサイドを掃除したり本件

プール内の児童に水をかけており、３人とも本件プール内の動静監視

をしていないのである。 

担当３教員の上記のような監視状況は、やはり、油断に満ちたもので

あったといわなければならない。本件では、担当３教員の監視義務の

懈
け

怠
たい

は明らかである。 

もし、巨大なビート板で監視困難な状況を作出せず、かつ、担当３教

員の３名ともが本件プール内の動静注視を怠っていなければ、本件事

故が発生することはなかったものと認めて差支えがないから、被告らは、

国家賠償法に基づく賠償責任を負うのである。 

（11）小学校１年生が、夏休みのプール学習中、溺れて死亡 
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○学校施設・設備の設置・管理にかかわる事故 

（高等裁判所 昭和 29 年９月 15 日判決―抜粋―） 

学校の設置者はその設置する学校を管理するものであり、同中学校

は、被控訴人区の設置し、管理するものであるから、同中学校の延長

である臨海学校の物的施設である飛込台も、被控訴人区の管理に属

するものであり右管理にあたっては、常に右飛込台に腐
ふ

朽
きゅう

折
せっ

損
そん

等があ

るかどうかにつき万全の注意を払うと同時に、その格納保管取扱につ

いても細心の努力を尽くし、常に飛込台が飛込台としての性能を保持

するよう、又飛込台として使用しないときはこれが取扱にあたり不側の

災禍を生ずることのないよう、注意すべく、もしこれを怠るときは管理の

上において瑕疵があったとなすべきである。飛込台自体には何の折損

もなかったことが明らかであるが、本件事故当時水深約１m の浅瀬にお

かれ、もし台上より海中に飛び込む場合には海底に激突して身体障害

を生ずる虞れがあった点において、飛込台管理上の瑕疵があったもの

というべきである。 

  

（１）中学校３年生が、臨海学校で、浅瀬にすえられた飛込台から

飛び込み死亡 
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（地方裁判所支部 昭和 40 年４月 21 日判決―抜粋―） 

深い部分の水深 1.4m といえば、普通の小学６年生の身長をこえる深

さであるから、本件プールの深部は泳ぎが達者であるとも思われない

小学６年生以下の児童にとっては危険な場所といわなければならない。

従って当初からそのような児童をも利用対象として設置された本件プ

ールを管理するに当っては、彼等に深部と浅部の境界を認識させ、深

部は危険であるから、これに近寄らないよう周知徹底させる手段を講ず

べきはいうまでもないところであるが、更に小学生程度ではまだ十分な

注意力をこれに期待できないから、常時とは云わないまでも、少なくとも

浅部を使用すべき小学生を泳がせる際には、遊泳中彼等が誤って深

部に赴くことを防止するに足る方法（例えば境界水面にロープを張り渡

すなど）を講じておくべきこともまた当然の要請といわなければならない。

してみると本件プールにはその目的性状上当然備えておくべき設備を

欠いた瑕疵（この瑕疵が設置の瑕疵に当るか、管理保存の瑕疵に当る

かの区別は本件では実益がない）があったものといわねばならない。 

  

（２）小学校６年生が、学校プールで遊泳中、深部で水死 
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（地方裁判所 昭和 48 年７月 12 日判決―抜粋―） 

本件プールを使用する者が、まだ心身ともに成人になり切っていな

い義務教育中の中学生であることを考えたとき、鉄蓋が生徒の力で移

動され、排水口が開いてしまうことのないよう、鉄蓋をたやすく移動しな

いように設計しなかった点は、本件プールの設置者の手落である。そう

して、鉄蓋が移動しているままで、本件プールを使用させた学校側に、

本件プールの管理に手落があった。このように本件プールは、通常有

すべき安全性を欠如していたわけで、これが、設置、管理上の瑕疵で

ある。 

  

（３）中学生が、校内プールに潜って遊んでいるうち、プール底の

排水口の中の環水管に足を吸い込まれ溺死 



Ⅷ 水泳事故と損害賠償 166 

（地方裁判所 平成７年２月 20 日判決―抜粋―） 

国家賠償法第２条第１項にいう営造物の設置管理の瑕疵とは、営造

物が通常有すべき安全性を欠いてしまっていることをいうところ、当該

営造物の利用の態様及び程度が一定の限度にとどまる限りはその施

設に危害を生ぜしめる危険性がその施設になくとも、これを超える利用

によって利用者又は第三者に対して危害を生ぜしめる危険性がある状

況にある場合には、そのような利用に供される限りにおいて通常有す

べき安全性を欠いており、右営造物につき設置管理の瑕疵があると解

すべきである（最高裁昭和 56 年 12 月 16 日判決）。 

本件プールは、高校の生徒が普通に平泳ぎやクロールなどの泳法

の授業を受けている限りにおいては、人身事故が発生するといった危

険性は低いといえるけれども、立ち飛び込みで飛び込みをする場合に

は、人身事故発生の危険が存在するのであるから、本件授業で（授業

内容として）立ち飛び込みが行われていたという点において、本件プー

ルは、そのような方法により使用されるプールとして通常有すべき安全

性を欠いていたものであり、本件プールには設置管理上の瑕疵があっ

たというべきである。 

  

（４）高等学校３年生が、体育の授業で水泳の飛び込み練習中、

プールの底に頭部を強打して死亡 
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〇学校施設・設備の設置・管理にかかわる事故 

（地方裁判所 平成 10 年３月 13 日判決―抜粋―） 

日本水泳連盟及び日本体育施設協会が示した各基準は、水泳用プ

ール一般に妥当するまさに最低限度の安全性の基準を示していると認

められ、飛び込み事故防止の観点のみから見れば、右各基準は、なお

不十分とさえ考えられるところ、本件プールのように、水面から40センチ

メートルの高さの飛び込み台を設置する場合には、飛び込み台前方の

水深は、安全のため最低１メートル 20 センチ以上は確保されなければ

ならず、それに、満たない水深であった本件プールは、右各基準にさ

え達していないものであるから、飛び込み台から飛び込みを行って使

用するプールとしての通常有すべき安全性を欠いていた瑕疵があるも

のというべきである。 

もとより、飛び込み事故防止の観点からのみプールの水深を定めれ

ば、水深が深くなり、かえって溺死事故の発生の危険等が生じることに

なるから、現在行われているような飛び込みによるスタートを含む水泳

教育を前提とする限り、プールにおける事故全般の発生を防止するた

めには、飛び込み台前方の水深を十分深くし、それ以外の部分や周

縁部の水深を浅めにした複合構造のプールを採用することなど、プー

ル事故防止のための科学的研究を踏まえ、十分な安全性を備えた施

設に改善する必要があるところ、現実問題としては、そのような施設の

改善が実現するまで、飛び込み台を設置しないようにする以外には方

（５）中学校３年生が、体育の授業中、プールに飛び込んでプー

ルの底に頭部を激突させ、頚椎損傷等の重傷 
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法がないと考えられるところであり、その意味で、本件事故後、飛び込

み台を撤去した本件中学校の対応は、本件事故との関係では遅きに

失したというべきであるが、本件事故の反省の上に立った妥当な処置と

理解されるものである。 

 

  



Ⅷ 水泳事故と損害賠償 169 

（地方裁判所 平成 28 年４月 28 日判決―抜粋―） 

プール水深とスタート台の高さに関するガイドラインは、日本水泳連

盟が、全国の既存の水泳プールの現状と競技会・トレーニングの実施

状況に照らし合わせ、重篤な飛び込み事故の防止を図るために検討し、

平成 17 年７月６日付けで策定したものであるが、そこで示されている基

準は「絶対的な安全基準」という性格ではなく、現実的な妥協点ともいう

べきものであって、ガイドラインどおりの設定で実施した飛び込みのスタ

ートであっても、陸上・水中での姿勢・動作等の要因が複合すれば、プ

ール底に頭を強打して飛び込み事故が起こることは想定されており、

必ずしも十分な水深がないプール施設での事故発生の危険性を、適

切・合理的なスタート方法によって回避できることを前提としているもの

である。 

なお、ガイドラインが示す基準は、スタート台の高さに関するものでは

あるが、飛び込みの際の事故発生の危険性を考察する観点からは、飛

び込み地点の水面上の高さが問題となるのであって、それがスタート

台の高さであるか端壁上部の立ち上がりの高さであるかを区別する意

味はない。 

そうすると、ガイドラインは、飛び込み事故の発生を防止するための

最低限度の基準として、水深 1.00～1.10ｍ未満のプールにおいては、

水面上の高さが 0.30ｍを超える地点からの飛び込みを行わせるべきで

（６）大学２年生が、卒業した高等学校のプールで、現役部員とと

もに練習中、飛び込んでプールの底に頭部を衝突させ、頚髄損

傷等の傷害を負い、後遺障害発生 
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はない旨を定めたものと解され、これに適合しないプールは、飛び込

みを行って使用するプールとしては、通常有すべき安全性を欠くものと

推認するのが相当である。 
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３．免責特約 

 

独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「センター」という。）が

行っている災害共済給付契約には、学校の管理下における児童生徒等

の災害について、その設置者の損害賠償責任が発生した場合に、セン

ターが災害共済給付を行うことによって、その価額の限度で学校側の賠

償責任を免れさせる特約（免責特約）を付けることができる。現在では、

すべての設置者がこの免責の特約を付けていて、センターからの給付金

額の限度で、学校側の損害賠償責任を免れている。 
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１．水による事故の現状 

 

（１） 水による事故死者は、交通事故に比べて少ない 

過去５年間の夏期（７月～８月）における、水による事故死者・行方

不明者は、減少傾向にある。平成 17 年前後（403 件）と比べ、大幅に

減少している。（図-48） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-48 過去５年間の夏期（７月～８月）における水の事故死者・行方不

明者（警察庁調べ） 
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平成 28 年の夏期（７月～８月）での水による事故死者・行方不明者（中

学生以下）と交通事故死者（15 歳以下）を比較すると、水での事故死者

が 19 人に対し、交通事故死者が 67 人であった。（図-49） 

 

 

 

 

 

図-49 平成 28 年夏期（７月～８月）における水の事故死者・行方不明者

と交通事故死亡者との比較（警察庁調べ） 
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（２） 水による事故は、年少者に多い 

平成 28 年中高生以下の水による事故死者・行方不明者を年齢層

別にみると、年少者（小学生及び未就学児）が 23 人で全体の 49％を

占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

図-50 年齢層別の水による事故死（平成 28 年 警察庁調べ） 
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（３） 河川、海での事故が多い 

平成 28 年夏期（７月～８月）の中学生以下の水による事故死者・行

方不明者を場所別にみると、河川が12人（63.2％）と最も多く、以下、

湖沼地３人（15.8％）、海及びプールは各々２人（10.5％）の順となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

図-51 平成 28 年夏期（７月～８月）における中学生以下の場所別の水

による事故死者・行方不明者（警察庁調べ） 
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（４） 行為別では、水遊びが多い 

平成 28 年夏期（７月～８月）の中学生以下の水による事故死者・行

方不明者を行為別にみると、水遊びが 11 人（57.9％）と最も多く、以

下水泳中３人（15.8％）、魚とり・釣り２人（10.5％）、その他２人

（10.5％）、通行中１人（5.3％）の順になっている。 

図-52 平成 28 年夏期（７月～８月）における中学生以下の行為別の水

による事故死者・行方不明者（警察庁調べ） 
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２．事故防止等に関する通知 
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（別紙１） 

 

学校における児童・生徒等に対する指導等について 

 

 

１ 学校における水泳指導の際の安全管理、安全指導等に当たっては、「学校における水泳事

故防止必携（新訂二版）」（平成１８年６月独立行政法人日本スポーツ振興センター）、

「水泳指導の手引（三訂版）」（平成２６年３月文部科学省）、「学校における体育活動

中の事故防止のための映像資料」（平成２６年３月文部科学省）及び「水泳の事故防止～

プールへの飛び込み事故を中心に～」（平成２８年３月）も参考にされたいこと。 

   水泳活動中の事故には、スタート時に逆さまに深く入水し、水底に頭部を打ちつけて起

こるものが少なくないので、スタートの指導については、個人の能力に応じた段階的な取

扱いを重視し、教師等の指示に従い、水深や水底の安全を確かめ、入水角に注意するなど、

安全に配慮した慎重な指導を行うこと。なお、小学校の体育及び中学校の保健体育の授業

については、学習指導要領において、水中からのスタートを指導するものとしていること。

また、高等学校の授業及び水泳部の活動等においては、段階的な指導を行うとともに安全

を十分に確保すること。 

   また、監視体制が十分でなかったことを要因として児童が死亡した事例、一定の技能を

身につけている児童・生徒がスタート時の重大事故に遭った事例、入水の際、無理な息こ

らえや必要以上に深呼吸を繰り返し行わせたことなどによる重大事故事例も報告されて

いるので十分注意すること。 

 

２ 児童・生徒の水難事故が特に学校の夏季休業に入った直後に多発する傾向にあるので、学

校においては、水泳の事故防止に関する心得を十分指導し、ＰＴＡなどを通じて家庭にも

指導の趣旨を周知するよう配慮すること。 

 

３ 児童・生徒が個人やグループで水泳や水遊びに出かけるときには、必ず保護者や水泳の熟

練者と同行するよう指導するとともに、事前に行き先、帰宅の予定日時、同行者等を家庭

に知らせるよう習慣づけること。 

 

４ 児童・生徒の発達段階に応じて、海水浴・水泳等に関する事故の危険を予見し、自ら回避

できるよう学校、家庭、地域において適切に指導するなど安全指導の充実に努めること。 
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（別紙２） 

スタートの指導での留意点 

 

 
水泳プールの事故には、スタート時に、逆さまに深く入水し、水底に頭部を打ちつけて死亡等の事故

が起きています。スタートの指導は個人の能力に応じた段階的な取扱いを重視し、指導者の指示に従っ

て実施すること、水深や水底の安全を確かめ入水角度に注意することなど、安全に配慮した指導が大切

です。 
 なお、小・中学校では、水中からのスタートのみを指導し、授業での跳び込みによるスタート指導は

行いません。 
 学習指導要領解説では、スタートの指導について次のように明記しています。 

小学校 水中からのスタートを指導するものとする。 
中学校 泳法との関連において水中からのスタート及びターンを取り上げること。 

高等学校 スタートの指導については、段階的な指導を行うとともに安全を十分に確保すること。 
 

 

「学校体育実技指導資料 第４集 水泳の指導の手引き（三訂版）」（平成２６年３月文部科学省）抜粋 
 
【昨年度の事故の例】 

発生月 都道府県 校種 事故の状況 

７月 東京都 高等学校 

教員がスタート位置から１ｍ離れたプールサイドで、足元から高

さ約１ｍの水面上にデッキブラシの柄を水面に平行に掲げ、生徒

に柄を越えて飛び込むよう指示。生徒は指示通り飛び込み、プー

ルの底に頭部を強打した。救急搬送され、頚椎骨折、頸髄損傷と

診断された。 

７月 鳥取県 小学校 

郡民体育大会及び中部小学校体育連盟主催の水泳大会に出場予

定候補選手を対象とした放課後の水泳練習において、飛び込み練

習を行った際、水面にフラフープを浮かべ目標を定め実施した。

その状況の中、児童がフラフープをめがけ飛び込み、プールの底

に頭頂部をぶつけた。その後、頚椎捻挫と診断され、数か月通院。 
 
 

  



参考資料 186 

水泳

水遊び

魚とり・釣り

作業中

通行中

その他

子供

未就学児童

小学生

中学生

　

　

　　 65歳以上の者

不明

高校生又はこれに
相当する年齢の者

高校卒業以上に相当する
年齢以上65歳未満の者

構成比 人数 構成比

1( 1)

12(0)

49(1)

0.3%

3.9%

16.1%

陸上における遊戯・スポーツ中

ボート遊び

水難救助活動

シュノーケリング

スキューバダイビング

13 4.3% 15 5.6%

148 48.7% 133 49.8%

3.7%10(2)

別　添　１

【表３】　行為別死者・行方不明者

【表４】　年齢層別死者・行方不明者

18( 0) 5.9% 9( 0)

10(1) 3.3% 22(2) 8.2%

平成２８年夏期（７～８月）における水泳等の事故
（警察庁調べ。（　）内は中学生以下の子供で内数。）

構成比

1.1%3( 2)

サーフィン

その他

不明

60(3)

　合　計

122 40.1% 90 33.7%

304 267

2 0.7%

28.9%

3.4%

49(11) 16.1% 44(14) 16.5%

19.7% 56(7) 21.0%

79(2) 26.0% 61(0) 22.8%

19 6.3% 29 10.9%

平成28年夏期

6 2.0% 10 3.7%

合計

88(2) 75(6) 28.1%

304(19) 267(29)

0( 0) 0.0%

15.7%

24(3) 9.0%
4(0) 1.3%

7(0) 2.3%

2( 0) 0.7% 2( 0) 0.7%

5(0) 1.6% 5(0)

人数

4.1%

平成27年夏期

3 1.0% 8 3.0%

5( 2) 1.6%

その他 0( 0) 0.0%

人数

10 3.3% 11

267(29)

1.9%

8( 0) 2.6% 2( 0) 0.7%

42(3)

平成28年夏期 平成27年夏期

構成比 人数

湖沼池 16(3) 5.3%

用水路 20(0) 6.6%

河川 101(12) 33.2% 88(12) 33.0%

4.9%13(1)

計 304(19)

プール

0.7%2( 1)

【表１】　水難事故者数 【表２】　場所別死者・行方不明者

151(11) 56.6%

平成28年夏期 平成27年夏期

162(2) 53.3%平成27年夏期

平成28年夏期

水難事故者数

673人　(131)

735人　(132)

海

人数 構成比 人数 構成比
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　別 添 2　

学校種 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 総　計

小学校 1 0 1 0 0 2

中学校 0 2 1 0 0 3

高等学校 0 0 1 0 0 1

総　計 1 2 3 0 0 6

学校種 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 総　計

小学校 4 2 0 0 2 8

中学校 1 1 4 3 1 10

高等学校 3 2 1 2 0 8

総　計 8 5 5 5 3 26

○平成27年度までの具体的事例は、日本スポーツ振興センターの「学校事故事例データベース」
に掲げており、参照されたい。

独立行政法人日本スポーツ振興センターが実施している災害共済給付制度において
スポーツ事故に係る死亡見舞金・障害見舞金を支給した件数

※平成28年度は速報値

※平成28年度は速報値

○水泳中の事故等による死亡見舞金の支給件数

○水泳中の事故等による障害見舞金の支給件数
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別添３      

 
 
 
 
 

プールの安全標準指針 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１９年３月 
 
 

文 部 科 学 省 
 

国 土 交 通 省 
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 1

※「排(環)水口」とは --------------- 「プール水を排水・循環ろ過するための吸い込み口」 

 
プール水の排水口及び循環ろ過のための

取水口(吸水口)をいう。また、起流、造波、
ウォータースライダーまたは他のプールへ
循環供給するためのプール水の取水口も含
む。 
循環ろ過方式の排(環)水口は排水と取水

(吸水)を兼用する場合が多く、通常、ポンプ
で水を取り込む取水口(吸水口)は箱形の桝が
プールの床や壁に取り付けられ、格子状の
蓋（又は金網）（以下、「排（環）水口の蓋
等」又は「蓋等」という。）がネジ、ボルト
等によって固定されており、桝の中にポン
プへの配管がある。この他に循環ろ過方式
では、ろ過したプール水を戻すろ過吐出口
等がある。 
本指針で用いる「排(環)水口」はこれまで

使用されている排水口、返還水口、循環排
水口、吸込み口、吸水口、取水口等を同義
語として扱い、これらの管の取り付け口と
箱型の桝を一体として定義している。 

はじめに（指針策定の主旨） 
 
本指針は、プールの排(環)水口に関する安全確保の不備による事故をはじめとしたプール

事故を防止するため、プールの施設面、管理・運営面で配慮すべき基本的事項等について関

係する省庁が統一的に示したものであり、より一層のプールの安全確保が図られるよう、プ

ールの設置管理者に対して国の技術的助言として適切な管理運営等を求めていくものである。 
■本指針の構成について 
○基本的考え方（実線囲み）プールの安全確保に関する基本的な考え方を示したもの。 
○解説 ------------------------------- 基本的考え方の理解を深め、適切な運用が図られるよう

解説を示したもの。 
○参考 ------------------------------- 解説に関連して参考になる事項を示したもの。 

 
■本指針の表現について 

本指針は、おおむね次のような考え方で記述している。 
「 ～必要である。」 ----------- プールの安全確保の観点から、記述された事項の遵守が

強く要請されると国が考えているもの。 
「 ～望ましい。」 -------------- より一層のプールの安全確保の観点から、各施設の実態

に応じて可能な限り記述された事項の遵守が期待される

と国が考えているもの。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
プールの底に取り付けられている例 

プールの壁に取り付けられている例 

格子状の蓋（又は金網） 

格子状の蓋（又は金網） 

桝 

ネジ、ボルト等 

ネジ、ボルト等 

桝

配管の取り付け口

配管の取り付け口

吸い込み防止金具等

吸い込み防止金具等
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第１章 指針の位置づけ及び適用範囲 

１－１ 本指針の位置づけ 

プールは、利用者が遊泳等を楽しみながら、心身の健康の増進を期待して利用す

る施設であり、そのようなプールが安全であることは、利用者にとって当然の前提

となっている。 
プールの安全確保はその設置管理者の責任で行われるものであるが、本指針は、

プールの排(環)水口に関する安全確保の不備による事故をはじめとしたプール事故

を防止するため、プールの施設面、管理・運営面で配慮すべき基本的事項等につい

て関係する省庁が統一的に示したものであり、より一層のプールの安全確保が図ら

れるよう、プールの設置管理者に対して国の技術的助言として適切な管理運営等を

求めていくものである。 
 

（解説） 
・本指針は、プールの設置管理者に対して、排(環)水口による吸い込み事故を含むプー

ル利用者をめぐる事故を未然に防ぎ、プール利用者の安全を確保するために配慮すべ

き基本的事項を示したものである。 
・本指針は、プールの安全確保について、設置管理者が取り組むべき事項を示したもの

であるが、これらの業務を外部に委託（請負を含む）する場合には、受託者（請負者

を含む）に対し同様の対応を求めるものであり、設置管理者は受託者の管理業務の適

正な執行について確認・監督することが必要である。 
・本指針は、総務省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省及び（財）日

本体育施設協会、（社）日本公園緑地協会で構成する「プールの安全標準指針（仮

称）策定委員会」における検討を経て、文部科学省及び国土交通省により、プールの

設置及び管理に関する技術的助言としてとりまとめたものである。 
・本指針については、プールの利用実態や施設の性能向上等を踏まえ、適宜見直しを行

うものとする。 
※「設置管理者」 

プールの所有者（所有者以外にプールの全部の管理について権原を有するものがあ
るときは当該権原を有するもの）をいい、通常の地方公共団体への手続きでは、開設
者、設置者、経営者等をいう。 
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１－２ 本指針の適用範囲（対象とするプール） 
本指針は、遊泳利用に供することを目的として新たに設置するプール施設及び既

に設置されているプール施設のうち、第一義的には、学校施設及び社会体育施設と

してのプール、都市公園内のプールを対象として作成されたものであるが、その他

の公営プールや民営プールといった全てのプール施設においても、参考として活用

することが期待されるものである。 
 

（解説） 
・本指針は、遊泳利用に供することを目的として新たに設置する、もしくは既に設置さ

れているプール施設のうち、第一義的には、学校施設としてのプール、社会体育施設

としてのプール及び都市公園における公園施設としてのプールを対象として作成され

たものであるが、その他の公営プールや、スイミングスクールや民間レクリエーショ

ン施設のプール等の民営プールといった全てのプール施設においても、参考として活

用することが期待されるものである。 
・国の機関等における訓練用プール等、特定の用途に限定されるプールについては本指

針の適用範囲として想定されていない。（ただし、これらのプールを一般に開放する

場合を除く。）なお、これらのプール及び水遊び用プールなど遊泳利用に供すること

を目的としていないプールにおいても、本指針の主旨を適宜踏まえた安全管理等を実

施することが望ましい。 
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第２章 プールの安全利用のための施設基準 

２－１ プール全体 
プールは、利用者が安全かつ快適に利用できる施設でなければならないため、救

命具の設置や、プールサイド等での事故防止対策を行うことが必要である。 
施設の設置目的や規模、利用の実態等を踏まえ必要に応じ、監視室、救護室、医

務室、放送設備、看板・標識類等を備えておくことが望ましい。 
 

（解説） 
(1)救命具 

・プールサイド等に担架等の救命具を備え、必要な場合に直ちに使用できるようにして

おくことが必要である。なお、AED（自動体外式除細動器）についても、救護室、

医療室等適当な場所に配備することが望ましい。 
 
(2)プールサイド、通路等 

・プールサイド及び通路等は、プール本体の大きさ、利用者等を考慮して、十分な広さ

を有することが必要である。 
・プールサイドの舗装材の選定にあたっては、水に濡れた状態でも滑りにくい素材とす

る必要があり、素足で歩くことから粗い表面のものは避けることが必要である。 
・幼児用プールを含む複数のプールが設置され、多様な年齢層による利用や多様な利用

形態が見込まれる場合は、幼児が大人用プールで溺れる等の事故防止のため、必要に

応じて幼児用プールの外周を柵等で区分することが望ましい。 
 
(3)監視室 

・監視員を統括管理し、監視体制の充実を図るためには監視室を設置することが望まし

い。監視室は緊急時の指令室の役割を果たすとともに、場内アナウンスや監視員の休

憩所としても機能するものであり、設置にあたっては、プールの安全確保、事故防止、

遊泳者指導等のため、できるだけプールに近く、プールの水域全体が見渡せる場所に、

前面を開放またはガラス張り等とした監視室を設けることが望ましい。なお、プール

が大規模で、監視室を水域全体を見渡す場所に設置できない場合は、監視台を充実さ

せるなどにより監視室の機能を補完する措置を講じることが望ましい。 
・監視室に電話や緊急時の連絡先一覧表（2 か所以上の医療機関、管轄の消防署・保健

所・警察署、設備関連メーカー等）、従事者の役割分担表等を備えることが望ましい。 
 

 (4)救護室、医務室 

・プール利用者の怪我や急病に備え、救護室、医務室等を設けることが望ましい。救護

室、医務室等には、緊急時に直ちに対処できるよう、救命具、救急医薬品等を備える

とともに、ベッド、救急医療設備等を備え、床は耐水性とし、換気を十分できるよう

にすることが望ましい。 
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(5)放送設備 

・プールを安全に管理するためには、プール利用者に対する危険発生等を周知させるた

めの手段を確保することが必要である。 
・施設の規模等に応じて、放送設備を監視室に併設して設置することが望ましい。 
・監視員と管理責任者が緊急時等に円滑に連絡を行うための通信手段を確保することが

望ましい。 
 
(6)看板・標識類 

・プールを安全に管理するためには利用者への適切な注意や警告も必要であり、適切な

看板や標識類を設置することが望ましい。 
・利用に関する看板・標識類は、施設の入り口付近で目に付く位置に設置することが望

ましい。 
・排(環)水口部を示す標識、排(環)水口に触れることや飛び込むこと、プールサイドを

走ること等を禁止する警告看板等は、入場者全員の目に付く場所（プールの入り口部

とプールサイド等）に２箇所以上設置することが望ましい。 
 
 

 

  



参考資料 195 
 

 6

２－２ 排(環)水口 

吸い込み事故を未然に防止するため、排(環)水口の蓋等をネジ、ボルト等で固定

させるとともに、配管の取り付け口には吸い込み防止金具等を設置する等、二重構

造の安全対策を施すことが必要である。 
排（環）水口の蓋等、それらを固定しているネジ、ボルト等は、接触によるけが

を防止できる仕様とすることや、蓋等の穴や隙間は、子どもが手足を引き込まれな

いような大きさとする等、材料の形状、寸法、材質、工法等についても十分な配慮

が必要である。 
 

（解説） 
(1)安全確保の基本的な考え方 

・多くのプールは、循環ろ過設備によって衛生的で安全な水質を維持しているため、取

水口及びポンプへの配管は必須であることから、清掃及び点検の際の不注意等による

吸い込み事故の防止はもちろん、子どもがいたずらしようとしても事故が発生しない

よう十分な安全対策を施すことが必要である。 
・施設面からの安全対策としては、排(環)水口に二重構造の安全対策を施すことが必要

である。また、不備がある場合は必要な改修が終了するまで利用を停止することが必

要である。 
 
(2)二重構造の安全対策 

・排(環)水口の吸い込み事故を防止するため、原則として排（環）水口の蓋等をネジ、

ボルト等で固定させるとともに、配管の取り付け口には吸い込み防止金具等を設置す

るなど、二重構造の安全対策を施すことが必要である。 
〔参考-1 排(環)水口の安全確保のための改善の一例〕 

〔参考-2 配管取り付け口の吸い込み防止金具の一例〕 

・ただし、排(環)水口が多数あり、かつ１つの排(環)水口にかかる吸水圧が弱く、１つ

を利用者の身体で塞いだとしても、吸い込みや吸い付きを起こさないこと（幼児であ

っても確実かつ容易に離れることができること）が明らかである施設等、構造上吸い

込み・吸い付き事故発生の危険性がない施設は必ずしも二重構造の安全対策を施す必

要はない。 
 

(3)仕様、工法への配慮 

・蓋等は、重みがあっても水中では浮力により軽くなることや、子どもが数人で動かし

たと考えられる事故例があることから、ネジ、ボルト等により固定されることが必要

である。また、蓋等は利用者の接触やプール水の環流等による振動等により、それら

を固定しているネジ、ボルト等にゆるみが生じることもあるため、ゆるみを生じにく

い留め方とすることが望ましい。 
・蓋等やそれらを固定しているネジ、ボルト等が金属の場合は、腐蝕しにくく、かつ利

用者の接触等による他の事故の要因とならないよう、用いる材料や工法にも十分に配
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慮することが必要である。 
・蓋等の穴や隙間は、吸い込みや吸い付き事故を防止するため、子どもが手足を引き込

まれないような大きさとするとともに、指が蓋の穴等に挟まれる事故を防止するため、

幼児や児童の指等が挟まりにくい仕様に配慮することが必要である。 
・配管の取り付け口がプール駆体に直接開口している場合は、桝を設置した上で吸い込

み防止措置を講じる等、二重構造の安全対策を講じることが必要である。 
・桝を設置しても蓋等の上部の流速が強い場合は、排(環)水口を複数設置することが望

ましい。 
・配管の取り付け口がプール駆体に直接開口し、かつ、排（還）水口が身体の一部で覆

うことができるような小さいサイズの場合でも、身体が吸い付いて水中で離脱できな

くなることがあるので、吸い付きを防止するため、排（還）水口を複数設置する等の

配慮が必要である。 
・また、異常発生時にポンプを緊急停止させるための停止ボタン、吸い付きによる事故

時に配管内の圧力を抜くための装置を、監視員が常時待機しているプールサイドや監

視室等に設置することが望ましい。 
・なお、吐出口についても、ポンプ停止時等に水を吸い込む現象が生じる場合があるた

め、蓋等を設置し、ネジ、ボルト等で固定することが必要である。 
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第３章 事故を未然に防ぐ安全管理 

３－１ 安全管理上の重要事項 

プールの安全を確保するためには、施設面での安全確保とともに、管理・運営面

での点検・監視及び管理体制についても、徹底した安全対策が必要である。 
管理・運営面においては、管理体制の整備、プール使用期間前後の点検、日常の

点検及び監視、緊急時への対応、監視員等の教育・訓練、及び利用者への情報提供

が必要である。 
 

（解説） 
・プールの安全を確保し、事故を防止するためには、施設のハード面とともに、点検、

監視等を日々確実に行うといったソフト面の充実が不可欠である。 
・特に、排(環)水口の吸い込み事故対策としては、ハード面では排(環)水口の蓋等の固

定や配管の取り付け口の吸い込み防止金具の設置等の安全対策が必要であり、ソフト

面では安全対策が確実に確保されているかのプール使用期間前後の点検、日常の点

検・監視による安全確認、異常が発見されたときに迅速かつ適切な措置が実施される

ような管理体制を整備しておくこと等が必要である。 
・なお、福祉施設等のプール（一般開放する場合を除く。）で、当該施設の職員が監視

員として機能する場合においても、本指針で示す安全管理上の配慮事項を踏まえて、

安全管理等を実施することが望ましい。 
 福祉施設等の例：リハビリテーション施設、知的障害者施設、児童自立支援施設、国

立健康・栄養研究所、保育所 
・事故を未然に防ぐための安全管理を徹底するためには、 

管理体制の整備 
プール使用期間前後の点検 
日常の点検及び監視 
緊急時への対応 
監視員等の教育・訓練 
利用者への情報提供 

が重要と考えられ、次節以下にそれぞれの内容を示す。 
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第３章 事故を未然に防ぐ安全管理 

３－１ 安全管理上の重要事項 

プールの安全を確保するためには、施設面での安全確保とともに、管理・運営面

での点検・監視及び管理体制についても、徹底した安全対策が必要である。 
管理・運営面においては、管理体制の整備、プール使用期間前後の点検、日常の

点検及び監視、緊急時への対応、監視員等の教育・訓練、及び利用者への情報提供

が必要である。 
 

（解説） 
・プールの安全を確保し、事故を防止するためには、施設のハード面とともに、点検、

監視等を日々確実に行うといったソフト面の充実が不可欠である。 
・特に、排(環)水口の吸い込み事故対策としては、ハード面では排(環)水口の蓋等の固

定や配管の取り付け口の吸い込み防止金具の設置等の安全対策が必要であり、ソフト

面では安全対策が確実に確保されているかのプール使用期間前後の点検、日常の点

検・監視による安全確認、異常が発見されたときに迅速かつ適切な措置が実施される

ような管理体制を整備しておくこと等が必要である。 
・なお、福祉施設等のプール（一般開放する場合を除く。）で、当該施設の職員が監視

員として機能する場合においても、本指針で示す安全管理上の配慮事項を踏まえて、

安全管理等を実施することが望ましい。 
 福祉施設等の例：リハビリテーション施設、知的障害者施設、児童自立支援施設、国

立健康・栄養研究所、保育所 
・事故を未然に防ぐための安全管理を徹底するためには、 

管理体制の整備 
プール使用期間前後の点検 
日常の点検及び監視 
緊急時への対応 
監視員等の教育・訓練 
利用者への情報提供 

が重要と考えられ、次節以下にそれぞれの内容を示す。 
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３－２ 管理体制の整備 

プールを安全に利用できるよう、適切かつ円滑な安全管理を行うための管理体制

を明確にすることが必要である。 
また、業務内容を管理マニュアルとして整備し、安全管理に携わる全ての従事者

に周知徹底を図ることが必要である。 
 

（解説） 
・プールの設置管理者は、適切かつ円滑な安全管理のために、管理責任者、衛生管理者、

監視員及び救護員からなる管理体制を整えることが必要である。 
・設置管理者は、管理業務を委託（請負も含む）する場合、プール使用期間前の点検作

業に立ち合うことや、使用期間中の業務の履行状況の検査等、受託者（請負者を含

む）の管理業務の適正な執行について確認・監督することが必要である。 
・管理責任者、衛生管理者、監視員及び救護員の役割分担と、選任の基準は以下のとお

りとする。なお、当該施設の規模等によりそれぞれの役割を重複して担う場合もある。 
 
●管理責任者 

プールについて管理上の権限を行使し、関与する全ての従事者に対するマネージ

メントを総括して、プールにおける安全で衛生的な管理及び運営にあたる。 
選任にあたっては、プールの安全及び衛生に関する知識を持った者とすることが

必要である。なお、公的な機関や公益法人等の実施する安全及び衛生に関する講習

会等を受講した者とすることが必要であり、これらに関する資格を取得しているこ

とが望ましい。 
●衛生管理者 

プールの衛生及び管理の実務を担当する衛生管理者は、水質に関する基本的知識、

プール水の浄化消毒についての知識等を有し、プール管理のための施設の維持、水

質浄化装置の運転管理、その他施設の日常の衛生管理にあたっているが、管理責任

者、監視員及び救護員と協力して、プールの安全管理にあたることが望ましい。 
選任にあたっては、プールの安全及び衛生に関する知識を持った者とすることが

必要である。なお、公的な機関や公益法人等の実施するプールの施設及び衛生に関

する講習会等を受講し、これらに関する資格を取得した者とすることが望ましい。 
●監視員 

プール利用者が安全に利用できるよう、プール利用者の監視及び指導等を行うと

ともに、事故等の発生時における救助活動を行う。 
〔参考-3 プール監視員の主な業務の一例〕 参照 

選任にあたっては一定の泳力を有する等、監視員としての業務を遂行できる者と

し、プール全体がくまなく監視できるよう施設の規模に見合う十分な数の監視員を

配置することが必要である。なお、公的な機関や公益法人等の実施する救助方法及

び応急手当に関する講習会等を受講し、これらに関する資格を取得した者とするこ
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とが望ましい。 
 

●救護員 
プール施設内で傷病者が発生した場合に応急救護にあたる。 
選任にあたっては、公的な機関や公益法人等が実施する救急救護訓練を受けた者

とし、施設の規模に応じ、緊急時に速やかな対応が可能となる数を確保することが

必要である。なお、救急救護に関する資格を取得した者とすることが望ましい。 
 

・設置管理者は業務内容や緊急時の連絡先、搬送方法、連携する医療機関等を定めた管理マ

ニュアルを整備し、安全管理に携わる全ての従事者に周知徹底を図ることが必要である。 
・学校のプール施設においても、上記の趣旨を踏まえ、組織や利用の実態に応じて適切

な管理組織体制を整えることに留意することが必要である。 
〔参考-4 学校教育活動における管理組織体制の一例〕 参照 
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３－３ プール使用期間前後の点検 

プールの使用期間前には、清掃を行うとともに、点検チェックシートを用いて施

設の点検・整備を確実に行うことが必要である。 
特に排(環)水口については、水を抜いた状態で、蓋等が正常な位置に堅固に固定

されていること、それらを固定しているネジ、ボルト等に腐食、変形、欠落、ゆる

み等がないこと、配管の取り付け口に吸い込み防止金具等が取り付けられているこ

と等を確認し、異常が発見された場合は直ちに設置管理者に報告するとともに、プ

ール使用期間前に修理を施すことが必要である。 
また、使用期間終了後にも、排(環)水口の蓋等やそれらを固定しているネジ、ボ

ルト等に異常がないことを確認して、次の使用に備えることが望ましい。 
なお、通年使用するプールについては、１年に１回以上の全換水を行い、水を抜

いた状態で施設の点検を確実に行うことが必要である。 
点検チェックシートは、3 年以上保管することが必要である。 

 
（解説） 
・点検チェックシートを作成し、プール使用期間前に施設の点検・整備を確実に行うこ

とが必要である。 
〔参考-5 使用期間前の点検チェックシートの一例〕 参照 

・特に、重大事故が発生する可能性のある排(環)水口の点検については注意を払い、必

要な場合は専門業者による確認、点検及び修理を行うことが必要である。 
・使用期間前の排(環)水口の点検は、 

蓋等がネジ、ボルト等で正常な位置に堅固に固定されているか。（針金による固

定、蓋の重量のみによる固定は不可） 
蓋等やそれを固定しているネジ、ボルト等に腐食、変形、欠落、ゆるみ等がない

か。 
配管の取り付け口に吸い込み防止金具等が取り付けられているか。 

 について行うことが必要である。 
・清掃や点検のため排(環)水口の蓋等をはずす場合は、ポンプが停止していることや、

水が完全に抜けたことを確認してから行い、作業後、ネジ、ボルト等で正常な位置に

固定しておくことが必要である。 
・蓋等の変形、それらを固定しているネジ、ボルト等の破損、欠落等があった場合は、

直ちに修理、交換を行い、安全な状態に整備しておくことが必要である。 
・使用期間中にネジ、ボルト等が破損、欠落するといった場合に備え、ネジ、ボルト等

の予備及び必要な工具を用意しておくことが望ましい。 
・設置管理者は点検チェックシートを３年以上保管することが必要である。また、点検

時には過去の点検結果との照合等を行うことが望ましい。 
・点検チェックシートには、排(環)水口の所在を明示したプールの見取図の写しを添付

し、保存することが望ましい。 
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・使用期間終了後にも、排(環)水口の蓋等やそれらを固定しているネジ、ボルト等に異

常がないことを確認して次の使用に備えることが望ましい。 
・通年使用するプールについては、上記に準じて１年に１回以上の定期的な点検を行う

ことが必要である。 
・なお、吐出口についても、排（環）水口に準じた点検・整備を行う必要がある。 
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３－４ 日常の点検及び監視 

毎日のプール利用前後及び利用中の定時ごとに、目視、触診及び打診によって点

検を行い、特に排(環)水口の蓋等が堅固に固定されていることを点検することが必

要である。 
また、監視、利用指導及び緊急時の対応のため、監視員の適切な配置を行うとと

もに、プール内で起こる事故の原因や防止策、事故が発生した場合の対応方法等に

ついて十分な知識を持って業務にあたらせることが必要である。 
 

（解説） 
(1)施設の点検 

・点検にあたっては、目視にとどまらず、触診及び打診によって確実に行うことが必要

である。 
・毎日のプール利用前後及び利用中の定時ごとに、排(環)水口の蓋等がネジ、ボルト等

で正常な位置に堅固に固定されていることを点検することが必要である。 
・点検にあたっては、点検チェックシート等を作成し、これを用いて確実に行うことが

必要である。点検チェックシートとともに、気温(室温)、水温、利用者数、水質検査

結果（プール水の残留塩素濃度等）、施設の安全点検結果等を記載する管理日誌を備

え、使用期間中は、管理日誌に毎日の状況等を記載し、これを 3 年以上保管すること

が必要である。 
〔参考-6 日常の点検チェックシート・管理日誌の一例 

（管理日誌と点検チェックシートを一体化した例）〕 参照 
・施設の安全点検の結果を掲示し、利用者に伝えることが望ましい。 
 
(2)監視員及び救護員 

・遊泳目的で利用するプールにおいては、監視員及び救護員の配置は、施設の規模、曜

日や時間帯によって変わる利用者数等に応じて適切に決定することが必要である。ま

た、監視員の集中力を持続させるために休憩時間の確保についても考慮することが望

ましい。 
・監視設備（監視台）は、施設の規模、プール槽の形状等により必要に応じて、プール

全体が容易に見渡せる位置に相当数を設けることが望ましい。 
・飛び込み事故、溺水事故、排(環)水口における吸い込み事故、プールサイドでの転倒

事故等、プール内での事故を防止するため、各施設の設置目的や利用実態等に応じて

禁止事項を定め、利用者に対し周知を行うとともに、監視員等は違反者に対し適切な

指導を行うことが必要である。 
・なお、監視員には、排(環)水口周辺は重大事故につながる恐れのある危険箇所である

こと等、事故防止のための知識を十分に認識させておくことが必要である。 

  



参考資料 204 
 

 14

３－５ 緊急時への対応 

施設の異常や事故を発見、察知したときの緊急対応の内容及び連絡体制を整備す

るとともに、安全管理に携わる全ての従事者に周知徹底しておくことが必要である。 
施設の異常が発見された場合は、危険箇所に遊泳者を近づけないよう直ちに措置

するとともに、プールの使用を中断して当該箇所の修理を行い、修理が完了するま

でプールを使用しないことが必要である。特に排(環)水口の異常が発見された場合

は、循環または起流ポンプを停止することが必要である。 
人身事故が起きた場合は、傷病者の救助・救護を迅速に行うとともに、速やかに

消防等の関係機関及び関係者に連絡することが必要である。 
 

（解説） 
・利用者に危害が及ぶ可能性のある施設の異常が発見された場合は、以下の対応をとる

ことが必要である。 
○危険箇所に遊泳者を近づけない措置をとる 
○遊泳者を速やかに避難させ、プール使用を中止する 
○プールの使用を中止した場合は、当該箇所の修理が完了するまでプールを使用し

ない 
○排(環)水口の異常が発見された場合は循環または起流ポンプを停止する 

・人身事故が起きた場合は、以下の対応をとることが必要である。 
○傷病者を救助し、安全な場所へ確保する 
○適切な応急手当を行う 
○二次災害を防止する上で必要な場合は、遊泳者を速やかにプールサイドに避難さ

せる等の処置を行う 
○必要に応じて救急車を要請し、緊急対応の内容に従い関係者に連絡する 

・緊急時の対応を確実に行うには、従事者に対する就業前の教育・訓練の実施とともに、

緊急時の初動心得の掲示、毎日始業終業時に行う全体ミーティングにおける確認等に

より周知徹底することが必要である。 
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３－６ 監視員等の教育・訓練 

プールの設置管理者及びプール管理業務の受託者（請負者を含む）は、安全管理

に携わる全ての従事者に対し、プールの構造設備及び維持管理、事故防止対策、事

故発生等緊急時の措置と救護等に関し、就業前に十分な教育及び訓練を行うことが

必要である。 
 

（解説） 
・プールの設置管理者及びプール管理業務の受託者(請負者を含む)は、プール施設の管

理は利用者の命を守る重要な任務であることを認識した上で、安全管理に関わる専門

的な業務内容を詳細にわたって把握しておくことが必要である。その上で、監視員等

の安全管理に携わる全ての従事者に対し、徹底した教育及び訓練を就業前に行ってお

くことが必要である。 
・特に、排（環）水口における吸い込み事故を未然に防止するためには、安全管理に携

わる全ての従事者がプールの構造を把握し、排(環)水口の蓋等が固定されていない状

態などの危険性、ポンプ停止や利用者の避難誘導等の緊急時の対応方法を正しく理解

していることが必要である。 
・教育内容は次のａ～ｄの項目を必ず含むようにし、ｅについては必要に応じて随時実

施することが望ましい。 
ａ プールの構造及び維持管理 
ｂ プール施設内での事故防止対策 
ｃ 事故発生等緊急時の措置と救護 
ｄ 緊急事態の発生を想定した実地訓練 
ｅ 日常の業務等において従事者が経験した「ヒヤリとしたこと」、「ハッとしたこ

と」や「気がかりなこと」、利用者からの苦情等を題材とした事例研究 
・訓練内容には、飛び込み事故や溺水事故等のほか、排(環)水口における吸い込み事故

を想定したものも必ず含むことが必要である。排(環)水口の異常等を察知した監視員

等から他の従事者への連絡方法の検討、異常等の察知からポンプの非常停止までの手

順及び所要時間の計測等を行い、かかる事態が実際に起こった場合に、可能な限り迅

速に適切な対応ができるように訓練しておくことが必要である。 
・なお、使用期間中に新たに雇用した従事者に対しては、就業前に同様の教育、訓練を

行うことが必要である。 
・特に、夏季のみ使用する施設では、アルバイトの監視員が毎年違う人材となる場合が

多いため、教育研修カリキュラム等を準備しておくことが必要である。 
・プールの設置管理者及びプール管理業務の受託者(請負者を含む)は教育、訓練の実施

にあたり、その記録を作成して 3 年以上保管することが望ましい。 
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３－７ 利用者への情報提供 

プールを安全に管理するためには、利用者への適切な注意や警告を行うことも有

効であり、排(環)水口の位置等危険箇所の表示、プール利用に際しての注意・禁止

事項、毎日の点検結果等を、利用者の見やすい場所に見やすい大きさで掲示するこ

とが望ましい。 
 

（解説） 
・プールを安全に管理するためには、利用者に注意すべき事項・禁止事項、利用にあた

って注意喚起を促す必要がある場所等について、入り口その他、遊泳者の見やすい場

所及び注意を払うべき場所に標識、掲示板等を設置することが望ましい。 
・重大な事故の危険性を有する排(環)水口については、プール利用者がその所在を容易

に認識できるよう位置表示を行うとともに、排(環)水口付近で遊ぶと手を挟まれたり

吸い込まれたりする危険があることを示すことが望ましい。 
・位置表示は、プール利用者の見やすい場所に見やすい大きさで、排(環)水口の位置を

示したプール全体の見取図の掲示、及び、排(環)水口付近の壁又は底面その他見やす

い箇所に存在の明示を行うことが望ましい。なお、見取図には排(環)水口の存在の明

示の方法も記しておくことが望ましい。 
・表示にあたっては、危険箇所であることが子どもでも正しく理解できるよう、文字と

イラストでわかりやすく表示することが望ましい。 
・使用期間前の点検チェックシート、毎日の点検結果等を、プール利用者の見やすい場

所に見やすい大きさで掲示し、利用者に伝えることが望ましい。 
〔参考-7 点検結果掲示の一例〕 参照 
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〔参考-1 排(環)水口の安全確保のための改善の一例〕 

出典）健康運動施設開発機構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吸い込み防止金具 

吸い込み防止金具 

吸い込み防止金具 

吸い込み防止金具 

吸い込み防止金具 
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〔参考-2 吸い込み防止金具の一例〕 

 

出典）健康運動施設開発機構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

取り付け例 吸い込み防止金具の例 
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〔参考-3 プール監視員の主な業務の一例〕 

出典）「プールの安全管理指針」埼玉県 

 
１ 業務内容 
(1) 入場者の安全確保及び事故防止のため、水面を中心に場内全域において監視を行う。 
(2) 事故が発生した場合は、救助、連絡、場内整理などの業務を行う。 
(3) 利用者の年齢、体格等に応じ、利用するプールやエリアの指示、保護者等の付き添

いを求めるなどの指導を行う。（利用者の体格と水深の関係は、概ね立った状態で、

肩が水面から出ていることを目安とする。） また、小学校低学年以下の子どもを連

れている保護者等に対して、子どもから目を離さないよう注意を促す。 
(4) プール場内での禁止事項・プールごとの留意事項・持ち込みを禁止しているもの等

について、決まりを守るよう指導を行う。 
 
２ 留意事項 
(1) 監視員は水着を着用していること。 
(2) 水面の監視に当たっては細心の注意を払い、監視業務に全神経を集中すること。 
(3) 危険と思われる行為・危ないと思われる人には、毅然として注意を促すこと。 
(4) 幼児及び小学校低学年の子どもの一人遊びには特に注意を払い、保護者の監視のも

とで遊ぶよう指導すること。 
(5) 監視は目の前だけでなく、顔をあげて広く監視すること。 
(6) 監視台で監視中は、緊急時、救助及び交代時以外、監視台から降りないこと。 
(7) 交代時間が過ぎても、交代要員が来るまでは、監視台から降りないこと。 
(8) 交代時には、受持ち監視区域を指差し、異常のないことを確認してから、必要事項

の申し送りをして交代すること。また、なるべく速やかに交代を行うこと。 
(9) ローテーション等で施設内を移動するときも常に水面を監視し、事故や異常があっ

た場合は、それらへの対応を擾先して行動すること。また、プールサイドにゴミな

どが落ちているときは、可能な限り拾い最寄りのゴミ箱などに捨てること。 
(10) 利用者から、置き引き盗難・迷子・痴漢・盗撮、その他事故等の情報があった場

合は、直ちに管理者又は巡回中の従業者に知らせること。 
(11) 監視中はサングラスを着用してよいが、救助時など入水するときは、可能な限り

サングラスを外すようにすること。 
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〔参考-4 学校教育活動における管理組織体制の一例〕 

出典）「学校における水泳事故防止必携」独立行政法人日本スポーツ振興センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プール管理委員会設置の一例 
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〔参考-5 使用期間前の点検チェックシートの一例〕 

出典）「プールの安全管理指針」埼玉県をもとに作成 

 

プール施設設備の使用期間前点検表（例） 

施設名  プール名  

点検者  点検日   年  月  日 ～  年  月  日 

点検項目 点  検  内  容 点検結果 

施 設 全 体 
プール全体の施設設備の点検は行ったか 適・否 

プール本体、付属設備等はよく清掃されているか 適・否 

プ ー ル 本 体 給排水及び清掃が容易な構造か 適・否 

床洗浄水等の汚水が周囲から流入しない構造か 適・否 

適当数の水深表示があるか 適・否 

プ ー ル サ イ ド 滑り止めの構造となっているか 適・否 

利用者に危害を及ぼす異物等がないか 適・否 

給 水 設 備 プール水給水管から飲料水系への逆流防止構造となっているか 適・否 

補給水量等を把握するための専用の量水器等が設置されているか 適・否 

排 ( 環 ) 水 口 蓋等や、吸い込み防止金具等はボルト、ネジ等で堅固に固定され
ているか 

適・否 

蓋等や、吸い込み防止金具等及びそれらを固定しているボルト、
ネジ等は腐食、変形及び欠落がないか 

適・否 

消 毒 設 備 薬剤の種類： 薬剤タンクの容量：      ℓ 

薬剤連続注入装置は良好に作動するか 適・否 

薬剤の保管場所は適当か 適・否 

薬剤の保管状況は良好か 適・否 

浄 化 設 備 浄化設備はよく清掃されているか 適・否 

オーバーフロー水 再利用の場合、排水・床洗浄水等の汚水が混入しない構造か 適・否 

区 画 区 分 多様な利用形態に応じた区画区分がなされているか 適・否 

更 衣 室 男女別に区別されているか 適・否 

双方及び外部から見通せない構造か 適・否 

利用者の衣類を安全に保管できる設備が整備されているか 適・否 

洗 浄 設 備 シャワー、洗面設備、洗眼設備等は良好に整備されているか 適・否 

便 所 男女別に、十分な数があるか 適・否 

よく清掃されているか 適・否 

専用の手洗い設備があるか 適・否 

換 気 設 備 効果的な換気が行える換気設備があるか 適・否 

故障又は破損のものはないか 適・否 

照 明 設 備 水面及びプールサイド等で十分な照度を有するか 適・否 

故障又は破損のものはないか 適・否 
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点検項目 点検内容 点検結果 

く ず か ご 適当な場所に十分な数を備えてあるか 適・否 

資 材 保 管 設 備 測定機器等の必要な資材は適切に保管されているか 適・否 

採 暖 室 等 採暖室又は採暖槽は、よく清掃されているか 適・否 

掲 示 設 備 利用者の注意事項、利用時間、プール全体の見取り図等を利用者
の見やすい場所に見やすい大きさで掲示してあるか 

適・否 

管 理 体 制 プールの維持管理体制が整備されているか 適・否 

維持管理マニュアルが整備されてあるか 適・否 

緊 急 連 絡 体 制 緊急時の連絡体制が整備されているか 適・否 

管 理 責 任 者 管理責任者は、それぞれの役割を確認させているか 適・否 

管理責任者は安全・衛生に関する講習会を受講しているか 適・否 

衛 生 管 理 者 水質に関する基本的知識、プール水の浄化消毒についての知識を
有しているか 

適・否 

監 視 員 監視員としての業務が遂行できるか 適・否 

十分な数の監視員が確保されているか 適・否 

腕章、帽子等で利用者が容易に認識できる措置がなされているか 適・否 

救 護 員 救急救護訓練を受講しているか 適・否 

緊急時に速やかな対応が可能となるよう配置されているか 適・否 

従業者に対する

研 修 ､ 訓 練 

研修は行ったか 適・否 

訓練は行ったか 適・否 

排 (環 ) 水 口 の 

表 示 等 

排(環)水口の位置をプール全体の見取り図に明示し、提示してあ
るか 

適・否 

排(環)水口は吸排水口付近の壁又は底面等にその存在を明示して
あるか 

適・否 

プール全体の見取図に排(環)水口の明示方法を明記してあるか 適・否 

監 視 所 等 監視所はその機能を十分に発揮できる位置に設けてあるか 適・否 

監視台はプール全体を容易に見渡せる位置に相当数を設けてある
か 

適・否 

管 理 日 誌 備えてあるか 適・否 

3 年間保管してあるか 適・否 

救命救護器具等

の 配 置 

救命具（浮輪等）は、プールサイド等に適切に備えてあるか 適・否 

救護室等には、ベッド、担架、救急薬品等が備えてあり、いつで
も使用できる状態になっているか 

適・否 

監視所に、電話、緊急時の連絡先一覧表等が備えてあるか 適・否 
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〔参考-6 日常の点検チェックシート・管理日誌の一例（管理日誌と点検チェックシートを一

体化した例）〕 

出典）「プールの安全管理指針」埼玉県 
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〔参考-7 点検結果掲示の一例〕 

 

 

当プールをご利用の皆さまへ 
 

当プールは、次の事項について毎日点検を行い、 
 

施設の安全を確認しています。 
 

平成○○年○月○○日 
プール管理者 ○○○○ 

（連絡先：○○－○○○○－○○○○） 

区分 点検項目 点検結果 

施
設
関
係 

排(環)水口の蓋等がネ

ジ、ボルト等で堅固に

固定され、配管口に吸

い込み防止金具が取り

付けられているか 

（例） 
蓋等が堅固に固定され、吸い込み防

止金具が取り付けられている。 
など 

その他管理者が重要と

考える項目 
（適宜記載） 

管
理
運
営
関
係 

監視員が適切に配置さ

れているか 

（例） 
適切に配置されている 

など 

監視員に対して、プー

ルの施設・構造や監視

業務について十分な指

導を行っているか 

（例） 
十分指導を行っている 

など 

救命救護器具等は適切

に配置され、直ちに使

用できるか 

（例） 
適切に配置され、直ちに使用できる 

など 

その他管理者が重要と

考える項目 
（適宜記載） 
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����ᶖᲥ⸳߮ߩߘ▤ℂ⁁ᴫ� ᶖᲥ⸳߮ߩߘ▤ℂ⁁ᴫޕࠆߴ⺞ߡߟߦ�


����ደౝ࡞ࡊ� �

� �⚛㉄ൻੑߩ㧚ⓨ᳇ਛࠕ ᬌ⍮▤ᴺ᷹ࠅࠃߦቯޕࠆߔ�

ᣉ

⸳�



⸳



ߩ

ⴡ

↢ � ࠗ㧚ⓨ᳇ਛߩႮ⚛ࠟࠬ� ᬌ⍮▤ᴺ᷹ࠅࠃߦቯޕࠆߔ�
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⁁

ᘒ�

� ࠙㧚᳓ᐔ㕙ᾖᐲ� ᣣᧄᎿᬺⷙᩰ�%ߦ�����ⷙቯࠆߔᾖᐲ⸘ߩⷙᩰߦㆡวࠆߔ

ᾖᐲ⸘᷹ߡ↪ࠍቯޕࠆߔ�

�

╙㧡� ᣣᏱࠆߌ߅ߦⅣႺⴡ↢ߦଥࠆቇᩞⅣႺⴡ↢ၮḰ�

㧝� ቇᩞⅣႺⴡ↢ߩ⛽ᜬࠍ࿑ޔߚࠆ╙㧝ࠄ߆╙㧠ߦឝࠆߍᬌᩏ㗄⋡ߩቯᦼ⊛ߥⅣႺⴡ↢ᬌᩏ╬ߩ߶

߽߁ⴕࠍὐᬌߦᲤᬺᣣޔࠅ߅ߣߩၮḰߩฝᰣߩหޔߡߟߦ⋠ᬌᩏ㗄ࠆߍឝߦᏀᰣߩᰴޔ߆

�ޕࠆߔߣߩ

�

ᬌᩏ㗄⋡� ၮḰ�


���឵᳇� 
㨻��ᄖㇱࠄ߆ᢎቶߦޔ߈ߣߚߞਇᔟߥೝỗ߿⥇᳇ߎߥ߇

�ޕߣ


㨼��឵᳇߇ㆡಾߦⴕޕߣߎࠆߡࠇࠊ�


���᷷ᐲ� ��͠એ͠��ޔએਅ߇ߣߎࠆߢᦸ߹ޕߒ�


���ߐߒ߱߹ߣߐࠆ� 
㨻��㤥᧼㕙߿╬ߩᢥሼޔ࿑ᒻ╬ߊࠃ߇ࠆ߃߇ߐࠆ

 ޕߣߎࠆ

㨼��㤥᧼㕙ޔ㕙߮ߩߘㄝߦ߃ᣇࠍ㇎㝷ߒ߱߹ࠆߔ

 ޕߣߎߥ߇ߐ
(㨽) 㤥᧼㕙ߦశߥ߁ࠃࠆ▎ᚲޕߣߎߥ߇�

�

�

�

ᢎ

ቶ

╬

ߩ

Ⅳ

Ⴚ�


���㛍㖸� ቇ⠌ᜰዉߩߚߩᢎᏧߩჿ╬߇⡞߈ขߥ߇ߣߎߊߦࠅ

�ޕߣߎ


���㘶ᢱ᳓ߩ᳓⾰� 
㨻��⛎᳓ᩖ᳓ޔߪߡߟߦㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛߇ ���OI㧛Ͱએᜬ

ߊߒ⪺ߡߞࠃߦ‛↢ේ∛߇᳓Ḯޔߒߛߚޕߣߎࠆߡࠇߐ

ᳪᨴࠆߩࠇߘ߅ࠆࠇߐ႐วޔߪߦㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛߇ ���OI

㧛Ͱએᜬޕߣߎࠆߡࠇߐ 

㨼��⛎᳓ᩖ᳓ޔߪߡߟߦᄖⷰޔ⥇᳇ޔ╬ߦ⇣Ᏹߎߥ߇

 ޕߣ

㨽��಄᳓ེ╬㘶ᢱ᳓ࠆߔ⇐⾂ࠍ⛎᳓ౕེࠄ߆ଏ⛎ߡࠇߐ

ޕߣߎࠆߡࠇߐℂ▤ߦห᭽ߣ᳓ᩖ᳓⛎ޔ߽ߡߟߦ᳓ࠆ


���㔀↪᳓ߩ᳓⾰� (㨻) ⛎᳓ᩖ᳓ޔߪߡߟߦㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛߇ ���OI㧛Ͱએᜬ

ߊߒ⪺ߡߞࠃߦ‛↢ේ∛߇᳓Ḯޔߒߛߚޕߣߎࠆߡࠇߐ

ᳪᨴࠆߩࠇߘ߅ࠆࠇߐ႐วޔߪߦㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛߇ ���OI

㧛Ͱએᜬޕߣߎࠆߡࠇߐ�

(㨼) ⛎᳓ᩖ᳓ޔߪߡߟߦᄖⷰޔ⥇᳇ߦ⇣Ᏹޕߣߎߥ߇ 

㘶

ᢱ

᳓

╬

ߩ

᳓

⾰



߮

ᣉ

⸳



⸳

�


���㘶ᢱ᳓╬ߩᣉ⸳⸳� 
㨻��᳓㘶ߺγޔ ญޔᚻᵞ႐߮⿷ᵞ႐ਗ߮ߩߘߦㄝޔߪ

ឃ᳓ߩ⁁ᴫᷡޔߊࠃ߇ẖߩߘޔࠅߢ⸳ߪ⎕៊߿㓚߇

 ޕߣߎߥ

㨼��㈩▤ޔ⛎᳓ᩖޔ⛎᳓ޔࡊࡦࡐ⾂᳓ᮏ߮ᵺൻ⸳╬ߩ⛎

᳓ᣉ⸳⸳ਗ߮ߩߘߦㄝᷡޔߪẖޕߣߎࠆߢ�

 

  



参考資料 228 

 13


���ቇᩞᷡߩẖ� 
㨻��ᢎቶޔᑈਅ╬ߩᣉ⸳߮ޔߔޔ㤥᧼╬ᢎቶߩຠ╬

 ޕߣߎߥ߇⎕៊ޔࠅߢẖᷡޔߪ
(㨼) ㆇേ႐ޔ⍾႐╬ᷡޔߪẖ߿ߺߏޔࠅߢേ‛ߩឃᴭ‛╬

 ޕߣߎߥ߇

㨽��ଢᚲߩᣉ⸳⸳ᷡޔߪẖޔࠅߢ⎕៊߿㓚ߎߥ߇

 ޕߣ
(㨾) ឃ᳓Ḵ߮ߩߘㄝޔߪᵆ߇⍾߿ၸⓍޔߕࠄ߅ߡߒᖡ⥇

 ޕߣߎߥ߇
(㨿) 㘺⢒േ‛ߩᣉ⸳⸳ᷡޔߪẖޔࠅߢ⎕៊ޕߣߎߥ߇

(㩀) ߺߏ㓸Ⓧ႐߮ߺߏኈེ╬ਗ߮ߩߘߦㄝᷡޔߪẖߢ

 ޕߣߎࠆ

ቇ
ᩞ
ߩ
ᷡ
ẖ

߮
ࡀ
࠭
ࡒ
䎬
ⴡ
↢
ኂ
⯻
╬�


�╬⯻ⴡ↢ኂޔࡒ࠭ࡀ��� ߎߥࠇࠄ߇ᕷ↢ߩ╬⯻ⴡ↢ኂޔࡒ࠭ࡀߦౝᩞޔ⥢ᩞ

 ޕߣ

�╬᳓࡞ࡊ���� 
㨻��᳓ਛߦෂ㒾‛߿⇣Ᏹޕߣߎߥ߇ߩ߽ߥ 


㨼��ㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛ߩ࡞ࡊޔߪ↪೨߮↪ਛ㧝ᤨ㑆ߣߏ

߽ߢㇱಽߩߤޔߪỚᐲߩߘޔߒ㧝࿁એ᷹ቯߦ ���OI㧛Ͱ

એᜬޔߚ߹ޕߣߎࠆߡࠇߐㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛ߪ ���OI㧛Ͱ

એਅ߇ᦸ߹ޕߒ 
(㨽) 㨜㧴୯ߩ࡞ࡊޔߪ↪೨ߦ㧝࿁᷹ቯޔߒ㨜㧴୯߇ၮḰ

୯⒟ᐲߦࠍߣߎࠆߡࠇߚ⏕ޕߣߎࠆߔ 
(㨾) ㅘᐲߦᏱߦ⇐ᗧ࡞ࡊޔߒ᳓ޔߪ᳓ਛߢ㧟O 㔌ߚࠇ

ࠆߡࠇߚߦ⒟ᐲࠆ߃ߦ⏕߇ო㕙ߩ࡞ࡊࠄ߆⟎

 ޕߣߎ

᳓
ᵒ
ࡊ
䏚
࡞
ߩ
▤
ℂ�


����㒝ዻᣉ⸳⸳╬� ᷡޔߪ╬ᵺൻ⸳߮ᶖᲥ⸳ޔ⸳⸳㒝ዻᣉߩ࡞ࡊ

ẖޔࠅߢ⎕៊߿㓚ޕߣߎߥ߇ 
㧞� ὐᬌޔߪቭ⢻ᴺޔ߆߶ߩߩ߽ࠆࠃߦ╙㧝ࠄ߆╙㧠ߦឝࠆߍᬌᩏᣇᴺߦḰߚߓᣇᴺߢⴕߔߣߩ߽߁

�ޕࠆ

╙㧢� 㔀ೣ�

㧝� ቇᩞޔߪߡ߅ߦᰴߥ߁ࠃߩ႐วޔᔅⷐߦᤨ⥃ޔߪ߈ߣࠆ߇ᔅⷐߥᬌᩏࠍⴕޕࠆߔߣߩ߽߁�

㧔�㧕� ᗵᨴ∝ߪ㘩ਛᲥޕ߈ߣߚߒ↢⊑ޔߚ߹ޔࠅ߇ࠇߘ߅ߩ↢⊑ߩ�

㧔�㧕� 㘑᳓ኂ╬ࠅࠃߦⅣႺ߇ਇẖࠅߥߦߪᳪᨴޔࠇߐᗵᨴ∝ޕ߈ߣࠆ߇ࠇߘ߅ߩ↢⊑ߩ�

㧔�㧕� ᣂ▽ޔᡷ▽ޔᡷୃ╬߮࠲ࡘࡇࡦࠦޔߔޔ╬ᣂߥߚቇᩞ↪ຠ៝ߩ╬ࠅࠃߦើ⊒ᕈ�

� ᯏൻว‛ޕ߈ߣࠆ߇ࠇߘ߅ߩ↢⊑ߩ�

㧔�㧕� �ޕ߈ߣߥᔅⷐઁߩߘ

㧞� �ޕࠆߔߣߩ߽߁ⴕߢᣇᴺߚߓḰߦᬌᩏ߁ⴕߦቯᦼޔߪᬌᩏ߁ⴕߦᤨ⥃

㧟� ቯᦼ߮⥃ᤨߦⴕ߁ᬌᩏߩ⚿ᨐߦ㑐ࠆߔ⸥㍳ޔߪᬌᩏߩᣣࠄ߆㧡ᐕ㑆ሽޔߚ߹ޕࠆߔߣߩ߽ࠆߔ

Ფᬺᣣߦⴕ߁ὐᬌߩ⚿ᨐߪ⸥㍳߁ࠃࠆߔദߩߘޔߦ߽ߣߣࠆ⸥㍳ࠍὐᬌᣣࠄ߆㧟ᐕ㑆ሽࠆߔ

�ޕࠆߔߣߩ߽ࠆദ߁ࠃ

㧠� ᬌᩏߦᔅⷐߥᣉ⸳⸳╬ߩ࿑㕙╬ߩᦠ㘃ޔߪᔅⷐߦᔕߡߓ㑛ⷩߦ߁ࠃࠆ߈ߢሽߔߣߩ߽ࠆߔ

�ޕࠆ
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ஜ⊒╙ 0528003 ภ 
ᐔᚑ 19 ᐕ 5  28 ᣣ 

 
� � ㇺᐭ⋵⍮ 
ฦ� ᏒᏒ㐳� Ლ 
� � ․㐳 
 

� � � � � ෘ↢ഭ⋭ஜᐽዪ㐳� �  
 
 

ㆆᵒ↪ߩ࡞ࡊⴡ↢ၮḰߡߟߦ 

 

 

ㆆᵒ↪ࠆߌ߅ߦ࡞ࡊⴡ↢᳓Ḱߩ⏕ޟޔߪߡߟߦㆆᵒ↪ߩ࡞ࡊⴡ↢ၮḰ

㧔ᐔᚑޠߡߟߦ 13 ᐕ 7  24 ᣣઃߌஜ⊒╙ 774 ภෘ↢ഭ⋭ஜᐽዪ㐳ㅢ⍮㧕

ޠోᮡḰᜰ㊎ߩ࡞ࡊޟޔ⥸వޔ߇ࠆߢࠈߎߣߚ߈ߡߛߚᜰዉ߈ߠၮߦ

㧔ᐔᚑ㧝㧥ᐕ㧟ᢥㇱ⑼ቇ⋭߮࿖ㅢ⋭╷ቯ㧕߇ᚑࠍߣߎߚࠇߐฃޔߡߌ

⥸ޔᷝޟࠅ߅ߣߩㆆᵒ↪ߩ࡞ࡊⴡ↢ၮḰࠍޠᡷ⸓ޔߢߩߚߒᓮੌ⍮ߩޔ

ⴡ↢▤ℂ╬ߩᜰዉߩᜰ㊎ߡߒߣᵴ↪ޔߦ߽ߣߣࠆߔ㑐ଥ⠪ߦ⍮ߎޕߚࠇߐ

 ޕࠆߔᑄᱛߪหㅢ⍮ޔߦࠇ

� ᢿ್ߣᔅⷐ߇ᦼ㑆ߩቯ৻ߦ╬ኻᔕߩ╬ℂ⠪▤࡞ࡊޔ⍮ߩ㑐ଥ⠪߳ޔ߅ߥ

╬ࠆߌ⸳ࠍ₈੍ᦼ㑆ߡߞߚᒰߦ╬ᜰዉߩ㑐ଥ⠪ޔᡷᱜߩ᧦ޔߪߦ႐วࠆࠇߐ

 ޕߚࠇߐࠍ㈩ᘦߩ

� ᣇ⥄ᴦᴺ㧔ᤘޔߪㅢ⍮ߩߎޔߡߞ߅ 22 ᐕᴺᓞ╙ 67 ภ㧕╙ 245 ߩ᧦ 4 ╙

1 㗄ߦⷙቯࠆߔᛛⴚ⊛ߥഥ⸒ߦᒰޕࠆߢߩ߽ࠆߚ 

� ⥸ߩᡷ⸓ߩⷐߪਅ⸥ޕࠆߢࠅ߅ߣߩ 

 

遊泳用プールの衛生基準について 
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⸥ 

 
㧝�  ߡߟߦ⊛⋠

(1) ᣉ⸳ၮḰ߮⛽ᜬ▤ℂၮḰޔߡߟߦኻ⽎ߩ࡞ࡊ㒢ቯޕߣߎߚߒߊߥࠍ 
㧔ᐔᚑ㧝㧥ᐕ㧟ᢥㇱޠోᮡḰᜰ㊎ߩ࡞ࡊޟޔߪߡߒ㑐ߦోߩ࡞ࡊ (2)

⑼ቇ⋭߮࿖ㅢ⋭╷ቯ㧕ޕߣߎߚߒߣߣߎࠆࠃߦ 
 
㧞� ᳓⾰ၮḰߡߟߦ 

(1) ၮḰ㗄⋡ޟߩᄢ⣺⩶⟲ޟࠍޠᄢ⣺⩶ߦޠᡷޕߣߎߚ 
 
㧟� ᣉ⸳ၮḰߡߟߦ 

ࡊޟ߮ޠឃ᳓⸳ޟޔޠ〝߮ㅢ࠼ࠗࠨ࡞ࡊޟޔߡߟߦ⸳࡞ࡊ (1)

 ޕߣߎߚߒ㒰ࠍޠ↹ಽߩ╬࠼ࠗࠨ࡞
(2) ઃᏪ⸳ޟޔߡߟߦ⋙ⷞᚲ╬ޟޔޠㆆᛛ╬⸳ⷩⷰޟޔޠᏨޠ߮ޟឝ␜⸳

ࠍޠ㒰ޕߣߎߚߒ 
ߣߎޠߒ߹ᦸ߇⸳ᣉߥᣉ㍤น⢻ޟޔߡߟߦޠᶖᲥ╬▤▤ℂ⸳ޟ (3)

 ޕߣߎߚߒߣ
 
㧠� ⛽ᜬ▤ℂၮḰߡߟߦ 

(1) ᶖᲥߩ▤ℂߩઁޟޔߡߟߦ⮎ᷙߣࠍޠޔ߁ࠃߥߒઃޕߣߎߚߒ 
(2) ደౝ࡞ࡊౝੑߩ㉄ൻ⚛᷹ࠍቯࠆߔ㓙ߩ㜞ࠍߐᐥ㧝㧡㧜㨏㨙એਅߣ

 ޕߣߎߚߒ
(3) ᶖᲥ߮ㆆ㔌ᱷ⇐Ⴎ⚛Ớᐲ᷹ߩቯࠆ↪ߦ⹜⮎᷹߮ቯᯏེ╬ߩ▤ℂ

 ޕߣߎߚߒߣߣߎࠆߔޠ⠨ᘦߤߥᓇ㗀ࠆࠃߦᐲ᷷߿ᄌൻᤨ⚻ޟޔߡߟߦ
(4) ᳇ᵃᶎᮏޔណᥦᮏ╬ߩ⸳ߩ▤ℂޟޔߡߟߦᓴⅣᑼᶎᮏࠝࠫࠆߌ߅ߦ

㧔ᐔᚑޠ࡞ࠕࡘ࠾ࡑ╷㒐ᱛኻ∝ࡀ 13 ᐕ 9  11 ᣣઃߌஜⴡ⊒╙ 95 ภෘ

↢ഭ⋭ஜᐽዪ↢ᵴⴡ↢⺖㐳㧕╬ࠍෳ⠨ޕߣߎߚߒߣߣߎࠆߔߣ 
3ޟࠍሽᦼ㑆ߩߘޔߒߣޠℂᣣ▤࡞ࡊޟࠍޠᣣ࡞ࡊޟ (5) ᐕએޠ

 ޕߣߎߚߒߣ
એ 
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ᷝ 

ႃُႝʯĜ˃Ɉٖாގૌ!

ಪǍ !၊ආ!!

! ގૌɉĂಁ ஜ୵ȦჄႝȳɥႃُႝʯĜ˃ɅȤȫɥٖாૌɬྏȳɥݯගȥɣĂධ༰ࢿĂ

வᄋߖɍཾࡂɅȤȞɀĂʯĜ˃ɈݧɅಒȳɥਈ෭Ɉਈ୳ɂȳɥȹɛĂގૌĂ

ގૌߖɍਭݧގૌɬ൨ɛɥɜɈɁȜɥă!

! ɘȹĂʯĜ˃ɈרఘɅݶȱɀɉĂĶʯĜ˃Ɉרఘ༌ૌਈ୳ķĪཱழǍ Ǖ็Ǐࢦཪܘڬଔ

!ɍ॥බईൊଔৈ൨īɅɢɥăߖ

ɄȤĂܘयɅȤȫɥُʯĜ˃ɉĂܘयྏྱࢪĪଆᅊǏǏ็ྱბಪǑǒग़īɅގȿȧٖா

!ૌɈඈႝಒଧɂɉɄɣɄȞăގȦȯɦɀȞɥȭɂȥɣĂݧ

!

ಪǎ !ގૌ!!

Ǎ !ގૌ!!

)2*!ఫɼʂˋ๓ඵɉĂqI ೭ǑąǔװଯǔąǒڞװɁȜɥȭɂă!!

)3*!ඵɉĂǎඵڞװɁȜɥȭɂă!!

ʶˋʄˋৰʃ˂ɾʸჶɉĂǍۃ!*4( ǎ nh0M !!ɁȜɥȭɂăڞװ

)5*!ႃ৴მٺఫ๓ඵɉĂǌąǐ nh0M ଯɁȜɥȭɂăɘȹĂǍװ ąǌnh0M ɁȜɥȭɂȦڞװ

࿎ɘȱȞȭɂă!!

ఫ๓ඵɉǌąǍٺڟఫɅɢɤกɬैȠଶज़ɅɉĂอৰٺڟఫกɅಧȢɀอৰٺ!*6( nh0M

ଯǌąǐװ nh0M ఫৰ๓ඵɉǍٺɁȜɥȭɂăɘȹĂׇڞװ ąǎ nh0M !!ɁȜɥȭɂăڞװ

)7*!ര࠷ɉĂ઼ࢷȯɦɄȞȭɂă!!

)8*!ؒໂফ࠷ɉĂǎǌǌDGV0nM !!ɁȜɥȭɂăڞװ

)9*!ʠ˂ʧ˅ʹʗˋɉĂ৳൨၊༌೭ɂȱɀȤȤɚɇǌąǎ nh0M !!Ȧ࿎ɘȱȞȭɂăڞװ

ǎ !ގૌɅࡰɥࢷঌྯྱ!!

)2*!ఫɼʂˋ๓ඵĂඵĂۃʶˋʄˋৰʃ˂ɾʸჶĂؒໂফߖ࠷ɍʠ˂ʧ˅ʹʗˋɈ౮

൨ɉĂގૌɅݶȳɥଔᄋĪཱழǍ Ǒ็ऒாᄳ෩ଔᄋಪǍ ǌǍ ग़īɅ൨ɛɥࢷঌྯྱੱ
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ȱȩɉଯਞྯࣉ Īྱึ྆ۓࠂīငɉȭɦɣɂ෫װଯɈீඵɬၹȳɥࢷঌྯྱɅɢ

ɥȭɂă!!

)3*!ႃ৴მٺఫ๓ඵĂอৰٺڟఫ๓ඵߖɍׇٺఫৰ๓ඵɈ౮൨ɉĂʐʀʙ˃.q.ʭɿʣ˄ˋ

ʐɺʷˋྱĪǠǬǠྱīငɉȭɦɂ෫װଯɈீඵɬၹȳɥࢷঌྯྱɅɢɥȭɂă!!

)4*!ര࠷Ɉ౮൨ɉĂގૌɅݶȳɥଔᄋɅ൨ɛɥࢷঌྯྱɅɢɥȭɂă!

Ǐ !ȷɈಀ!!

)2*!ʂʖˋငɉਗ۰ఄɬٺఫกɅႝȳɥଶज़ɅɜĂǍ Ɉ)2*ȥɣ)5*ɘɁߖɍ)7*

ȥɣ)9*ɘɁɅ൨ɛɥގૌɬඈႝȳɥɜɈɁȜɥȭɂă!!

)3*!ۤငɉڛ௺ɬ࣌ɂȱɀ৸ႝȳɥʯĜ˃ɁȜȽɀĂହਮାɄႝȦიุȱାඵɬ

ྏȾȭɂȦɁȧɥଶज़ɅɉĂǍ Ɉ)5*ߖɍ)6*Ʌ൨ɛɥގૌɉඈႝȱɄȩɀɜঋȱਉȢɄȞȭ

ɂă!

! ɘȹĂ࣌ɁȜɥۤငɉڛ௺ɈளିɅɢȽɀɉĂǍ Ɉ)2*ȥɣ)6*ɘɁĂ)8*ߖɍ)9*

Ʌ൨ɛɥގૌɈؒɬඈႝȱɄȩɀɜঋȱਉȢɄȞȭɂă!!

!

ಪǏ !ގૌ!!

Ǎ !౩!!

! ʯĜ˃ߖɍ༩ಕɉĂႃُȦۙඈȥȾٖாආɅჄႝɁȧĂʯĜ˃ɈჄႝࡹಘɞ

ჄႝஜɅࣁज़ȽȹɜɈɁȜɥȭɂăɂɤɩȫĂ൨ɈਮޚɅჄႝȦતആȳɥʯĜ˃ɅȾȞ

ɀɉĂȷɈʬĜʇਮɅࣁज़ȽȹɬȢɥȭɂă!

! ɘȹĂȭɦɣɈɉĂႝكĂගࢷஶĂుȦרఘȥȾ႒ɅɁȧɥɢȠɅȯɦɀ

Ȟɥȭɂă!

! ȯɣɅĂު Ʉਡ࣑ɬऐგආɅჄႝɁȧĂଔʀʥ˃ʆĜɅɜტȱȹɁȜɥȭɂȦ࿎ɘ

ȱȞȭɂă!

! ɄȤĂ؝ۓயʯĜ˃ɄɃჄႝɬࣘ൨ȳɥள܊ɈʯĜ˃۰װɈʯĜ˃ɅȾȞɀɉĂɁȧɥࣘ

ɤདडȞ॥ဟɈჄႝɅڂȲɣɦɥऱ౦ɬȢɥȭɂă!!

ǎ !ʯĜ˃!!

)2*!ʯĜ˃ಐɅȾȞɀ!!

༨ୣளলძɬႝȞĂߧߖɍుȦ႒ɅɁȧĂȥȾĂઌȥɣټȦიุȱɄȞ

ऱ౦ɂȳɥȭɂă!

! ɘȹĂʯĜ˃ಐɈިွɅڂȲɀĂඈිஜɈ༑ਸ਼ɬैȠȭɂă!!
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!!ߧ!*3(!

ɬݴࡏი࿙ਏɈȹɛĂඣओߑෙɈଶज़ɉĂʯĜ˃Ɉࢇɂ෫ݧძɈءȦݧߧ

ȫɥɈఠɬॊȴɥȭɂăɘȹĂହɅୟިྖߧჶߖɍਮිݴȹɤેݢჶɬהɁȧɥ

ɢȠĂ௲ႝɈჶލɬȫɥȭɂă!!

!)4*!ก!!

ɺ! ! ʯĜ˃ɈกɉĂ࣌౩ɂȱɀٺఫငɉٺఫরɈกরɈᄪุɅɢɥɜɈɂȱĂ

ȥȾĂʯĜ˃ആɈႃ৴მٺఫ๓ඵĪอৰٺڟఫɬกɅႝȞɥଶज़ɉอৰٺڟఫ

๓ඵăڞװ෫ȲăīȦࠫؒɅɄɥɢȠɅĂุओஜߖɍุײɬലஶȳɥɂɂɜɅĂ

ၹऐɄกऐڮȦɣɦɥɢȠɄɬȫɥȭɂăɄȤĂٙಐٺఫɈกরɬרఘ

ɅྏݧɁȧĂȥȾĂȭɦɅɢɥ۲ދɈລாɬ࿙ਏɁȧɥऱ౦ɂȳɥȭɂă!

ɼ! ! อৰٺڟఫɬกɅႝȞɥଶज़ɉĂʯĜ˃Ɉ༳೯ผɅȯɦȹౙȥɣລாȳɥ

อৰٺڟఫɬᄪุȳɥྯਾɈɜɈɬ৸ႝȳɥȭɂă!

ɾ! ! ʂʖˋລாౙɅȾȞɀɉĂʂʖˋุײȦɧލۃငɉܨளߗഅౙɈఔɅȜ

ɥྯਾɈɜɈɬ৸ႝȳɥȭɂă!

)5*!ାڟ!!

Ɉ၊ආȦڟɬȫɥɂɂɜɅĂჄႝɈʬĜʇਮɅȤȞɀɜାڟਾɈାྯۃɧݢે

ೃȵɣɦɥɢȠɅĂਮĂାڟ๕ჹɬ฿ȳɥȭɂă!

! ɄȤĂ੶ओɉɁȧɥȺȫʯĜ˃ɈȦࠫؒɅɄɥɢȠɄײɅȫɥȭɂă!!

ɺ! ! ൨ȱĂǍࢠȲɀڂႃُஜĂႝදɅۊౙɈჶɉĂۃɧݢે ਮݴɅȾȧ

ʯĜ˃ಐɈɈ႒ჶɅેݢჶɬڥȢȹఘ႒ჶɈǒཞɈǍ ଯɬȳɥ๕ჹɬၹװ

ȳɥȭɂăɘȹĂၙݴĂାڟɬൢਏȳɥʯĜ˃ɅȜȽɀɉĂǍ ਮݴɅȾȧǐཞɈǍ

!ଯɬȳɥ๕ჹɬၹȳɥȭɂăװ

ɼ! ! ɁȜɥȭɂĪǌąڞװౙɈɉĂȷɈ઼ओɅȤȫɥඵȦĂǌąǑඵۃɧݢે

Ǎ ඵڞװȦ࿎ɘȱȞȭɂă*ăɘȹĂેݢɧۃౙɈ઼ओɅࢷঌɈȹɛɈঠ௸ငɉ౮

൨ౙɬȫɥȭɂă!

)6*!ʂĜʨĜʭ˅ĜঘჄႝ!!

ʂĜʨĜʭ˅ĜɬঘჄႝȳɥଶज़ɉĂʂĜʨĜʭ˅ĜɅĂૼାɈټȦ

ঀุȱɄȞऱ౦ɂȳɥȭɂă!

! ಅٙɞȹɭɬȳɥȹɛɈʂĜʨĜʭ˅ĜशɬȫɀȞɥଶज़ɁȜȽɀĂʂĜʨĜʭ˅

ĜɬঘჄႝȳɥɂȧɉĂි ෙผɅཞɄ๕ჹɬၹȳɥ௲ႝɈࢇݢʂĜʨĜʭ˅ĜɈેۺ

ାڟɬȫɥȭɂă!!

)7*!ඈႝ૨۰!!
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ۤငɉڛ௺ɬ࣌ɂȱɀჄႝȳɥʯĜ˃ɁȜȽɀĂହਮାɄႝȦიุȱାඵɬ

ྏȾȭɂȦɁȧɥऱ౦ɁȜɥଶज़ɉĂ)4*ߖɍ)5*ɅࡿȬɥގૌɈؒɬඈႝȱɄȩɀɜঋȱ

ਉȢɄȞȭɂă!!

Ǐ !༩ಕ!!

)2*!भ؇!!

೫ૣɬཾࡂȱĂఴྯߖɍ۰ȥɣࣁȥȵɄȞऱ౦ɂȳɥɕȥĂჄႝɈ؇ᄊɬרఘ

ȥȾٖாආɅྏݧɁȧɥɬȫɥȭɂă!!

)3*!ʏʻˇĜ!!

भ؇ߖɍྊȥɣʯĜ˃ಐɅਚɥදആɅȱĂൊۃਾାɂȳɥɅɢɤʯĜ

˃ɈჄႝȦႃُఔɅାɁȧĂȥȾĂ႒ɅȦɁȧɥऱ౦ɂȳɥȭɂă!

! ɘȹĂାɅ৸ႝȱȹʏʻˇĜɉĂ࣌౩ɂȱɀĂʯĜ˃ɂȱɀঘჄႝȳɥऱ౦ɂȱɄȞ

ȭɂă!!

)4*!ྊ!!

೫ૣཾɅჄႝஜɅڂȲȹཞɄஜɬȳɥȭɂăૼ Ʌɉ༨ୣளলძɬႝȞĂȥȾĂ

ਾɈऱ౦ɂȳɥȭɂă!

! ɘȹĂٖாආݧȦ႒ɅैȢɥऱ౦ɂȱĂ௲ႝɈȞɬȫɥȭɂă!!

)5*!ȠȦȞུɍɅ်ĂށߖɍଯȦɤႝʏʻˇĜ!!

! ʯĜ˃ʍɼʡɅĂȠȦȞȦɁȧĂႃُȦಅٙɞȹɭɬඣȩȹɛɈɬȫɥȭɂăɘȹĂ

်ĆށɁȧɥߖɍႃُȦٖாආɅ৸ႝɁȧɥଯȦɤʏʻˇĜɬȫɥȭɂă!

! ȭɦɣɉĂٖாආɄݧȦɁȧĂȥȾĂٖாආɅ৸ႝɁȧɥɂȳɥɂɂɜɅĂႃُ

ɅඈȳɥȦႝءɅༀႣஜɬȳɥȭɂăɘȹĂײɍႃُખქɈჄႝɅྊჄɄߖ

!!ȯɦɥɜɈɁȜɥȭɂăߧ

)6*!ȩȴȥȮ!!

ඈිɄଶɅཞɄஜɬȢɥȭɂă!!

)7*!ီ!!

! ɍʯĜ˃ʍɼʡɈඵȦǍߖ۰ʯĜ˃ɅȜȽɀɉĂ်ڒ৸ႝȳɥݴผʯĜ˃ငɉၙڒ ǌ

ǌ˃ʇʑװଯɅɄɥɢȠɄီɬȫɥȭɂăȹȺȱĂആီɬȫȹɤĂ઼ุओɞ

Ɉ༑ਸ਼Ă༩ಕȦࣁȢɥɢȠɅȳɥʯĜ˃ผߖɍʯĜ˃ʍɼʡɈݧȦཞɁȧ

ɥɢȠɅॊȲɣɦɀȞɥଶज़ɉĂ်ငɉʯĜ˃ʍɼʡɈඵȦǍ ǌǌ˃ʇʑဒဎɂɄȽɀɜ
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ঋȱਉȢɄȞȭɂă!

!!ޠݗ!*8(

! ၹგɬǌąǍݼఫɈڟผʯĜ˃ɅȜȽɀɉĂอৰڒ œڞװɅਭɁȧɥ๕ჹɬၹȳɥ

!ɈȹɛɈɬȫɥȭɂăޠݗ

! ɘȹĂऐڮආɄޠݗȦɁȧɥɢȠĂޠߗɈ੶ุओߖɍޠओɈײɅȾȞɀɜඈɄტ

ɬȳɥȭɂă!!

)9*!กরྏݧݧ!!

! ʯĜ˃ɈਭݧɅႝȞɥกরɞ౮൨ލޝༀႣɄਡলɬඈɅྏݧݧȳɥȹɛɈ

ɬȫɥȭɂăڦ๕ɄȦ࿎ɘȱȞă!!

!):*ঠ೨ߖɍঠ೨!!

! ঠ೨ߖɍঠ೨ɬȫɥଶज़ɉĂٖாආɄݧȦɁȧĂȥȾĂٖாආɅ৸ႝɁȧɥऱ

౦ɂȳɥȭɂă!!

!

ಪǐ !ਭݧގૌ!!

Ǎ !౩!!

! ႃُȦۙඈȥȾٖாආɅჄႝɁȧɥɢȠĂʯĜ˃ɬಪǎɈǍ ɈގૌɁ൨ɛɥିಘ

ɅହɅਭȳɥɂɂɜɅĂʯĜ˃ߖɍ༩ಕɬହɅࢡɅĂȥȾĂ৸ႝɅඈȳɥିಘɅ

ਭȳɥȭɂăɘȹĂਭݧɬඈɅैȠȭɂɅɢɤުɄਡ࣑ɬऐგආɅჄႝȳɥɂɂɜ

ɅĂଔʀʥ˃ʆĜɅȾȞɀɜტȳɥȭɂă!

ʯĜ˃ɈɈਭʯĜ˃ɈਭݧଯༀႣɄਦ॔ɅȾȞɀჄႝɅ۔ɂࠂჹɬߝ

ɛɥȭɂă!

! ჄႝஜɉʯĜ˃Ʌࣁज़ȽȹɜɈɂȱĂผɈٖாȦ౽ɄɩɦɥȤȷɦɈȜɥଶज़Ʌ

ɉĂჄႝஜɈயࣘༀႣɄఠɬɂɥȭɂă!!

ǎ !!ݧɍٖாߖݧ!

! ʯĜ˃ɅȤȫɥרఘɁٖாආɄݧߖɍوكɅȜȹɥݧɬȩȭɂă!

! ɘȹĂʯĜ˃ɈٖாߖɍݧɈအɬිȳɥٖாݧɬȩȭɂăٖாݧɉĂʯĜ

˃ɅȤȫɥרఘߖɍٖாɅݶȳɥ೮ਿߖɍ๕ɬၹȳɥɬનɀɥȭɂă!

! ɄȤĂʯĜ˃ɈިွɈɅڂȲĂݧɂٖாݧɂɬ෫ؒɈȦࢫɇɥȭɂɂ

ȱɀɜঋȱਉȢɄȞȭɂă!!

Ǐ !ʯĜ˃Ɉݧ!!
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)2*!ʯĜ˃ɉĂହɅกɬैȠȭɂăɘȹĂႃ৴მٺఫ๓ඵȦʯĜ˃ผɁࠫؒɅɄɥɢȠ

!!ȳɥȭɂăݧ

)3*!༶ႃཛྷټཛྷɬ૨ߪȳɥȭɂɅɢɤĂʯĜ˃ɬಪǎɈǍ ɈގૌɅ൨ɛɥɅ

ྏȾȭɂă!

! ɘȹĂୟިྖߧჶߖɍਮිݴȹɤેݢჶɬହɅהȳɥȭɂă!!

)4*!ʯĜ˃ɈڛඵɉĂ࣌౩ɂȱɀǎǎŎװଯɂȳɥȭɂăɘȹĂʯĜ˃ɈڛඵȦࠫؒɅɄ

ɥɢȠტȳɥȭɂă!!

)5*!ʯĜ˃ɈࢷঌɉĂႃ৴მٺఫ๓ඵɅȾȞɀɉĂૹɄȩɂɜึࣷఔആǍ ଯװە

ଯɈ౮൨ĪȭɈȠȻǍװەɍࣷࣻǎߖ ɉĂႃُஜɈʬĜʇਮɅ౮൨ȳɥȭɂȦ࿎ɘȱȞە

ȭɂă*ɬĂఫɼʂˋ๓ඵĂඵĂۃʶˋʄˋৰʃ˂ɾʸჶĂരߖ࠷ɍؒໂফ࠷Ʌ

ȾȞɀɉĂࢦǍ ଯɈ౮൨ɬĂʠ˂ʧ˅ʹʗˋɅȾȞɀɉĂ็Ǎװە ଯɈ౮൨)ൊװە

ࠢوɅޚ۰ɈਮװĂȷɦޚɘɁɈਮࢦȥɣǕࢦɈʯĜ˃ɅȜȽɀɉǒࠢوޚڨငɉࠢو็

ȳɥʯĜ˃ɅȜȽɀɉڛȦॖɛɈਮޚɂȳɥȭɂă*ɬैȠȭɂɂȱĂȭɦɣɈ౮൨ɉ൨ޚ

ආɅैȠȭɂă!

! ჄႝȦಁஜɁȜɥଶज़ټ༽ڻჶȦȧȞଶज़ɅɉĂࢷঌɈەஜɬඈౡɞȳ

ȭɂă!!

)6*!)5*ɈࢷঌɈڮࢣȦĂಪǎɈǍ ɈގૌɅඈज़ȱɀȞɄȞଶज़ɅɉĂڞװɈఠɬॊȴ

ɥȭɂă!!

ɺ! ఫɼʂˋ๓ඵĂඵĂۃʶˋʄˋৰʃ˂ɾʸჶĂؒໂফ࠷ငɉʠ˂ʧ˅ʹʗˋȦ

ૌ೭Ʌඈज़ȱɄȞଶज़ɉĂྖގ ĂݗĂે Ɉ۠కȷɈಀɈྯྱɅɢɤɞȥɅۃɧݢ

۠కɬஆɥȭɂă!

! ؒໂফߖ࠷ɍʠ˂ʧ˅ʹʗˋɅȾȞɀɉĂɅٺఫরɈ๓ඵɈݧɅɜཞმȳ

ɥȭɂă!

ɼ! ႃ৴მٺఫ๓ඵȦǌąǐ nh0M ɬەڞȽȹଶज़ɉĂႃُɬؒਮആਏȱĂٺఫরɬേڥ

ȳɥɄɃɅɢɤႃ৴მٺఫ๓ඵɬǌąǐ nh0M !ଯɂȱɀȥɣႃُɬঘ۫ȳɥȭɂăװ

ɾ! ര࠷Ȧ઼ࢷȯɦȹଶज़ɉĂɞȥɅႃ৴მٺఫ๓ඵɬ౮൨ȱĂ๓ඵȦǌąǐ nh0M

ɬەڞȽȹଶज़ɅɉɼɈఠɬॊȴɥȭɂăɘȹĂǌąǐ nh0M ଯɁȜȽȹଶज़ɅɉĂװ

ര࠷ɈၿႴɬࢷෞȱĂɧۃɈ۠కༀႣɄఠɬॊȴɥȭɂă!

ʀ! อৰٺڟఫɬกɅႝȞɥଶज़ɈɼߖɍɾɈඈႝɅȾȞɀɉĂĶٺఫরķɬĶอৰڟ

ఫķɂĂĶǌąǐٺ nh0MķɬĶǌąǍ nh0MķɂฃəಚȢɥɜɈɂȳɥă!

! ȭɈଶज़ɅȤȞɀอৰٺڟఫ๓ඵȦǌąǐ nh0M ɬഴȢȹɂȧငɉׇٺఫৰ๓ඵȦǍ ą

ǎ nh0M ɬഴȢȹɂȧɉĂอৰٺڟఫɈุჶɈലஶɞྖɅɢȽɀɞȥɅ۠కɬஆ

ɥȭɂă!

)7*!ࢷঌɈਞძঠ೯ගɉĂࡹࡅɈʯĜ˃ɁɉʯĜ˃ผɈಒܑఄଯɅȤȫɥɕɖܖݴ

 

  



参考資料 237 

ɈײǏڷװଯɈ်ڞǎǌdn ౩ɂȳɥȭɂăȷɈ࣌ɬ࠻ౙɈ੶ุओ༩ۃɧݢɍેߖ

ಀɈିࡹɈʯĜ˃ɁɉĂȭɦɅૌȲĂʯĜ˃ɈିࡹɅڂȲȹඈɄ೯ගɂȳɥȭɂă!!

ǐ !ʯĜ˃ߖɍ༩ಕɈਭݧ!!

)2*!ʯĜ˃ɈାڟɬĂؒඵɅʯĜ˃ɈఘჶɬȱȷɈࣻɬണɥȭɂɅɢɤैȠȞɩɠ

ɥุಚȢਾʯĜ˃ɅȤȞɀɉĂૹɄȩɂɜǑึɅǍ ĂʯĜ˃ɈఘჶɬุɦಚȢɥȭɂăە

ɄȤĂჄႝɈିࠑɅɢȽɀɉĂȭɦɢɤȞݴޚȮɂɅุɦಚȢɥɢȠපɛɥȭɂăɘȹĂ

ఘݗਮɅɉĂټཛྷɬݗࣻɈʯĜ˃ɅैȯȵɄȞɢȠༀȴుȳɥɂɂɜɅĂึॴȥ

ɣౘɈລா࿙ਏɅපɛɥȭɂă!!

)3*!Ǎ ็ɈȠȻɈؒ൨ɈݴޚɅ৸ႝȳɥʯĜ˃ɅȤȞɀɉĂ৸ႝ۫ఔߖɍ৸ႝખქࣻĂ

ཞɄుĂɈගߖࢷɍஶɬैȠȭɂăɘȹĂ็ ɬൊȲɀ৸ႝȳɥʯĜ˃ɅȜȽɀɉĂݴ

ਮĂుߖɍɈගࢷஶɬैȠɂɂɜɅĂༀႣɅڂȲສȧుɬैȠȭɂă!!

)4*!ʯĜ˃ʍɼʡĂभ؇Ī˅ʛʃĜɬݼɚăīĂྊȷɈಀɈჄႝȦ৸ႝȳɥɉĂ

ึǍ !!ɬैȠȭɂăࢷଯుȳɥɂɂɜɅਮගװە

)5*!ಀɈၢরɂঀᅊȱɄȞɢȠĂʯĜ˃Ʌ৸ႝȳɥกরɬඈɅݧȳɥȭɂăɘȹĂ৸ႝ

ȳɥၢরȦ࿙ྱĪଆᅊǎǏ็ྱბಪǍ ǔǒग़īߖɍᄳ෩רఘٖாྱĪଆᅊǐǓ ็ྱბ

ಪǑǓ ग़īɅި൨ȳɥࣇދཛྷɅිۺȳɥଶज़ɉĂȭɦɣɈྱბɬȳɥȭɂă!

! ɄȤĂʯĜ˃ɈกɅٙಐٺఫɬႝȞɥଶज़ɉĂٺఫʄʑɈᄻ઼Ʌɢɥ۲ދɬ࿙ਏ

ȳɥȹɛĂॖכʄʑ੶൷ྱĪଆᅊǎǒ็ྱბಪǎǌǐग़īĂᄳ෩רఘٖாྱɈިྱࡰݶ

ɬȱĂඈɅݧȳɥȭɂă!!

)6*!ାڟɉ࣌౩ɂȱɀǍ ึആكකȱĂɧলɈାငɉईݗɬਮैȠȭɂăାڟȦك

කਮݴผɁାڟɈ၊ආɬೃழɁȧɥ๕ჹɬၹȱɀȤɤĂၙݴɞɚɬȴكකɬൢਏȳɥଶज़

ɅȜȽɀɉĂࢷঌɬඈैȠȭɂɅɢɤĂɈିڟྃࠑɬଦফɅהȳɥȭɂă!

! ෪ȱɀȞɥȭɂڶȦହɅڟঌɬैȠȭɂɅɢɤĂାࢷౙɈ઼ओɈඵɈۃɧݢે

ɬ฿ȳɥȭɂă!

! กɉĂૹɄȩɂɜʯĜ˃Ɉ৸ႝਮݴആɉكකȳɥȭɂă!!

)7*!ʯĜ˃ɈેࢇݢෙɉਮుȱĂହɅାɬྏȾȭɂăɘȹĂୟިྖߧჶɬହɅה

ȱĂୟިྖߧɂેݢɈܤज़ɅȳɥȭɂăʂĜʨĜʭ˅ĜɬঘჄႝȳɥଶज़ɅɉĂ

ཞɄାߖڟɍกɬैȠȭɂă!!

)8*!ʏʻˇĜɅႝȞɥାɅȾȞɀɉĂჄႝɈۙඈȥȾऐڮආɄାɅȳɥȹɛĂڛ

ɬ৸ႝȳɥĂାɈڛඵɬඈڛɂȳɥఠɬॊȴɥȭɂă!!

)9*!ʯĜ˃ĂʏʻˇĜɈɅිȹȽɀɉĂྏࠇݢఘɅཞტȳɥȭɂă!!
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ၹგȦǌąǍݼఫɈڟആɈอৰޠࡏผɈڒผʯĜ˃ɅȾȞɀɉĂڒ!*:( ǑœɬഴȢɄȞȭ

ɂăɘȹĂǎװࢦผȮɂɅǍ !ආɅ౮൨ɬैȠȭɂăޚĂ൨ە

! ၹგɈ౮൨ྯྱɉĂผɈඈɄଶɬఎɍĂૼଯǓݼఫɈڟആɈอৰޠࡏ Ǒdn

ଯĂǍװ Ǒǌdn װငɉȭɦɂ෫ލ൨ࢷఫڟਾɅɢɥอৰྯݧ೮ࢷɅȤȞɀײɈڞװ

ଯɈள๕ɬၹȳɥ౮൨ލɬႝȞɀैȠȭɂăɄȤĂɈऱ౦ߖɍިွɅڂȲɀ౮൨ගɬౡ

ɞȳȭɂăɘȹĂގૌɅඈज़ȱɀȞɥȥ໓ȥɈຳ൨ɉĂ౮൨ึɅȤȫɥ৸ႝ۫ਮȥɣആݴ

ਮĂആݴਮȥɣ৸ႝખქਮɈඈɄǎਮගɅȤȞɀ౮൨ȱĂȷɈཱࠫ೭ɬɜȽɀैȠȭɂă!!

)21*กরߖɍႃ৴მٺఫ๓ඵɈ౮൨ɅႝȞɥਞၢߖɍ౮൨ލޝɉĂ࢈ਮྃڟɞڛඵɅ

ɢɥࠛيɄɃुტȱɀඈɅݧȱĂȷɈޝ๕ɈਭɅȾȞɀɜཞȳɥȭɂă!!

)22*ʯĜ˃Ɉ৸ႝਮݴખქࣻɉĂ഼ȻɅʯĜ˃ߖɍ༩ಕɬගࢷȱĂ؇ᄊɈ৴მȷɈ

ಀɈହɈၹဣɬ฿ȳɥɂɂɜɅĂ୵ɞ෪ཛྷȦəȺɤɅდȻุɣɄȞɢȠɄఠɬॊȴɥȭ

ɂă!!

ܓȦໜڛႭĂঠ೨ɈȷɈಀɈʀɺ˅ʖ˃ɬລாȯȵɞȳȞငɉĂྲޠ*23(

ආॖɛɈȦȜɥଶज़ɉĂĶેݢਾႭɅȤȫɥ˄ʐʂʥˁଓ࿙ਏಒৈʶʣʽɺ˃ķĪཱ

ழ 24 ็ : ࢦ 22 ึ༩ȫٖࢪລಪ :6 ग़ऒாᄳ෩ଔࢪणࠣாٖܨாڿഷīɬৢुɅȱɀĂ

ඈɅݧȳɥȭɂă!

ȷɈɈആɈɅȾȞɀĂ˄ʐʂʥˁ࠷Ɉࢷঌɬ็Ǎ Ȧ࠷ଯैȞĂ˄ʐʂʥˁװە

!ȳɥȭɂă฿ȯɦɄȞȭɂɬ઼ࢷ

! ˄ʐʂʥˁ࠷ɈࢷঌྯྱɉĂᄎٷߍଡ଼๓સྱငɉɧۃ๓સྱɈȞȴɦȥɅɢɥȭɂă!

!

Ǒ !ჄႝɈݧ!!

)2*!ႃُɬൊȲɀ୵ȥɣ୵ɅݔȯȵɥȤȷɦɈȜɥݔଓɅȥȥȽɀȞɥĂඁஔߖɍಀ

ɈჄႝɅူᅏɬߖɖȳȤȷɦȦȜɥȭɂȦီɣȥɁȜɥɅɉĂႃُɬȯȵɄȞȭɂă!

! ɘȹĂขɁʯĜ˃ɈჄႝȦॶหɄɅɉ༩ඖɬߝɛɥȭɂă!!

)3*!ɈਭݧɈৢुɂȳɥȹɛĂჄႝஜɬହɅהȳɥȭɂă!!

)4*!ႃُఔɅʏʻˇĜɅɢɥ୰ಐɈାɬཞɅैɩȵɥȭɂăɘȹĂྊɅɢɤʯĜ˃ʍ

ɼʡɬɦȹଶज़ɜ෫႙ɂȳɥȭɂă!!

)5*!ಅٙɞȹɭɬႃُആɅȳɥȹɛɈʂĜʨĜʭ˅ĜशɬȫɀȞɥଶज़ɬ૨ȧĂʂĜʨ

Ĝʭ˅ĜɅȺٙɞȹɭɬඣȥȵɄȞȭɂă!!

)6*!ಀɈჄႝɅ۲ދɬߖɖȱĂငɉʯĜ˃ɬټȳɥȤȷɦɈȜɥɜɈɬʯĜ˃ɅਭȻॲɘ

ȵɄȞȭɂăɄȤĂءཛྷɬʯĜ˃ʍɼʡɒਭȻॲɚଶज़ɅɉĂʯĜ˃ɬټȱɄȞɢȠ

Ʌȯȵɥȭɂă!!
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)7*!ႃُɈ؇ᄊߖɍࢀಕཛྷȦרఘȥȾٖாආɅྏݧɁȧɥɢȠმȳɥȭɂă!!

ǒ!ȷɈಀ!!

)2*!ʯĜ˃ݧึਟɬীழȱĂ৸ႝਮݴĂڛޠငɉڛĂڛĂୟިྖߧჶĂࢷঌࢣ

ɬީᅇȱĂȭɦɬࠑĂჄႝஜĂਦࣤɈିࠑɍஶɈିߖࢷĂɈගڮ 4 ݧଯྏװ็

ȳɥȭɂă!!

)3*!ʯĜ˃Ʌޫ؞ȳɥ༖Ȧລாȱȹଶज़ɉĂ഼ȻɅܭݧɈྏࢪɅൊྥȱĂȷɈਈਸ਼Ʌ

પȠȭɂăɘȹĂਦࣤລாਮɅɉ഼ȻɅݶޝࡰݶɅൊྥȳɥɂɂɜɅɞȥɅྏࢪɅྥ।

ȳɥȭɂă!

)4*!അȷɈಀ഼ຟɅȳɥɜɈɁႃُɅಡႋȳɥɜɈɉĂȜɣȥȲɛกȱĂࢡɅȱ

ɀȤȩȭɂăɘȹĂ༨൨ಁஜɈȦ৸ႝȳɥɜɈɅȾȞɀɜĂༀႣɄٖாආݧɬैȠȭ

ɂă!!
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３．安全な水泳指導・管理のための評価の一例 

 

安全な水泳指導・管理のために、例えば次のような項目について評

価しながら進めることが大切である。 

水泳の安全管理・指導の評価項目（例） 

〔評価〕 Ａ：適切（良好） 

Ｂ：ほぼ適切であるがやや改善を要す 

Ｃ：不適切（未実施又は改善を要す） 
区
分 

項目 
評価 

当初 中間 終末 

保
健
䩺
安
全
管
理 

１ 学校安全計画にプール管理を位置づけ、計画的に実施されているか    

２ プール管理規則、使用上の注意などが明らかになっているか    

３ 放課後や休業中の使用計画が作成され監視体制が整備されているか    
４ 不使用時の出入り口の施錠、薬品の管理が適切に行われているか    

５ プール、付属施設等の安全点検と事後措置が実施されているか    

６ 安全点検や事後措置の記録が適切に管理され、活かされているか    
７ プール日誌が作成され、適切に記入されているか    

８ 定期（臨時）のプール検査と事後措置が実施されているか    

９ 日常のプール検査と事後措置が実施されているか    
10 日常の清掃や消毒が適切に実施され、用具が整理整頓されているか    

11 救助用具や救急薬品、非常時用通信機器等が整備されているか    

12 非常時の救急及び緊急連絡体制が整備されているか    
13 水泳禁止者や指導上注意を要する児童生徒が明らかになっているか    

14 水泳前の健康観察と事後措置を適切に実施しているか    

15 水泳中の健康観察と事後措置を適切に実施しているか    
16 水泳後の健康管理と水着の始末等を適切にさせているか    

水
泳
指
導 

17 指導計画が作成され、学習目標や内容が明らかにされているか    

18 プール（水泳場）使用上の約束等について、学級指導を実施したか    
19 海、河川等に関する安全について、具体的に指導しているか    

20 学年等に応じ、救助法や心肺蘇生法などについて指導しているか    

21 必ずバディーを編成し、人員確認や指導に役立てているか    
22 危険な行動の監視、整然とした学習、安全な指導に心掛けているか    

23 個人差に応じた、きめ細かい指導を実施しているか    

24 常に監視に留意し、見学者利用や教職員の連携に力を入れているか    

組
織
活
動 

25 校務分掌、校内規定などで教職員の役割分担が明確になっているか    

26 仕事の内容が具体的にされており、各組織が協力しているか    

27 組織が学校の実態に則し、活動しやすく、緊急時にも対応できるか    
28 学校と家庭・地域が連絡を密にし、事故防止対策を行っているか    

活
動
児

童
生
徒 

29 水泳における安全について課題を持ち、学級等で話し合っているか    

30 保健（体育）委員会等の自主活動が計画的に展開されているか    
31 児童生徒が安全について望ましい意識を持ち、適切に行動しているか    
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４．プールの安全点検 

 

プールの使用前、使用中、使用後にわたって、教職員が役割を分担し

て安全点検を実施する必要がある。プールにおける安全点検項目と方

法について主なものを上げると次のようになる。 

水泳プールの安全点検項目と方法等（例） 

点検項目 
方法 

目視 打音 振動 負荷 試薬 

１ き裂や漏水などプール本体に異常がないか。 ○ ○    

２ プールの防護フェンスに損傷がないか。 ○  ○ ○  

３ プールサイドがすべりやすくなっていないか。    ○  

４ プール底がすべりやすくなっていないか。    ○  

５ 洗眼・腰洗い槽・シャワー設備等に異状はないか。 ○  ○ ○ ○ 

６ スタート台に損傷がないか。 ○ ○ ○ ○  

７ 排（環）水口の鉄格子または堅固な金網が固定されているか。 ○ ○ ○ ○  

８ マンホールのふたが閉じられているか。 ○ ○  ○  

９ 浄化装置のフィルターに目づまりがないか。 ○     

10 浄化装置が正常に作動しているか。 ○     

11 薬品倉庫の施錠がされているか。 ○   ○  

12 薬品が直接水に接しないように保管されているか。 ○     

13 大腸菌の検査が行われているか。     ○ 

14 水質に汚濁がないか。 ○    ○ 

15 危険物や汚物が入っていないか。 ○     

16 残留塩素は適度か。     ○ 

17 漏電防止器が正常に作動しているか。 ○     

18 出入口の施錠はなされているか。 ○   ○  

19 コースロープ、補助具等に破損や異状はないか。 ○ ○ ○ ○  

20 救急用具、救急薬品は整備されているか。 ○     

21 プールサイド、更衣室等が整理・整とんされているか。 ○     

22 プール周辺及び附属設備の清掃・消毒がされているか。 ○    ○ 

23 プールの使用規則が守られているか。 ○     

24 児童生徒に危険な行動はみられないか。 ○     

25 （その他必要と思われる内容を加える。）      

※必要に応じて、学校薬剤師や浄化装置管理の専門家等の協力を得る。 

（「水泳指導における安全の手引」山形県教育委員会） 
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シーズン前後点検チェックシート（例） 

平成   年   月   日 天候（   ） 点検者  管理者  

 

点検箇所 点検内容 点検方法 判定 

プールサイド 異常な地盤沈下や割れがないか 目視・手 合・否 

プール本体 

怪我につながる割れや欠けがないか 目視・手 合・否 

シール材に割れや剥がれがないか 目視・手 合・否 

漏水につながる割れや欠けがないか 目視・手 合・否 

プール水 満水状態にあるか 目視 合・否 

ラダーハンドル 
しっかり固定されているか 目視・手 合・否 

変形等の損傷はないか 目視・手 合・否 

スタート台 
しっかり固定されているか 目視・手 合・否 

怪我につながる割れや欠けがないか 目視・手 合・否 

吸込循環水口 
怪我につながる損傷がないか 目視・手 合・否 

目皿は確実にとりついているか 目視・手 合・否 

コースロープフック 
怪我につながる損傷はないか 目視・手 合・否 

フロートに割れがないか 目視・手 合・否 

コースロープ 
ワイヤに錆やホツレがないか 目視・手 合・否 

フロートに割れがないか 目視・手 合・否 

排水溝 
排水溝目皿に詰まりはないか 目視・手 合・否 

目皿は確実にとりついているか 目視・手 合・否 

排水溝蓋 怪我につながる破損や欠けはないか 目視・手 合・否 

ろ過装置本体 
水漏れはないか 目視 合・否 

ろ層の詰まりはないか 計測 合・否 

循環ポンプ 
異常音や過熱はないか 目視・手 合・否 

パッキンからの水漏れはないか 目視 合・否 

集毛器 浮遊物が詰まっていないか 目視 合・否 

塩素滅菌器 
異常音はないか 目視 合・否 

薬品は充分か 目視 合・否 

漏電遮断器 作動は確実か テストボタン 合・否 

排・環水口 
蓋は確実に固定されているか 目視・手 合・否 

吸い込み防止具はとりついているか 目視・手 合・否 

注意書き看板 損傷はないか 目視・手 合・否 

薬品類 
保管状態に異常はないか 目視 合・否 

在庫は適正か 数量 合・否 

配管 水漏れがないか 目視 合・否 

ボルト類 異常な錆や緩みがないか 目視・工具 合・否 

出入り口 
施錠は確実にされているか 目視 合・否 

防護フェンスに破れなどがないか 目視 合・否 

その他 危険な箇所はないか  合・否 

集毛器＝ヘアキャッチャー                   (財団法人日本体育施設協会) 
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